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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　六家総会







　　　　１




　焚たき染しめた、香こうの匂においがした。

　ひどく、甘い。

　心の内側までくすぐられるような甘さ。長く嗅かいでいると、ぞわぞわとへその下から熱がこみあげてしまいそうな、蠱こ惑わく的てきな香かおりである。

　麝じや香こうか、何かだろうか。香に詳くわしくない馳はせ郎ろうには、その正体が分からない。ただ、こうして脳のう髄ずいまで痺しびれさせるような香は一体いくらするのだろうと、もともとの貧びん乏ぼう性しようばかりが頭をもたげてくる。千円ボディガードとしての彼にとっては、一生手がでない価格には間ま違ちがいない。

　途と轍てつもなく、広い座ざ敷しきであった。

　香ばかりではなく、数百年も前からそうだったかのような、重く湿しめった空気が淀よどんでいる。柱や家財のひとつひとつにまで、時間という魔ま術じゆつが染みこんでいるかのようにも思えた。まるで、たかだか百年もろくに生きられない人間などではなく、自らの方が主あるじであり、彼らを住まわせてやっているのだと主張しているかにも見える。

　水すい墨ぼく画がの描えがかれた掛かけ軸じくも、優美な違い棚だなも、その印象だけを強調している。

　あまりに永すぎる外側カタチが本質さえも規定してしまったかのような──そんな風ふ情ぜいが屋や敷しきには満ちていた。

　その座敷の一番奥に、馳郎は座っている。

　上座である。

　これまた壮そう麗れいな床とこ柱ばしらの前で、窮きゆう屈くつそうに正座させられている。ウェアラブル・コンピュータ〈カエアン〉とインナージャケットには血行を滞とどこおらせない機構も内蔵されているのだが、そんな小手先の仕し掛かけでは主人の気分までは慰い撫ぶしかねるようだった。

「……北ほく斗とのときの屋敷と、少し似てるな」

　数ヶ月前、初めて空うつほ北斗と出会ったときのことである。

　対して、機械音声が耳中に響ひびいた。

『あのときは空うつほの別べつ邸ていでしたが、今回は月つき白しろの本宅となります』

「どうやら、前の北斗のときみたいな、お試ためしではないということらしいな」

　さらに、隣となりから白い帽ぼう子しをかぶった少女が言葉を添そえる。

　こちらは馳郎の従者として、数歩分だけ後ろに控ひかえているのだが、その美しい横顔にはかすかな緊きん張ちようが滲にじんでいた。

　無理はない。

　そこには、彼らが出会ってきた何人もの〈おに〉が集つどっていたからだ。

「……どうやら、これで揃そろったということかな？」

　告げたのは、壮そう年ねんの男性だった。

　中折れ帽ぼうを膝ひざ元もとにおいて、盲もう目もくながら頭をゆるりと巡めぐらせる。膝元には白はく杖じようを置いたまま、馳郎とは対照的に、ぴしりと非の打ち所がない姿勢で正座していた。

　第二家・月白当主──月白弦げん摩ま。

　幻まぼろしを司つかさどるとされる妖よう怪かい・蜃しんの末まつ裔えいたる、三つ角。

「それぞれ、新しい白はく翁おうさまへの挨あい拶さつは終えていたかな？」

　厳おごそかな声こわ音ねで、場へと問いかける。

　その言葉を受けて、末席でもぞもぞと気配が動いた。

「……ああ……そういえば……ちゃんと……挨拶……してなかった……よね……」

　こちらはひどく不健康にこほこほと咳せき込む、青白い顔の青年であった。

　死神にでも取り憑つかれたような面相で、それでもひどく愉たのしそうに唇くちびるを歪ゆがめて、会え釈しやくしたのである。

「青あお朽くち葉ば……晃こう……と申します……。どうぞ……よろしく」

　第六家・青朽葉当主──青朽葉晃。

　怪かい物ぶつを生み出す怪物・野の槌づちの末裔たる、三つ角。

　以前、海の事件で馳郎の前に現れたときは木き崎ざきなどという偽ぎ名めいを使っていたのだが、いささかも悪びれる様子はない。

（そういや、あのときはリコと北斗がいないときしか姿を現さなかったな）

　おそらくは顔を知られているふたりから隠かくれて、馳郎のことを監かん視ししていたのだろうが、今いま更さら確かめるようなものでもない。

　なぜなら、

「……で」

　一番の問題に、馳郎は視線を向けた。

　ちょうど青朽葉の向かい側、両横にずらりと並んだ座ざ布ぶ団とんでもうひとつの末席になるあたりだった。思わず顔をしかめたくなるのをなんとかこらえ、

「なんで、お前がここにいる？」

　と、問いかける。

　対する答えは、訊きいた相手ではなかった。

「……俺の付き添いだ」

　少し離はなれた席の、目つきの悪い若者だ。

　夏の最中にも拘かかわらずマフラーを首に巻いていて、汗あせひとつ搔かいた風がない。以前に比べれば剝むき出しではなくなった暴力性は、しかしこの若者の内側で、より凶きよう暴ぼうに醸じよう成せいされているようにも思えた。

　ゆるりと、不自然な風が巻く。

　第四家・空うつほ当主──空隼はや人と。

　嵐あらしさえも操あやつる大妖怪・天てん狗ぐの末裔たる、三つ角。

　しかし、この場合の問題は、その若者が連れてきたというもうひとりの人物だった。

「はっは！　これはさしものハセ公も予想外だったか!?」

　その人物が、頼たのもしそうに隼人の肩かたを抱だいたのだ。

「なんかしらんが、この空隼人が俺の麾き下かに入るとか言ってくれちゃってさ！　いやあこれってば俺の人徳かね！」

　るるん、と実にうざったい鼻歌まで交えつつ、彼はあぐらを組み直す。

　この重じゆう厚こうな座敷には似つかわしからざる態度だが、月白弦摩も青朽葉晃もそれをとがめる様子はない。むしろ、彼の芯しんを見み極きわめようとするかのような──対する馳郎を値踏みしようとするような、そんな気配を発している。

　それに気づいてか気づかずか、彼はふざけて笑うきりだ。

　灰はい岡おかジン。

　もうひとりの、白翁の後こう継けい者しや。

　いや……後継者だった青年。

（……まさか、ど真ん中から来るか）

　頭痛がしてきたのは、気のせいではあるまい。

　六家会議に際して、この相手ジンが無関係のままでいるとは思っていなかった。

　しかし、正面から会議に参加してくるとは、さすがの馳郎も予想外だったのである。

「どうしたどうした!?　その鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔！　俺としちゃあせっかく親友とお話しできる機会だってのに逃のがすわけないだろう!?」

「俺は、会いたくなかったよ」

「それは残念！　薄はく情じような友人をもって実に悲しい！」

　大げさに肩をすくめて、ジンが遺い憾かんの意を表明する。

　ついで、ひょいとステップするみたいに自分の座布団に戻もどって、もうひとりの少女の頭を撫なでまくった。

「あ、うちの愛妻は一いつ緒しよにいるの許してくれよ！　なんせ放してくれないからさ！」

「ウーは、いつでもジンと一緒」

　放さないといった感じで、黒ゴス風の服をまとった少女が、青年の右みぎ腕うでにすがりつく。

　ウー。

　あるいは、斉チーテ天イアン大ダーシ聖エン。

　大陸の神話にも名高き、無機物と陽気陰いん気きによって形作られた──ナタに匹ひつ敵てきする──あるいは凌りよう駕がするやもしれない、後期型鬼き仙せん兵器。

（前に使ってた……車くるま椅い子すもなくなってる？）

　馳郎が、ひそやかに相手の状じよう況きようを値ね踏ぶみする。

　ナタの不死属性によって、膨ぼう大だいな氣チイを奪うばわれたウーは、一時期鬼仙としての能力どころかまともに立ち上がることさえできなくなっていた。それがついに治ち癒ゆに至ったということは、三つ角の〈おに〉さえ脅おびやかすその戦せん闘とう能力もまた、復活した可能性が高いということだ。

　さらに、

「ぱ、白パイもです！」

　きゅっとジンのコートの袖そでを、白い髪かみの幼女が摑つかんだのだ。

　二週間ほど前の事件でも、ジンとウーに随ずい伴はんしていた子供だった。なぜだかジンとウーを父母と慕したっているようで、ふたりの方もまんざらではなさそうに窺うかがえる。

（……だけど）

　だけど、と馳郎は認にん識しきする。

　だからといって、この若者ジンが丸くなったというわけではない。

　必要とあらば、都市ひとつの市民の命さえも軽々と人ひと質じちに取る相手だ。その残ざん虐ぎやく性はよく分かっているだけに、少年が眉まゆをひそめたのも当然だろう。

（ああもう！　どうすんだこれ！）

　表情にだすのだけは抑おさえつつ、馳郎が奥歯を嚙かむ。

　一いつ瞬しゆん、緊張が漲みなぎり、居並ぶ三つ角たちの間にも伝でん播ぱした。ひとりずつが一軍にも匹敵するほどのバケモノたちが、それぞれの荒あらぶる気配を抑えかねているのだった。

「…………っ！」

　ナタもまた、ひそやかに体内の鬼宝へ囁ささやきかけていた。

〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉による封ふう印いんこそかかっているが、この状況で少年を守りきれるのはほかにいない。

（……どこまでいける？）

　ここに集まった魔ま人じんたちの戦力は、ナタも十分身にしみている。かつて打ち倒たおした空うつほ隼人にしてからが、もう一度やれと言われれば絶望的な思いにかられるほどだ。

　同じだけの異能を持つとされる三つ角が、この場だけで三人。

　さらにジンやウーのことも考えれば、万が一戦闘に突とつ入にゆうした場合、生き延びるだけでもどれほどの奇き跡せきを要求されるか。

（……それでも）

　ナタにしてみれば、迷うことこそありえない。

　少女にとっては、この少年を守り抜ぬくことこそが最大の存在意義だった。その理由をずっと胸の中に押し秘ひめたまま、彼女は最後の一瞬まで彼の隣を離れぬつもりだった。

　それだけのものを、自分はもらったのだから。




　──『俺、ボディガードなんだよ。多分、ほかのどこより格安だと思うぞ』




　あの言葉が、まだ心で響ひびいているのだから。

　だから、どんな場所だって、どんな相手とだって戦うことができる。誇ほこらしく胸を張ることができる。数百年という時間を無む為いに拘こう束そくされてしまった少女からすれば、それこそが最大の報ほう酬しゆうだった。

　だが。

　その刹せつ那な、絶ぜつ妙みようなタイミングで新たな声がかかったのだ。




「や、遅おくれてすまん！」




　がらり、と障子が開いた。

　これまた壮そう麗れいな庭園が開けた向こう側に、ひどく巨きよ大だいな影かげがそびえていた。

　その姿に、ぎょっとほぼ全員が目を見開いた。ぐるりと野太い首で座ざ敷しきを見回し、分厚い手を持ち上げ、巨影は呵か々かと笑ったのだ。

「おお、後は第一家の真朱まそおだけだな。第五家の薄うす墨ずみは、前の不ふ祥しよう事じもあるので欠席だってよ」

　重厚なバリトンだった。

　けして美声ではないが、思い切り山河で歌うところを聴きいてみたいと、そんな想像をさせられる声こわ音ねである。

　しかし。

　この場の魔人たちを驚きよう愕がくせしめたのは──その顔にかぶった品だった。

　仮面である。

　鬼の仮面だった。

　派手派手しい色と紋もん様ようが描えがかれ、下した唇くちびるからは巨大な牙きばが突つき出た仮面を、その巨きよ漢かんはかぶっていたのである。おそらくは大陸の鬼怪の流れを受けたものだろう。かっと見開かれ、浮うき彫ぼりにされた瞳ひとみは、それだけで睨にらみつけた相手を殺してしまいそうなほどだ。

　ぼそり、と瞼まぶたを閉じたままの月白が口を開いた。

「一かず馬ま。またおかしな趣しゆ向こうを凝こらしてるんじゃないか？」

「おおっと！」

　と、仮面の巨漢が口にした。

「すまんすまん。ちと面に凝っててな」

　仮面に手をかけると、その内側からさらに大きな笑え顔がおがあふれた。
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　たいして仮面と変わらない、いかつい素す顔がおだ。おそらく五十歳は超こえているだろう。それでいて、不思議といたずらっ子のような風ふ情ぜいがあった。

「……姫ひめ君ぎみは、まだ天の岩戸か」

　月白が、顔を動かさずに言った。

「おお。相変わらず、俗ぞく事じには口をさしはさまないつもりらしいぜ」

　大おお股またで敷しき居いをまたぎ、巨漢はまた笑う。

　ジンに劣おとらぬがさつな物言いだったが、月白は気にした風もない。そうした関係が十分なじんでいるらしい。

　そのまま、巨漢はずずいとこちらへ歩きだし、

「初めまして、だな。よろしく白翁様」

　と、手を差し出したのだ。

「……あ、ああ」

　馳郎が狼狽うろたえたのは、その笑顔があまりにも無防備で……その手が、あまりにも大きかったからだ。

　傷だらけで節くれ立った、ほとんどグローブのような大きさの手であった。

　それこそ、おにと見まがう。

　なのに。

　けしてこちらを警けい戒かいさせない、温かみのようなものが、手には備わっていた。

「第三家・紫し藤とう当主──紫藤一馬だ。よろしく頼たのむ」

　優やさしく馳郎の手を握にぎり、巨漢は自らの名を告げた。

　すなわち──




　月白。

　紫藤。

　空うつほ。

　青朽葉。

　以上四家の代表者に、ふたナりのタ鬼仙と兵器ウー、ひとりパの幼女イ。

　そして、かつ灰ての岡白翁ジ後継者ンと、今の白翁戌見後継者馳郎。




　この九名が、六家総会の出席者であった。




　　　　２




　……しばし、時間はさかのぼる。




　馳郎の自室兼けん〈戌いぬ見みＣＰサービス〉事務所だった。

　もっとも、千円ボディガードとして経営している〈戌見ＣＰサービス〉は開店休業状態のようなものだ。その分何かの間ま違ちがいのようにやってくる依い頼らい人は、半はん端ぱでないトラブルを抱かかえていることも多いのだが……今回の場合、それともまた違う緊きん張ちようを孕はらんでいた。

「リコが、まだ帰ってこない……？」

　主あるじたる少年が、言葉少なに拳こぶしを握りしめたからだ。

『二百四十八時間と二十二分前──おおよそ十日前の昼から行方ゆくえしれずとなっております。エリアナ女学院に通学したところまでは確認できているのですが、以降、一いつ切さいの連れん絡らくがありません』

　答えたのは自動音声──〈カエアン〉によるものだ。

　少年の纏まとうジャケットと同一化した、ウェアラブル・コンピュータ。主がいなくなっても、かの人工知性の発言にはいささかの曇くもりもなかった。

『同時期に、北斗様も姿を隠かくしています。おそらく、リコ様と関連しているものかと』

「北斗も一いつ緒しよだっていうのは救いだけどな」

　言って、きゅっと少年の唇くちびるが引き結ばれる。

　リコのことであれば、北斗は命がけで守るだろう。あのふたりはそういう絆きずなで結ばれている。

　問題は……そんな北斗がそばにいてさえも、馳郎のもとに戻もどって来られなかったのなら、ということだ。

（あいつが……どうにもできないぐらいなら）

　北斗の『力』を、馳郎は身にしみて知っている。

　空うつほの鬼おに。双そう角かくをもって風を操あやつる男装の麗れい人じんは、封印状態のナタにも匹ひつ敵てきする。もしも彼女がついていて、なおリコを守りきれなかったのなら、それこそ状じよう況きようは想像以上に悪化しているのやもしれぬ。

（それに……）

「……六家総会」

　はっ、と少年が顔をあげる。

　馳郎の思考を、白い帽ぼう子しの少女が言葉にしたのだ。

　こくり、とナタは少年を見つめて、小さくうなずいた。

　以心伝心というべきか。出会っていまだ数ヶ月ではありつつも、こうして少年の思いを汲くんでくれることは珍めずらしくなかった。

　相パー棒トナー。

　そんな言葉で形容した──形容してしまっている関係。

　こほん、と小さく咳せき払ばらいして、ナタが続ける。

「会議の内容が、事前に分からないのは痛いな。〈カエアン〉は何か知らされていないのか？」

『残念ながら』

　機械音声が否定する。

『私は、あくまで白はく鳳ほう六ろつ家けの重大事を決めるための会議としか知らされておりません。……ただ、今回の議題については、予測可能です』

　いつものように。

　ただ静かに、人工知性は自らの答えを告げたのだ。




『今代の白翁──マスター馳郎を、六家すべてが承しよう認にんされるかどうか、だと考えます』




　　　　＊




「……まさか、六家総会とはねえ！」

　ジンがその情報を聞かされたのも、ほぼ同じ時期のことだった。

　廃はいビルである。

　事故でもあったのか、取り壊こわし工事の途と中ちゆうで放置されたと思おぼしいビルだった。内装はすべて引きはがされ、鉄筋や電線まで剝むき出しになっている。埃ほこりっぽい空気の中、積み重なったコンクリートの上に腰こし掛かけて、銀ぎん髪ぱつの若者はにやにやと手紙を見つめていたのだ。

「その手紙、さっき月白の伝メツ言セン役ジヤーが持ってきたの？」

　すぐ近くで、ウーが問いかける。

　同じコンクリートの上だが、こちらは白い布をかぶせて即そく席せきのベッドのようにしている。あまり寝ね心ごこ地ちがよいとも思えないが、ウーにはまったく気にならないようだった。この鬼き仙せん兵器にしてみれば、自らの夫さえいればいかなる場所も天上の心ここ地ちに違いない。

「ご丁てい寧ねいに招待状だとさ！」

　ひらひらと、若者が手紙を振ふった。

　薄うすく紋様の透すかしが入っていて、ウーの目にはそれが月と楓かえでをかたどったシンボルだと認識できた。

　月白の家か紋もんである。

「だとすると、まああいつは来るよなあ！　こんなすぐ再会するとは思ってなかったから、大げさに話しちまったし、ちっと気き恥はずかしいな！」

「パパは、友達と会うの恥ずかしいの？」

　後ろから覗のぞきこんで、白パイが首を傾かしげた。

「だからパパはやめろっつの！」

　白い歯を剝きだして抵てい抗こうするジンだが、それ以上は繰くり返さず元の話題へと戻す。

「もちろん嫌いやじゃねえよ！　いつだって、友達と会うのは心がうきうきするもんだろ！　ましてやハセ公は親友だからな！　近くにいても遠くにいても変わらない心の友ってもんだ！　まあ、こんだけそろってるわけだし、つまらなくはならないだろうけど……」

　にやにやと楽しそうに、手紙の表面を見やる。

「問題は、姫様が出てくるかどうかだぜ!?」

「……五分五分、といったところでしょう」

　隼人が、その言葉に答えた。

　こちらは、少し低い位置のコンクリート塊かいに腰こしをかけていた。

　振り返ったジンが、ぐいと眉まゆをひそめてみせる。

「その敬語、なんとかなんねえの!?」

「我が君に忠誠を誓ちかうと言いました。ならば、これは当然のことと考えます」

「おうおう、石頭だこと！　前のお前知ってるヤツが見たら、顎あごとか落とすんじゃねえの!?　俺ってば責任とらねえぞ!?」

　呆あきれた感じに、ジンが肩かたをすくめる。

　それから、不意に吐と息いきをこぼした。

「……五分五分ねえ。そらちっと迷うところだなあ」

　珍しく、いつものふざけた感じが薄れた言葉であった。

　対して、隼人は至し極ごく真ま面じ目めな口調で続けたのである。

「それに、姫様の出欠とは別に、これは我が君にも重大な会議になるかと」

「おいおい！　お前、俺を白翁に推おすつもりじゃねえだろな！　あんな七しち面めん倒どうくさいの勘かん弁べんだからな！　それこそハセ公にお似合いだっての！　なんだったら面倒くさい部下も押しつけちゃうぞ！」

「…………」

　今の発言は黙もく殺さつして、隼人はただ手元のルービックキューブをかちゃかちゃやりはじめる。都合の悪いことは聞きませんでした、というアピールなのだろう。

　案外似合いの主従かもしれなかった。

「ね、ジン」

　しなだれかかって、ウーが囁ささやいた。その唇がジャケットの首筋をなまめかしく這はっている。覗いた八や重え歯ばが何度か肌はだをひっかき、淡あわく血の筋を流れさせた。

　その滴しずくを、愛いとおしそうに舐なめとって、

「……美お味いしい。最近また、格段に美味しくなっちゃったわよね。本当にあなたって最高。おかげで一気に元気になっちゃったわ」

「そりゃ嬉うれしいね！　で、ほかにも言いたいことあるんだろ」

「うん」

　なんとも嬉しそうに、無む邪じや気きに首チヨー輪カーの少女はうなずいた。




「お姉ちゃんに、会いたいな？」




「……あ～あ」

　と、若者は自らの頰ほおを叩たたいた。

「やっぱ、お前は会いたいよなあ！　いっろいろ面倒くさくなりそうだけど、愛妻に言われちゃ仕方ないよなあ！」

「ジン最高！　愛してる！」

　それこそハートマークでもつきそうな甘ったるい語ご尾びで、ウーがしがみつく。

　血液だけでなく、相当量の氣チイも吸われているはずなのだが、若者は微び動どうだにしない。角がないとはいえ、〈おに〉としての資質ゆえであったか。

　ぐるり、と逆方向に振り向いた。

「……で、お前はどうなわけ？」

「……ええと」

　困った感じで、幼女が指を絡からませた。

　それから、もじもじとこう告げたのだ。

「白パイは、パパとママが行きたいなら、行くべきと思うのです」

「……なあるほどね！」

　くしゃくしゃと幼女の頭をなで回し、ジンは朗ほがらかな笑え顔がおになった。

「じゃあ、仕方ねえ！　腹くくって、正月気分で親しん戚せき連中と会ってくるか！」




　　　　３




　そして、今だった。




「で、どうすんだよ！」

　ぐるり、と和室を見回して、ジンが唇の端はしを持ち上げた。

　大げさに両手を広げ、不敵に笑った姿は千両役者の趣おもむきさえあった。

「雁がん首くび並べて、仲直りパーティするわけじゃねえんだろ!?　だったらもうちょっとマシな趣しゆ向こうを用意しておいてくれよ！」

「……は……分家が……ずいぶん……吼ほえる……」

　陰いん気きな顔を持ち上げたのは、青朽葉であった。

　ちら、と馳郎が視線だけそちらに動かす。

（たしか……青朽葉というと『怪かい物ぶつの製作』……）

　背景となる妖よう怪かいは、確か〈野の槌づち〉。

　鬼き無な里さ海岸──盤ばん古こ幡はんの巨きよ人じんと戦った事件では、背後でいくつもの人魚をつくりだし馳郎たちの行動をひそやかに監かん視ししていたと、リコから聞かされていた。

　蒼そう白はくの顔色はそのまま倒たおれて息を止めてしまってもおかしくないのに、同時に底知れない圧力を秘ひめてもいた。

「お？　お？　その顔は青朽葉だったよな！　なんだなんだ、あんたが最初に俺を楽しませてくれるわけ!?　そらサービス精神旺おう盛せいでありがたいな！」

「君が……望むなら……」

　軽く咳せき込んで、青朽葉がゆらりと上半身をもたげた。

　膝ひざ立だちになった身体からだから、長い髪かみが柳やなぎめいて揺ゆれる。それに合わせて、ジンの頰がにこにこと緩ゆるみ、真夏にもかかわらず纏まとったコートがごくごく小さな作動音を立てた。

　しかし、

「──青朽葉」

　低く、その行動を制止する声が、畳たたみの表面を吹ふき抜ぬけた。

　きっ、と青朽葉が視線だけを向ける。

　すると、重々しく、空うつほ隼人が告げたのである。

「主あるじに手を出すなら、先に俺だ」

「……どうして……仮にも第四家の三つ角が……分家の角なしごときに……飼い慣らされてるんです……？」

　きちきちと甲こう殻かく類の鋏はさみみたいに歯を軋きしらせて、青朽葉が言う。

　さきほどジンに挑ちよう発はつされたときにも倍する、ひどく濃こい感情を噴ふき出させていた。

「無二の王だと、思ったからだ」

　一歩も譲ゆずらず、隼人が返す。

「王……ですって……？　この……何も考えてない……殺さつ人じん鬼きが……？」

「お！　これはひどい言いぐさ！」

　やんやと茶ちや々ちやをいれるジンを無視して、青朽葉は膝立ちのままにじり寄る。

「ご冗じよう談だん……でしょう……？　なんですか……話し方までが……まるで変わってしまって……」

　熱っぽく、青年は話した。

　それこそ、かつての恋こい人びとにでも訴うつたえかけるかのような口調であった。ふるふると横に振られた顔は、絶望と悲ひ哀あいの色に染まっていた。

「昔のあなたに……恥ずかしい……とは……思わないのですか……」

「犬にでも食わせておけ」

「それが……言い訳ですか……？」

　ゆら、と青朽葉のまわりで、乳白色の何かが生まれた。

　霧きりから顔を覗かせるような出現。コンマ一秒遅おくれて、それは凄すさまじい速度で隼人の額へと射出された。

　結果は、刹せつ那なで知れた。

　風が、断たち切ったのだ。

　灰色の体液を畳に振りまき、ふたつに断ち切られた生物がべちゃりと落下した。

　おお、とジンが能天気に手を叩いた。

「青朽葉の四式──飛魚か！　初めて見たぞ！」

　実際の飛魚とは、似ても似つかなかった。

　目はなく、代わりに全体が槍やりのごとき尖とがった怪かい魚ぎよである。突とつ然ぜん中空に現れた登場方法はもちろん、その飛ひ翔しよう速度が亜あ音速だったことも通常の生物からは考えられぬ。本気を出せば、悠ゆう々ゆうと音速を超こえるのではあるまいか。

　これらの怪物をつくりだすことこそが、青朽葉の異能であり。

「……そちらは……空うつほの二式……」

　対して、視線さえ動かさず、その怪魚の襲しゆう撃げきを防いだ隼人の風も恐おそるべき早はや業わざであった。

「飼い慣らされたわりに……腕うでは……鈍にぶってないね……」

「お前とは嚙かみ合わなかったからな。本気を出したこともない」

　青朽葉と隼人が、ひっそりと視線を交かわし合う。互たがいに混じっていたのは殺意よりも愉ゆ悦えつに近かったか。

　妖々と、その額に盛り上がったのだ。

　三本の角が。

　最強たる〈おに〉の証あかしが。

「おいおい。そら御ご法はつ度とだろ」

　そう言ってのんびり立ち上がったのは、さきほど挨あい拶さつした紫藤一馬だ。

　だが、ふたりの視線すら動かない。三つ角の魔ま人じんは、互いを中心に世界が収束すると言わんばかりに、ブラックホールめいた殺気を圧縮させていく。

「ん、んー！　隼人ってば、もう少し茶ちや目めっ気をもたせられないかな!?　せっかくの六家総会なんだぜ!?」

　ジンが口を挟はさむと、隼人は重く首を横に振ふった。

「戯たわむれるのは結構ですが、主を害すると宣言されて、そんな気分になれません」

「あちゃあ！　こら飼い主が思ってたより、よっぽどの忠犬だよ！」

　若者が自らの額を叩く。

　ただ、ゆるんだ頰は隠かくしきれてなかった。

「……パパ」

「やるなら交ぜて？」

　白パイがその袖そでを引っ張り、隣となりでは首チヨー輪カーの少女が愉しげに腰こしを浮うかせた。

「ウー！」

　牽けん制せいすべく、ナタが鋭するどく言った。

　だが。

　次の一いつ瞬しゆん、全員が足あし下もとを見つめて硬こう直ちよくした。

　突然、あでやかな香かおりと豊ほう穣じような色が満ちあふれたのだ。

　花であった。

　真しん紅くの薔ば薇らがあった。紫むらさきの桔き梗きようがあった。白い梔くち子なしがあった。青いスイートピーがあった。菫すみれがあった。チューリップがあった。椿つばきがあった。百ゆ合りがあった。ダリアがあった。沈じん丁ちよう花げがあった。朝顔があった。撫なでし子こがあった。彼岸花があった。

　古今東西の美しい花々が、ありとあらゆる季節も環かん境きようも無視して咲さき誇ほこっていた。

　彼らの立っているのは畳の上などではなく、柔やわらかな光の射し込む、美しすぎる庭園であった。

　──そして。

　突然、消え失うせた。

　すべては、元に戻もどった。

　花の香りも、暖かな陽光も、ただ儚はかなく散った。セピア色のフィルムが焚たき火びに投げ捨てられたかのようであった。

　断ち切られた飛魚と、畳に撒まき散らされた体液だけがそのままだった。

「満足したか？」

　月白弦摩が、白はく杖じようを握にぎったまま口にする。

　すべては幻まぼろしであった。

　もうひとりの三つ角──夢ゆめ幻まぼろしを吐はき出す妖怪・蜃を起源とする『力』。

「くだらない喧けん嘩かのために、六家総会を開いたわけじゃない。そこのところは、青朽葉はよく分かってるはずだが」

　けして強い語勢ではないが、耳に残る響ひびきであった。

　そのためか、

「……そう……だね……」

　と、素す直なおに青朽葉が折れた。

　すとんと、家か紋もんの刻まれた座ざ布ぶ団とんへと戻る。それを契けい機きとして隼人も座り、やや残念そうにウーとジンも従った。

「じゃあ」

　と、声があがったのだ。

　全員が振り向いた。

「じゃあ、何のために集まったというんだ？」

　馳郎であった。

　弱じやつ冠かん十七歳の少年へ、居並ぶ魔人たちの視線が吸い寄せられる。何ひとつ異能など持たず、手にした技術も権力も他人に譲られただけの──本来ならこんな場所にいるべきでない少年を、容よう赦しやなく貫つらぬいていく。

「…………」

　それでも。

　それでも、受け止める。

　等身大の、ただの戌見馳郎から一歩も出ないまま、彼らから発散されるすべての感情と圧力を引き受ける。

「俺の白翁としての資質を問うのなら、こんな茶番の必要はあったのか？」

　少年は、まっすぐに月白弦摩を睨にらみつける。異能の代わりに、権力の代わりに、その全ぜん霊れいをもって相手と対たい峙じする。

　しかし、

「違ちがうな」

　と、弦摩は否定した。

　ある意味で三つ角の中でも最も不ふ穏おんな──薄墨馬ば州しゆうが暴走して手を組んだときですらその印象は変わらなかった壮そう年ねんが、馳郎に向けて今一度言ったのである。

「今いま更さら、君の白翁就任をどうこう言おうなどとは、私たちは思ってない」

「……俺はせっかくだから遊びたいんだけどなー」

　これは小声でジンが付け足したが、しかるべく黙もく殺さつされる。

　動どう揺ようを抑おさえ込み、少年は単刀直入に疑問を告げる。

「どういうことだ？」

「鬼き仙せんだよ」

　と、弦摩はナタとウーを見つめた。

　いや、見てはいない。彼は盲もう目もくのはずだ。なのに、閉じられた瞼まぶたの奥に異様なほど複雑な色合いを感じて、さしもの鬼仙兵器たるふたりが唾つばを飲み込んだ。

（……何だ？）

（……何？）

　一瞬、ふたりともがたじろいだのだ。

　精せい一いつ杯ぱいの意志力を奮い起こさないと対たい抗こうできないような何かが、そのありえない視線の底には渦うず巻まいていたのである。隠そうともしない凄まじい感情に、殺意や憎ぞう悪おなど慣れ親しんだはずのふたりの少女が、心臓を握りしめられたかのごとき錯さつ覚かくさえ感じた。

　そして。

　あまりにも厳おごそかに、月白弦摩は告げた。




「我ら白はく鳳ほう六ろつ家けが鬼仙との戦を起こすか否か、この会議で決めたいのだ」







　　　　＊




　──闇やみである。




　夜の、海であった。

　ざざ、ざざ、と押し寄せる潮が、何度となく砂すな浜はまを削けずっている。天上に浮かんだ月を慰い撫ぶするような潮しお騒さいでもあった。この砂浜で億万と繰くり返されてきた光景と音は、それでいて、乙おと女めのごとき初うい々ういしさをもまとっている。

　そんな暗闇に、ぽっかりとふたりの影かげが浮かび上がっていた。

「……あの糞クソ餓が鬼きが気にかかりますか？」

　冷ややかに、声がこぼれた。

　青白い顔の、長チヤン袍パオを纏まとった青年である。その姿も眼まな差ざしもあまりに現実と隔かく絶ぜつしていて、この場を異界じみた空間につくりかえてしまっている。砂を踏ふんでいるはずの歩みからして、まるで雲か霞かすみでも踏んでいるかのようだ。

　いや。

　実際に、彼は人間ではないのだ。

　鬼仙。

　氣チイを喰らって悠ゆう久きゆうの時間を生き続ける超ちよう常じようの存在。人外という意味では〈おに〉をも上回る生命であった。

「あ、あんなのどうでもいいわよ！」

　条件反射的に言って、数秒してから蓮リヤン花フアの唇くちびるがきゅっと引き結ばれた。

　少し、闇を見み据すえるようにして、

「……ごめん、噓うそ」

　小さく、付け加えたのだ。

「あたしは、結構あいつのことを気にしてるわ。多分、自分が考えてるよりも、ずっと気にしてるんだと思う」

「────っ」

　驚おどろいた顔で、青年が少女を見下ろした。

「少し見ない間に、成長されるものですね」

　これは、なぜか寂さびしそうに口にした。

「どういう意味よ。新型の皮肉？」

「そのままですとも。ええ、自分の心を取り繕つくろわなくなるのは、精神こころの健すこやかな成長というほかないでしょう。……逆に取り繕うようになってしまうのは、老化なのかもしれませんね」

「…………」

　不思議そうに、蓮リヤン花フアが青年を仰あおぎ見た。

　長いつきあいである彼女からして、今の少シヤオ影インの言葉は妙みようにひっかかった。

　ただ、無理に掘ほり返すことはせず、その原因でありそうなことに目星をつけた。

「で、あんたこそ、今までどこに行ってたのよ。わざわざ人をこんなところまで引っ張り出して」

「…………」

　その問いに、今度は少シヤオ影インが黙もくした。

「……会ってもらわねばならない方がございます」

「あたしと？」

「ええ」

　神しん妙みように、少シヤオ影インがうなずいた。

　その態度も珍めずらしかった。いつもなら本題に入る前に、ひとくさりは下げ卑びた罵ば詈り雑ぞう言ごんを繰り返しているところだ。

　だいたい、あいつの話題がでたのに、こきおろそうともしないのがありえない。鬼仙の中でも一ひと際きわ差別主義の強いこの青年は、人間を食しよく餌じとしか見ておらず、その行状のすべてを蛇だ蝎かつのごとく忌いみ嫌きらっている。あの泥どろ臭くさい少年の罵ば倒とうを始めれば、まず十分では終わらないというのに。

（……なーんか、前に山に戻ってから秘密事が多いのよね）

　五ご岳がく三さん山ざん。

　もはや世せ俗ぞくに興味を無くした鬼仙たちがすまう、大陸の秘境である。

　名前こそ五岳三山と言いつつ、その半分近くはろくな交流もないのだが、長い歴史もあり鬼仙にとっては特別な意味合いをもつ場所だった。

　そして、蓮リヤン花フアにとっては──

「…………」

　少女が唇をややとがらせる。

　考え事をしているときの、蓮リヤン花フアの癖くせだった。とりわけ身内がらみでの悩なやみで出てくるのだが、本人は気づいてない。

（あいつも、今いま頃ごろどうしてるんだか……）

　あの少年が重大な会議に出ていることは、蓮リヤン花フアも知らされている。

　六家会議、とか言ってたか。

　正直なところ、白翁という地位やその権力に、蓮リヤン花フアはたいした興味がない。かつては鬼仙と激しく争ったという話も聞いているが、自分が生まれるより前の話に実感があるはずもない。

（……それでも、あいつは逃にげないのよね）

　不思議な少年だった。

　けして、白翁など望んだわけではあるまい。一国にも匹ひつ敵てきしようかという途と轍てつもない資産も、千円ボディガードなんて夢想を描えがく少年にとっては無む為いな代しろ物ものにすぎまい。あげく六家の〈おに〉はもちろん、かつての親友や鬼仙兵器すらも障害となり、彼の命だって脅おびやかす。

　なのに、その白翁から彼は逃げようとしない。




　──『それでも、受け継つぐと決めた。一度でもその〈力〉を借りた。だったら、俺にはあの遺産に対する義務がある。あのおっさんに対する責任がある』




　以前、北斗と争ったとき、そう告げたのだという。

　直接聞いたわけではないのに、蓮リヤン花フアの瞼にはその表情まで映るかのようだった。飄ひよう々ひようとしたあの少年がほんの時折見せる、不思議なほどの頑がん固こさが、少女は嫌いではなかった。

　だからきっと、どんなに厳しい状じよう況きように追い込まれても、あの少年は逃げないのだろうと、そう思う。

（それとも……）

　もうひとり、白い帽ぼう子しをかぶった娘むすめの面おも影かげが、蓮リヤン花フアの脳のう裏りに去来した。

（やっぱり、ナタを守るため？）

　そう考えたとき、どうしても少女の胸は甘く疼うずいた。

　切ない痛みが鮮せん烈れつに走って、淡あわ雪ゆきのように心臓に溶とけていく。

　高く、低く、流れる潮騒に合わせて、少女の気持ちもまた波のように揺ゆれた。

　少シヤオ影インが、足を止めた。

「こちらです」

「え？」

　青年の指した方向に、眉まゆをひそめる。

　海の汀みぎわであった。砂浜から岩場に移ろうとする場所で、何度となく波が砕くだけている。

　鬼仙の中でも特筆に値あたいする少女の五感でも、それ以外の情報は感知しきれなかった。

　いや。

　すぐ、それは現れた。

「ひさしぶりね。少し大きくなった？」

　と、波間からすっと影が伸のび上がったのだ。そのカタチだけで、あらゆる芸術家が硬こう直ちよくしてしまいそうな美しい影であった。

「そんな……」

　蓮リヤン花フアもまた、硬直した。

　この気位の高い少女が、いままで見せたことのない表情だった。

「やっと会えたわね、蓮リヤン花フア？」

　優やさしい声こわ音ね。

　月も恥はじらう──と古い比ひ喩ゆに言う。この相手にあっては、比喩以上の意味がこもっていた。見上げられた月はたちまち叢むら雲くもをまとい、かぼそい白銀の光だけが女の姿を浮うかび上がらせた。

　男ならば、その一いつ瞬しゆんで魂たましいまでも奪うばわれるだろう。

　同じ性別であっても、結果は変わるまい。

　この女が在るだけで季節さえも変じる。

　とこしえの春の宵よい、絢けん爛らんに注ぐ桃ももの花を、誰だれもが幻げん視しした。あるいは桃とう源げん郷きようという言葉の意味を、魂で悟さとったやもしれぬ。

　蓮リヤン花フアの唇は震ふるえ、こう囁ささやいたのだ。




「……お母様……」
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　しん、と座ざ敷しきは静まりかえった。

　甘ったるい香こうの匂においも、膝ひざを気持ちよく押し返す座ざ布ぶ団とんの感かん触しよくも、すべては意識から遠ざかった。

「鬼き仙せんと……戦いくさだって……」

　茫ぼう然ぜんと、少年が呟つぶやく。

　その声は嗄しわがれていた。

　目の前の光景が急速に遠ざかり、現実味を失っていく。

　唇が異様に乾かわいた。ざらついた喉のどを必死で唾つばで湿しめして、少年はもう一度月白弦摩へと問うた。

「なんだよそれ！　なんでそんなことしなきゃならない！」

「理由はある」

　と、弦摩が微び動どうだにせず返す。

「鬼仙がこちらへ攻せめ入るべく、ずっと準備を進めているとの情報が入ったからだ」

「誰が、そんなことを……」

　言いかけて、馳郎が気づいた。

　自然と、意識がそちらへ向く。

「おっと！　俺じゃないぞ！　つか、俺も初めて聞いたし！」

　ぶんぶんとジンが手を振ふった。

　大げさで芝しば居いがかった仕草ではあったが、逆にそういう意味での噓うそはつかない若者でもある。だから馳郎もすぐに容疑から外して、真犯人を求め、視線を動かした。

　しかし、その相手はこの場の誰でもなく、

「……オレだ」

　新たな影かげが、天てん井じようから落ちたのだ。

　音もなく畳たたみを踏ふんだのは、異様なまでに小さな黒い生き物であった。

　ジンが片眉をつりあげ、紫藤一馬が面おも白しろそうに唇くちびるをとがらせ、白パイはひどく興きよう味み津しん々しんと瞳ひとみを輝かがやかせ──しかし、最も激げき烈れつな反応をしたのは、馳郎とナタだった。

　それは。

　片目のつぶれた、黒くろ猫ねこ。

「エイジャ！」

　ナタが叫さけんだ。

　忘れようはずもない。

　もともとナタの相棒であった──ナタを目覚めさせて日本へとつれてきたのが、この黒猫であったのだから。

　いや。

　この黒猫の姿がかりそめのものでしかないことも、馳郎は知っている。

　その実体は鬼仙。自らの身体からだをつくりかえ、いくつかの動物の姿を模することさえも可能とした支族の最後の末まつ裔えい。その支族を滅ほろぼしたのが過去のナタであり、そのナタに復ふく讐しゆうするために、エイジャは自らの目的を偽いつわり、少女とともに世界を旅したのだった。

「……春以来か」

　ぽつりと呟いた黒猫の言葉が、自分に向けられたものだと、少年には分かった。

　黒猫とともに、少年が過ごした時間。

　彼が裏切り、姿を晦くらますまでの、ほんのわずかな期間。

「お前は……あれから、どこにいたんだ？」

「もう分かるだろう。月白家に匿かくまわれていた」

　少年の問いに、黒猫は素す直なおに答えた。

　ひどく無機質な声音だった。

「オレがお前に負けてからすぐのことだ。月白はこちらが日本に来たときから、ずっと監かん視ししていたらしくてな」

「そう言われると、こちらが仕込んでいたみたいで困るな。あくまで自衛策だよ」

　弦摩が付け加える。

　その言葉を慎しん重ちように吟ぎん味みしながら、馳郎は訊きいた。

「じゃあ……鬼仙が攻め入ろうとしてるって、どういうことだよ」

「そのままだ」

　これまた、機械よりも自動的に、黒猫が言葉を紡つむぐ。

「もともと、かつての大戦から、鬼仙の側は戦を終えたつもりもない。当然だろう？　鬼仙と〈おに〉の戦は過去幾いく度どとなくあった。お前たちの中にも最近の戦を経験したものはいるだろうが、古い鬼仙はその最初から存在しているんだ。休戦や停戦はあれど、終戦を迎むかえたつもりなど一度としてないさ」

「────っ」

　冷たいものが胃からこみあがるのを、少年は感じた。

　──戦を終えたつもりなどない。

　まるで、それは千年の時を経た宣言であるかのように。

　人の持つ時間などかけ離はなれた場所からの、あまりにも冷れい酷こくな声明。

　黒猫は、低い声でさらに続けた。

「それに気づいていたからこそ、青朽葉も過去の大戦のことを調べていただろう」

「鬼無里海岸の……ときだね……」

　水を向けられて、青年がぼそぼそと返した。

　馳郎とナタが、息を止める。

「あそこは……前の大戦で……最も激しい戦場になった……。当時から……三つ角だった月白が……直接戦いに……赴おもむいていたはず……」

「……そんなこともあったな」

　弦摩が、小さくうなずく。

　遠い記き憶おくを引きずり出すように。忌いまわしい思い出を吐はき出すように。

「だから、あそこに始し祖そ鬼き宝ほうが……」

　ナタも、低く呻うめいた。

　始祖鬼宝・盤古幡。

　あの海岸で、巨きよ人じんを模も倣ほうした始祖鬼宝を馳郎とナタは撃げき退たいした。封ふう印いん状態から解放されたナタの一いち撃げきは、文字通り地形を変えるほどの威い力りよくを示して、始祖鬼宝を撃退せしめたのだった。

　しかし、なぜあの場に始祖鬼宝が封ふうじられていたのかは、解かれぬままだった。

　今、このときまで。

「あのとき、盤古幡は新島に姿を変えていたな。あれは大戦で主あるじを失い、一時的にそのカタチを選んだということか」

「……僕らには……触ふれられなかった……」

　けほけほ、と青朽葉が咳せき込む。

「だけど……君たちなら……鬼仙なのだから……揺さぶり起こす可能性があった……。実際……その通りになっただろう……」

「三つ角の〈おに〉なら、始祖鬼宝持ちの鬼仙とも戦えただろうな」

　ナタが言う。

　それは自らの鬼宝を用いて、同じ三つ角の隼人おにと戦った少女ならではの、冷れい徹てつな評価でもあった。

「……犠ぎ牲せいは安くなかったよ」

　とだけ、弦摩は返した。

　閉じられた瞼まぶたをそっと撫なでたのが、思い出の発はつ露ろらしかった。

「待てよ。それは、鬼仙がこちらへ攻めてくるなんて証しよう拠こにはなってねえだろ。ほかになんかあるわけか？」

「あるさ」

　と、黒猫が肯こう定ていした。

「だからこそ、大陸の鬼仙たちは、オレがナタを連れ出すのを黙もく認にんしたんだ」

　それは、ろくに抑よく揚ようもない台詞せりふだった。

　しかし、ぞくっと冷たいものが背筋を走るのを馳郎は感じた。

「……黙認？」

「ああ。もともとオレが逃にげ出すとき、いくつかの鬼仙の支族と交こう渉しようしていたんだ。直接的ではないにせよ、あいつらの言い分はつまるところこうだったさ。……お前たちが〈おに〉の国に争乱を起こす種となるのなら、海を越こえるまでの間は目をつぶっていようってな」
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　エイジャの告白は衝しよう撃げき的てきでありつつも、馳郎の底にわだかまっていた疑問を氷解するものでもあった。

（ああ……おかしいとは思ってた……）

　馳郎の脳のう裏りに、納なつ得とくの念が浮かんでしまう。

　エイジャとナタの言葉が正しければ、彼らは孤こ立りつ無む援えんだったはずだ。

　ナタは封印状態だったわけだし、エイジャも鬼仙として戦せん闘とう能力に長たけている部類ではない。それが逃げ切れて、あまつさえ日本までやってこられた理由を、馳郎はきちんと考えたことがなかった。

　いいや。

　意識のどこかでは気づきながら、無視していたのだ。

　そこを見つめてしまえば、自分の手には負いきれない闇やみがわだかまっていると、分かっていたから。

「…………」

　言葉にならない。

　何かしら口に出さなくてはと思いつつ、肺から痺しびれてしまってるようだ。

「もちろん、今のも証拠にはならない。エイジャと接せつ触しよくした支族は正体を明らかにすることはなかったそうだし、鬼き仙せんがどの程度戦に前向きなのかは分からない。だけど、白はく鳳ほう六ろつ家けとして警けい戒かいする理由にはなるだろう」

　補足して、月白はゆっくりとうなずく。

「以前、君が白翁を襲しゆう名めいした直後の会議でも、話題になったはずだ。その少女──鬼仙兵器こそが戦争のきっかけになるとね」

　覚えている。

　確かに、そう言われた。




　──『そちらの、鬼仙の兵器はどうなさるつもりなのです』

　──『白翁様が、鬼仙とコトを構えるつもりでないのなら、その鬼仙兵器を向こうへ返へん却きやくなさった方がよろしいのではないですか』

　──『つながりがあるというのは、態度をはっきりさせなければならないということでもあります。曖あい昧まいな態度は事態をこじらせるばかりで、誰だれにとっても不幸な結果を招きましょう』




　そして、馳郎は答えたのだ。




　──『お前に認めてもらう必要なんかない。ナタを鬼仙社会とやらに返すつもりもない』




　今、月白弦摩が言う。

「ナタという鬼仙兵器がエイジャという鬼仙の手によって解放された。その発ほつ端たんは偶ぐう然ぜんだったかもしれない」

　まるで、それ自体がひとつの呪しゆのようでもあった。

　単なる言葉以上の意味を持って声こわ音ねが漂ただよう。座ざ敷しきにこもった香こうの匂においとも絡からみ合い、それはどこか淫いん靡びにさえ聞こえた。

「しかし、こうして日本まで見み逃のがされたのは別の意図を感じ取れる。……つまるところが、今の〈おに〉は鬼仙に対してどのような態度をとるかという、その試金石にね？」

　そっ、と弦摩が手を合わせた。

　ほんのわずか膨ふくらんだ手と手が、かすかな歪ゆがみを伴ともなったままひとつになる。

「はたして、ナタは君と出会った。白翁になるかどうか迷っていた君の前に。さて、これは本当に偶然かな？　鬼仙兵器が最初から君を騙だますつもりじゃなかったという証拠はあるのかな？」

「っ──！」

　その問いの意図を悟さとり、ナタが猛もう然ぜんと振ふり向いた。

　月白が、刺さすように言う。

「君とその鬼仙兵器は、何度となく〈おに〉の間に諍いさかいをもたらした。そもそもが、そういう目的で潜もぐり込んだのではないと、どうして言い切れるのかな？」

「違ちがう馳郎！　私は──！」

「分かってる」

　少年が、そこから先を制止した。

「くだらないひっかけをするな。月白弦摩」

「ほう」

　その言葉に、弦摩は笑えみを深めた。

「本当にナタが俺を騙したんだったら、こんな遠回しな誘ゆう導どうはしない」

「そうかね？　大陸はもちろん、鬼仙の尺度は人間ひとにははかれない。試ためしに投げてみた石のひとつでないと、どうして言い切れる？」

「言い切れるさ。──ああ。だいたいこんなのは理り屈くつじゃないんだ」

　ジャケットの胸を叩たたき。




「信じたいから、信じるんだ」




　きっぱりと、少年は言い切ったのだ。

「俺がナタを信じたいから信じる。それだけでいい。それ以上なんていらない。──ああ、俺を白翁だと認めるとか言ったな。だったら、その程度のわがままが許されなくて何が王だ。笑わせるな」

　けして、強い語気ではなかった。

　むしろ淡たん々たんと、誰に言い聞かせるでもない声音であった。

　なのに。

　一いち陣じんの風が、吹ふいたようだった。

　閉とざされた屋や敷しきを吹き抜ぬける──隼人の異能などとは本質的に異なる風。それはこの場の全員の心を吹き抜け、つかのま呼吸を止めさせたのだ。

　いや、たったひとりだけ瞳ひとみを輝かがやかせ、甘い菓か子しでも前にしたように舌なめずりした。

　灰岡ジンが。

　膝ひざを立て、そこにもたれたまま、あまりにも嬉うれしそうに口元を拭ぬぐったのだ。

「はは。これは失礼。だが、この場合なるべく用心深くあるのも、白鳳六家の第二家としての仕事の内でね。許してほしい」

　月白が微び苦く笑しようして、居住まいを正す。

「もう一度問おう」

　今、再び、弦摩が言葉にする。

　戌見馳郎に、突つきつける。

「君は、たとえ世界のすべてを敵に回してでも、その少女を守るつもりがあるのかな？」

「当たり前だ」

　即そく答とうだった。

　ナタを守るように片かた腕うでをかすかにあげて、正面から馳郎は弦摩を見つめた。

　ここに至るまで何度もの死線をくぐってきた。胃の裏返るような恐きよう怖ふも、骨肉を抉えぐられる痛みも味わってきたはずだ。

　それでも、それだけはいくら繰くり返しても変わらない、戌見馳郎の本質だった。

「馳郎──」

　だからこそ、ナタも唇くちびるを震ふるわせた。

　何も言えず、ただ胸むな元もとで拳こぶしを握にぎりしめる。

　未熟な語ご彙いがこれほど悔くやしいことは、いままでなかった。恐怖も歓かん喜きも焦しよう燥そうも悲ひ哀あいも驚きよう愕がくも、これほど一時に嚙かみしめたことなどなかった。

　だったら、自分はいままで生きてきたと言えるのだろうか。

　それとも。

　人間ひととは──かつて自分もそうであった生命いのちは、本質的にこれほどの感情を持ち合わせたものだったろうか。

（……私は、本当に馬ば鹿かだ）

　これほど少年を愛いとおしく思いながら、これほどの危地へと誘さそっている。

　自分こそが馳郎を守るのだと叫さけびながら、これほどに守られてしまっている。

「やはりね。君は変わらないだろうとは思っていた」

　くつくつ、と月白が肩かたを揺ゆらした。

　ひどく愉ゆ快かいそうであった。腹中におさめていた虫が、ついつい耐たえきれずに暴れ出してしまったという風にも見えた。

「ひょっとすると、本当に君は私が求めていた王なのかもしれないな」

「歯の浮うくような台詞せりふは、もうちょっと甲か斐いのありそうなヤツに言ってくれ」

「本心なんだがね」

　これは残念そうに言って、

「──そちらはどうかな？　灰岡ジン」

　と、話を向ける。

　応じたジンは、ふん、と鼻を鳴らして肩をすくめた。

「それってさ！　要するにハセ公と同じこと訊きいてるんだろ!?　ウーもナタも鬼仙兵器って立場としては一いつ緒しよだもんな！」

　陽気に笑って、唇の端はしをつりあげる。

「だったらさ！　どこの世界に相手が怖こわいからって愛妻をほいほい差し出す夫がいるんだ!?　いやいや三国志やら戦国ものじゃしょっちゅう見かけるけど、そら現代じゃあまりに時じ代だい遅おくれだろうよ！　あ、まあ、鬼仙は昔から生きてるわけだからそのへんも一緒か!?」

「あ、あたしは、ジンを売ったりしないわ！」

「分かってる分かってる！　愛妻はいつだって俺のすべてだからな！」

　舌を出して、ジンが悪いた戯ずらっぽくウーの華きや奢しやな肩を抱だき抱かかえる。

　実に嬉しそうな白パイの顔と、ちらと一いち瞥べつしただけの隼人のそれぞれの反応が、印象的ではあった。

「それに、あんたが戦いくさだとか派手なこと言ってるのも、鬼仙兵器がふたつも寄よ越こされたのが原因だろ!?　ひとつだけだったら、まあ事態を注視とか言って、適当にお茶を濁にごすこともありえるけれどふたつはやりすぎ！　そらまあ、このまま鬼仙側が黙だまって見てるだけなんて考えられないもんな！」

　けらけらと笑って言ったが、弦摩は至し極ごく真ま面じ目めな表情で受け止めた。

「……なるほど、君がもうひとりか」

「ほ！　意味深な物言いだこと！　白翁の地位や権力なんざのしつけてハセ公にくれてやるよ!?」

「それでも、君がもうひとつの軸じくであることは変わらない」

「勝手に人を陰いん謀ぼうの軸にしてくれるのはかまわないけどさ！　あんたはもうちょっと隠かくした方がいいんじゃね！」

　膝を立てたまま、ジンの笑みがさらに深まる。

　顔を前に出して、じろりと睨ねめつける風に言ったのである。




「……戦をしたいのは、あんたの方じゃねえの！」




　その言葉に、弦摩はすぐ反応しなかった。

「否定はしないよ。もともと月白は〈薬くす師し〉。全体の補助を自らに任じている。前の大戦でも被ひ害がいが大きかったのはうちだ」

　一呼吸の間をおいて、さらに弦摩は続けたのである。

「まして、私の娘が大戦で鬼仙に殺されていることなんて、古い人間なら誰だれでも知ってることだからね」

（娘が……!?）

　馳郎が、唾つばを飲み込んだ。

　実際に、誰だれでも知ってるかどうかは怪あやしいものだ。少なくとも馳郎は知らなかったし、弦摩も聞かせるつもりのなかった情報だろう。

（前の……薄墨馬州のときの？）

　以前、薄墨馬州の実験で、弦摩の死んだ娘が使われたとは聞いた。だからこそ、馳郎も薄墨馬州と対立したのだが、そのときも娘が死んだ理由自体は伏ふせられたままだったのだ。

　しかし、状じよう況きようが変わったとみれば、あっさりとその札を晒さらしてみせる。

　この切り替かえこそが恐おそろしいと、馳郎はひそやかに震えた。弱みを強みに変えてしまう手て際ぎわの鮮あざやかさは、まさしく壮そう年ねんの経験によって養われたものだろうか。

　ジンも、それ以上は追つい及きゆうしなかった。

「ふむ。では、今詰つめられる議題はこのあたりかね」

　月白が、ぱん、と手を叩いたのだ。

「だが、関係各位すべてがすぐ答えを出せる問題でもあるまい。──一週間、時間を設けよう。ここの家での意見もその間にまとめておいてほしい」

「俺も一言いいかい？」

　手をあげたのは、巨きよ漢かん・紫藤一馬であった。

「異論があるかね」

「いいや？　防備をしておくってのは賛成だよ。でも外交ってのは背中にナイフを隠しながら、それでも握手することだろう。お忘れかもしれないが、白はく鳳ほう六ろつ家けでも紫う藤ちはそういうお役目なんだぜ？」

　念押しするように一馬が言うと、弦摩も視線だけで肯こう定ていしてみせた。

「魔ま法ほう使つかいやケモノとの交こう渉しようも必要だろうな」

「ああ。もともと、〈おに〉や鬼き仙せんとはテリトリーを分けてるがね。大きな話になりそうなら、そら必要だ」

　異能の集団には、それぞれの領域がある。

　現代社会と共生するため、集団ごとに設けられた場所や時間から逸いつ脱だつしないという、暗あん黙もくの協定が存在するのだ。逆をいえばその埒らちを越こえたときには、ほかの異能集団からも連合して攻こう撃げきされかねないということだった。

　……数年前に一度、魔法使い内での戦争が越えたことがあったが、これもあらかじめほかの集団まで含ふくめられた出来事であり、越えたのが最後の一いつ瞬しゆんでとどまったために事なきを得た。

「鬼仙がこちらへ仕し掛かけられるのは、『戦が終わったことなどない』っていう大前提があるからだ。逆にいうと、これまで〈おに〉と関かかわりがなかったラインには、早々戦場を広げることはできないだろ」

　一馬の言葉に、弦摩も数秒ほど考えて、

「では、そちらも一週間後に結果を聞こう。それまではそちらの判断で動いてもらってかまわない」

「そらずいぶん譲じよう歩ほしてくれるこって」

「いつ戦になるか分からないのに、六家で内輪もめしているわけにはいくまい」

「は、そらそうだ」

　がりがりと、一馬が太い指で頭を搔かく。

　ついで、

「もうひとつあるぜ！」

　と、ジンが顎あごをしゃくったのだ。

「姫ひめ様さまは放ほうっておいていいのかい？」

　言うまでもない。

　若者が顎で指し示したのは──前回不ふ祥しよう事じを起こした薄墨の他ほか、六家でもうひとつだけ空いた座ざ布ぶ団とんだ。

　つまり、第一家・真朱。

「連れん絡らくはした。来られないなら、仕方あるまい」

「なんだ、そっかよ！　ほとんど無む駄だ足あしじゃんか！」

　つまらなそうに、ジンが天てん井じようを仰あおいで伸のびをする。

　まるで戦争などよりも、その一事の方がよほど気にかかっていたとでも言うようだった。

「真朱は、六家総会にも来ないのか？」

　馳郎が訊くと、弦摩はかすかに声を落とした。

「ええ。それにずっと以前より、〈妖あやかし狩がり〉の真朱のみは白翁さえも拘こう束そくできぬ仕し来きたりとなっております。ご不快ならお許しください」

「……いや、別にいいよ」

　気にはなる。

　だが、これ以上自分から不確定要素を招き入れる必要もあるまい。

「では、これでひとまず総会を終わりましょう。……今度こそ、異論はありませんな？」

　誰も、反対しなかった。

　それを確かく認にんして、馳郎が立ち上がる。

　ナタも従った。

　座ざ敷しきの襖ふすまを開いて去ろうとしたところで、月白の声がかかった。

「こちらも、連れて行くといい」

「？」

　少年の足が止まる。

「先の言葉通り、私は君──あなたを新しい白翁として認めた。ならば、客人をそちらに引き渡わたすのも当然だろう。もちろん、あなたがよければのことだが」

　弦摩の言葉とともに、小さな影かげが畳たたみの上を一歩歩み出たのだ。

「オレのことだよ」

「エイジャ」

　ナタの瞳ひとみが揺れた。少女にとってそれは特別な相手だった。

「お前がかまわないなら……もう一度、よろしく頼たのむ」

　髭ひげをはねさせてうなずき、隻せき眼がんの黒くろ猫ねこは小さく言ったのだった。
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　八月半ば。

　からから、とエアコンが不ふ穏おんな音をたてていた。

　十年ものどころか、その三倍近いのではないかという旧型の機器である。ごまかしごまかしなんとか使ってはいるが、もはや吐はき出す風は外気同然。効率の悪い換かん気き扇せん以上のものではない。

　結果、うだるような熱が事務所全体にこもっている。

　ソファに座ったナタやエイジャのごとき鬼仙はともかく、一いつ般ぱん人でしかない馳はせ郎ろうはもはや机にへばりこむしかなく──それも〈カエアン〉の調温機能を使えば簡単に解決することなのだが、こんなところで妙みようなやせ我が慢まんをするのが少年らしくもあった。

　そんな昼時に、

「……やっほー！　馳郎ちん！」

　と、おどけた感じの声が、玄げん関かんから広がった。

　小学生と紛まごう体たい軀くに、茶色のインバネスと鹿しか打うち帽ぼう。

　これでパイプでもくわえていれば、古式ゆかしい小説のままだった。

　つまるところが、巷ちまたで知られたシャーロック・ホームズスタイルである。ちなみに、パイプ以外のスタイルはコナン・ドイルの手になる小説本編で描びよう写しやされたことはないのだが、そこまで聖典にはこだわりがないらしかった。

「あれ、しじまさん」

　大家探たん偵ていを名乗る少女の名を、馳郎が口にした。

　この自宅兼けん〈戌いぬ見みＣＰサービス〉事務所が入った、〈たまゆら荘そう〉の大家である。

　ナタが、ことりと首を傾かしげた。

「久しいなしじま。何の用かな？」

「んっふー、大家としてはたまに店たな子この様子を見ないとね。夏休みだからって、羽目を外しすぎるのはよくないとかね！　ほら、年とし頃ごろの男女がひとつ屋根の下にすんでるんだから、間ま違ちがいとかぽんぽん起こっちゃうかもしれないし！」

「ぶほっ！」

　盛大に、馳郎が咳せき込む。

「ふむ。間違い？　私と馳郎が何か間ま違ちがえたことをしてるのか？」

「あ、いいなあ！　ナタちゃんの初うい々ういしい反応！　でも、それだと進展なさそうでつっまらないなあ！」

「しじまさん！」

　たまりかねて声をあげた馳郎に、にひひ、としじまは笑ってみせた。

「よきかなよきかな。では食生活とかはどうかなー？　冷れい凍とう食しよく品ひんに頼たよりすぎたりしてないかな？　馳郎ちんはだいたいスーパーのセールで買いだめしてるみたいだけど、あれはわりと栄養偏かたよるからねー」

「おかんか！」

　そんなツッコミは無視しつつ、しじまがきょろきょろと部屋の中を見回す。

　その遠えん慮りよのなさすぎる態度は、大家としてというよりもゴシップ好きのおばさんそのものである。外見こそ小学生だが、中身の年ねん齢れいは誤ご魔ま化かせないらしい。

　その眉まゆが、ぴくんと動いた。

「あれ、その黒猫また戻もどってきたんだ？」

「にあ」

　すっとぼけた声で、黒猫が鳴く。

　もともとの面相の上、ちょっとドスのきいた声こわ音ねはあまり可愛かわいらしいとは言えない。それでもしじまにとっては何の問題もないようで、たちまち瞳を輝かがやかせるや両手をわきわきと動かして、えいっと黒猫を抱だき上げる。

「ほれほれほれほれ。よいではないかよいではないか」

「うにゃあ」

　のど元をくすぐる指に、ややも面めん倒どう臭くさそうに黒猫が鳴き声をあげる。

　そのぶすっとした顔に、にへらっとしじまが頰ほおをゆるめて、

「うんうん。シンプルすぎるけど、やっぱり猫ねこもいいなあ。まあ、うちの蛇へびたちには遠く及ばないけどね！　鱗うろこのひやっこさとかちろちろしてる舌とか、もう一踏ふみ二鷲わし三唐とう辛がら子しって感じ」

「いやそれ一富士二鷹たか三茄子なすびだし、めでたいって意味ですから」

　ツッコミをいれつつ、馳郎はしじまの飼っている蛇たちを思う。

　確か、ビルマニシキヘビだとか、ジャワヤスリヘビだとかそんな種類の蛇たちである。一度大家の部屋から抜ぬけ出して大おお騒さわぎになった際は、千円押しつけられて捜そう索さくの手伝いをさせられている。
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　ひとしきり黒猫を可愛がった後、

「じゃあ、またね！　あ、そうだ。先月の家賃滞たい納のうしてるから、来週までにおさめなかったらトイチの利子だぞ」

「あ、あ、あ、ちょっと最近忙いそがしくてバイトができなくて！　学校が休みだから〈ＣＰサービス〉の仕事つうか生徒会のお手伝いつうかも激減してるし！　つか、しじまさん、いくらなんでもトイチはやりすぎじゃ！」

「だぁめ。大家探偵は店子を甘やかさないのだ。ただし本当にどうしようもなかったら、状じよう況きように応じて相談には乗るから、必ず出頭して直じき訴そするように」

　悲鳴のような抗こう議ぎに裁きを申し渡して、しじまがぶんぶんと玄関で手を振ふった。

　その気配が遠ざかってから、がっくりと少年は肩かたを落とす。

「何しにきたんだ、あの人……」

　見る影もなくしょげかえった馳郎に、ナタが微び苦く笑しようした。

「つまるところ、困ったことがあったらちゃんと相談しろ、と言いたいんじゃないのかな」

「えええええー……」

「ふふ。キミのまわりには、いい大人が揃そろっていると思うよ」

「……むう」

　少女の指し摘てきになんとも言い返せず、馳郎がごにょごにょと口ごもる。

　なんとなく、事務所を見回した。

「……そういや、春のときに戻ったみたいだよな」

　不思議そうに呟つぶやいた。

　メンツのことである。

　馳郎、ナタ、エイジャ。

　もともとはそう、この三人で始まったのであった。

　厳密に言えば、エイジャの存在を馳郎が知ってからその裏切りに直面するまではほんの数日間のことなのだが、それでも戻ってきた……という感が強かった。

　始まりに。

　多分、ナタと出会ったときからスタートした、馳郎の非日常。

　それまでだって、〈カエアン〉だとか千円ボディガードだとか、トラブルに巻き込まれる率は十分高かったわけだけど、多分決定的に道を踏み外した出来事。

「不服なら出て行こう」

「別に。つか、今いま更さら出られても困るっつの」

　いーっと歯を剝むき出して、黒猫に笑いかける。

　あの六家総会から、数日が経たっていた。

　戻ってからは大きな異変もなく、少年はほどほどの夏休みを過ごしていた。過ごすことしかできなかった。表面上は穏おだやかに過ごしつつ、むしろそれゆえにさまざまな思いが沈ちん澱でんしていくような時間でもあった。

「……だったら」

　ふと、黒猫が口を開いた。

「少し、ナタとふたりで話させてもらってもいいか」

「ん、いいよ」

　あっさりと、少年が受けた。

　よっ、と声をあげて椅い子すから立ち上がる。

「じゃあ、俺は図書館でも行ってくるよ。そろそろ夏休みの宿題しておかないとまずいんでさ」

　学生鞄かばんを持って、少年が玄関から外に出た。

　結果、ふたりきり──いや、ひとつと一匹ぴききりになった。春の事件で裏切られた兵器と、裏切っていた黒猫と。

　しばし沈ちん黙もくが落ちて、黒猫の方から口を開いた。

「……恨うらんではないのか」

「私がか？」

　ナタが、ぱちぱちと瞬まばたきした。

「まさか。前も言ったが、キミが私を憎にくむのは当然だ」




　──『キミの支族を滅ほろぼしたのは確かに私だろう。私自身の意思など関係ない。私が兵器である以上、私を使った者と私は等質に憎まれるのが当然だよ』

　──『復ふく讐しゆう者しやに復讐なんて無意味だと説いて、一体何の意味がある？　そんなこと、復讐者自身が一番よく分かってるだろう。分かってるけど、やらずにいられないから復讐なんじゃないか』




　そんな風に、かつてのナタはエイジャに話していた。

　自分自身が犯おかした行こう為いなのだから──操あやつられていたとはいえ、そのことは確かなのだから、恨まれるのは正当であると。

「ただ、できれば、今私を滅ぼすのは勘かん弁べんしてもらえないだろうか」

　至し極ごく真面目まじめに、そんなことを言ったのだ。

　しかし、

「……オレも、それはもういい」

　と、乾かわいた声で黒くろ猫ねこが返した。古ぼけた事務所のソファから、少女を見返す。

「お前を操って、オレの支族を滅ぼした鬼き仙せんには恨みがある。だが、もうお前を滅ぼそうとは思わない。それはもう、前のことで十分に気が済んだ」

「馳郎のせいか？」

　ナタが、尋たずねた。

　それにはっきりとは答えず、エイジャはかすかにひげを揺ゆらした。

「あれは変なヤツだな」

「本当だよ。ずっと困らされてる」

「そんな相方を選んだのはお前だ」

「まったくだよ」

　少女が微笑する。

　瑕か疵しを指摘されているのに、とても嬉うれしそうな笑え顔がおだった。

「では、私も訊きかせてもらえるかな」

「お前が？」

「ああ」

　一いつ拍ぱく間をおいて、改めて口を開く。

「月つき白しろのところに匿かくまわれてる間、何を見て、何をしてきたんだ？　いや月白だけじゃない。今回の事態と関かかわりがありそうなことなら、何でもいいから教えてほしい。……鬼仙兵器としての、私のことも」

「……鬼仙兵器のこともか？」

「キミとはそれなりの期間旅をしたが、当時の私は自分のことも鬼仙の現状にも興味がなかった。知りたくもなかった。だが、今は違ちがうんだ。私には知る必要がある」

「今は違う、か」

　黒猫は、つぶれた片目のあたりを器用に撫なでた。

「鬼仙兵器としての話なんて、あれには聞かせたくなかったか？」

「……そうだよ。私は身勝手だから、いつかは彼に聞かせなければならない話だとしても、先に覚かく悟ごしておきたいんだよ」

　声が、寂さびしそうな翳かげりを帯びた。

　対する黒猫はしばし考えて、口を開く。

「なら、その前に、もうひとつ質問がある」

「何を？」

「…………」

　ひどく切実な様子で、黒猫は少女を振り仰あおいだ。

　そして、次の一言は、少女の機能をことごとく停止せしめることとなる。

　少女にとってあまりに致ち命めい的てきな──甘い毒のような問いで。




「……お前は、戌見馳郎のことを愛しているのか？」
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　外は、夏まっさかりの昼下がりだった。

　うるさいばかりの蟬せみの声に、もくもくと積みあがった入道雲。

　事務所の壊こわれかけたエアコンでも、やはり無かったよりは遥はるかにマシなようで、外に出ると鉄板で焼かれているような気分になる。コンクリートで舗ほ装そうされた道のあちこちに陽かげ炎ろうが立ち上っているのも、体感温度の上じよう昇しように一役買っている。

「あぢ～」

　あっという間に額に汗あせが盛り上がるのを感じながら、馳郎は眩まぶしい空を見上げていた。これだけ暑いと、たまに吹ふく風も助けにはならない。むわっと熱気だけが移動して、サウナのように顔面を直ちよく撃げきするだけである。

「この暑さは死ねるだろ。七なな門かどの気持ちもちょっとだけ分かるぞ」

　ぼんやり友人の名前を口にして、少年が目を細める。

　眉び目もく秀しゆう麗れい、学業優ゆう秀しゆう、残念至し極ごくで知られる副生徒会長・七門正まさ紀きなのだが、今回は夏休みの自宅で全ぜん裸らになってアイスを食べたあげく、腹を壊して入院沙ざ汰たとなっていた。

　なお入院先の病室では過度の冷れい房ぼうを防止するため、リモコンを取り上げられているらしい。こっそり代だい替たい品を持ってきてもらえないかと馳郎に電話がかかってきて、さすがに六家総会で疲つかれていた少年は無言で携けい帯たいの電源を切ったという落ちがついている。

　歩道橋を渡わたって、閑かん散さんとした通りに踏ふみ出したところで、少年だけに聞こえる機械音声があがった。

『マスター。ルートとずれていますが、図書館に行かれるつもりだったのでは？』

「あ、いや、今ちょっと思いついたことがあってさ」

〈カエアン〉に答えて、微笑する。

　そして。

　不意に、辛つらそうに眉まゆを歪ゆがめた。

「……リコと北ほく斗とは、まだ手がかりも見つからないか？」

『イエス、マスター。可能な範はん囲いで捜そう索さくを進めていますが、社会的なもの、電子的なものを含ふくめて痕こん跡せきも見あたりません』

「そっか」

　小さく、泡あわのように呟く。

　額の汗を拭ふき、右拳こぶしを強く握にぎって、街路樹の脇わきを歩いていく。

『もしも、あのふたりが人質にされている場合、襲撃者からの表明があると思われます。現時点でそうした通報がない以上、ふたりが無事な可能性は高いと推測できます』

「……ひょっとしてお前、気を遣つかってくれてるのか？」

『マスターのメンタルケアも仕事の内ですので』

「そこは誤ご魔ま化かせよ」

　しれっと言った機械音声に、淡あわく笑う。

　それでも、少しだけ気分は軽くなった。リコと北斗の不在は、この少年の内側に、いまだぽっかりと大きな穴をつくっていたのである。

　ある意味で、あのふたり──特にリコは、少年の日常と非日常のかけはしとも言えた。

　鬼仙との出会いによって、少年が決定的に非日常に踏み出してしまう前からの、大事な相手。それでいて白はく翁おうの管財人でもあり、もとから非日常の側にいた少女。

　いまや、たったひとりの家族。




　──『あのね？　お兄ちゃんちょっとそこに座って』

　──『お兄ちゃんにその気があるなら、リコだって協力できるよ。どうしてもボディガードをしたいなら止めないし、むしろお兄ちゃんを手伝いたい。でもほら、学生の内からとか、トラブル一回千円とか、そういう小さいところから見直してみてもいいと思うの』




　いつも、そんな風に自分をたしなめていたことを思い出す。

　そのことが、自分のバランスを保ってくれていたような気もして。

「そういえば、お前は六家会議で何も言わなかったな」

『私が口を出すべき場面ではないと判断しました。実際、マスターが会議で示した態度と各案は、あの時点で最善のものと考えます』

「そうかな」

　自信なげに、少年が呟つぶやく。

　何かしら、自分が成せたという気はしない。弦げん摩まとジンが拮きつ抗こうしていたからこそ一定の情報は聞き出せたが、向こうにしてみれば、今いま更さら渡わたしてもどうということはないものばかりだろう。

　いや、それ以上に、状じよう況きようの深刻さが少年の精神を苛さいなんでいた。

　鬼仙との戦いくさ。

　もはや、それは国家間の戦争と言ってもよい事態だ。〈おに〉と鬼仙の凄せい絶ぜつたる異能が集団でぶつかりあったなら、はたしてどれほどの被ひ害がいが生じるか。これまで手の届く相手だけを助けてきた馳郎にとって、そんな状況はまったくの想定外だった。

　はたして、自分は何をすべきなのか。

　何を、決断すべきなのか。

　それに、

「……あいつも、どうしてるんだろうな」

　夏の空に、ぼんやりと少年の言葉がほどけた。

　深刻な考え事の最中であっても、その思い出は淡い甘さを伴ともなっていた。

　くりくりした瞳ひとみで、いつも元気を持て余してるようなチャイナドレスの娘むすめ。ひとつ機き嫌げんを損そこねれば、こちらの骨まで簡単に粉ふん砕さいしてしまうようなバケモノを……少年は、まったくそんな風に認にん識しきしていなかった。

　いや。

　最初は、そうだった気もする。

　初めてあの路地裏で出会ったとき、芯しんから怯おびえたのを忘れたわけじゃない。生命の根源たる氣チイを喰らわれる感触は、まさしく心臓をつかまれたかのごとき恐怖だった。自然界にはありえないはずの天敵と出会った事実を、理性よりも本能が先に認識してしまっていた。

（……だけど）

　だけど、と思う。

　今の、あの少女を少年はそう思えない。

　いくつかの事件を経て、何度かの触ふれあいを経て、感情は少しずつ変化していった。

　頼たよりにしてる、という意味だけであれば、ひょっとすると自分の纏まとうジャケットの次ぐらいに。

　思いがけないその距きよ離りの近さに、戸と惑まどってしまうくらいに。

「…………」

　それも、いつからだろう。

　自分の気持ちをどう表現したらいいのか、少年はいまだ言葉を持っていなかった。鬼き仙せんとの戦に戸惑ってしまうのも、発ほつ端たんを辿たどればその少女の存在が……

「馳郎」

「──蓮リヤン花フア!?」

　その声に、思わず視線が持ち上がった。

　蓮リヤン花フアではなかった。

　お行ぎよう儀ぎ良よく並んだ街路樹の向こう側。煉れん瓦が塀べいの上に座って、健康的に引き締しまった足をぶらぶらさせていたナタが、驚おどろいた顔をしていたのである。

「あ……ナタ」

　瞬まばたきした馳郎に、ナタがこほんと咳せき払ばらいする。

「やっと追いついた。……というか、図書館に行くんじゃなかったのか？　キミの氣チイの残ざん滓しを追えなかったら、ちょっと迷っていたぞ」

「あ、ああ」

　気まずそうにうなずいた馳郎の隣となりに、音もなく少女が舞まい降りた。

　半ば重力を無視したような軽かろやかさは、鬼仙ゆえの身体能力ではなく、鍛きたえ抜ぬいた武術の賜たま物ものだろう。頭に載のせた白い帽ぼう子しをかすかに沈しずませ、そのまま少女は少年の先を歩いていった。

「あれ、ナタ？　どこに？」

「…………」

　黙だまったまま、少女はかすかに唇くちびるをとがらせる。

　すたすた、と足を進める姿はむしろゆっくりなのに、馳郎の何倍もの速度で遠ざかっていく。

「な、ナタ！　おい！」

　あわてて引き留めようとした少年が、その息を止めた。

「さっき、どうして言い間ま違ちがえたんだ？」

「……は？」

　ほかでもない。

　ひどく不ふ機き嫌げんそうな瞳で、振ふり返ったナタが少年へ詰つめ寄ったのである。

「あ、いや、別に、大したことじゃ」

「自分でも理由が分からないが、なぜだか胸がむかむかするんだ」

　少年の前で、少女が胸に手をおいた。

　細い眉をきゅっと寄せて、何度か深く呼吸した。それでも気持ちは晴れないらしく、ひどく困ったように瞳を曇くもらせていた。出会ってからこれまで、ナタが一度として見せたことのない表情だった。

「ナタ？」

「…………」

　少女は返事をしない。

　陽光を跳はね返す白い服装は、この上なく夏に似合っている。普ふ段だんの帽子の代わりに麦わらでもかぶせたなら、そのまま銀幕のシーンになりそうだ。なのに、その表情だけがどうしようもなく強こわばって、眩まぶしい世界を裏切っていた。

　──いつも、あんなにも太陽が似合う吸きゆう血けつ鬼きなのに。

「え……と、その、気分が悪いんだったら少し休むか？　近くに公園あるし、お前気に入ってただろ？」

　馳郎が歩み寄って、少女がぴくんと身を震ふるわせた。

　少年の手が、少女の細い指を優やさしく握ったのである。

「それとも……氣チイが足りないのか？」

　これは、馳郎も覚かく悟ごを決めて口にした。

　一いつ瞬しゆん、空気が凝ぎよう固こした。

　ついで、

「……馬ば鹿か」

　ぽつりと、ナタが言った。

　握られてない側の手で、少女は帽子を引き下ろしていた。一いつ生しよう懸けん命めいに自分の素す顔がおを覆おおうようにして、それでもしゃくりあげる肩かたまでは隠かくしきれなかった。

　滑なめらかな頰ほおから顎あごもとへのラインを、透すき通った雫しずくが伝わったのである。

「ナタ!?」

　今度こそ、少年は心臓を穿うがたれたかと思った。

　泣いていたのだ。

　ぽろぽろと、どうしようもなく、夏の太陽の下でナタは泣いていたのである。

「噓うそだよ」

　と、震える声こわ音ねが伝えた。

「す、すま、すまない。き、キミを偽いつわってしまった。理由が分からないというのは、いうのは、噓なんだ」

　絞しぼり出すように、少女はそう口にした。

　ぐっと涙なみだを拭ぬぐって、それでもすぐには止まらなくて、誤魔化すみたいに笑う。

「な、なんで泣いてるんだろうな私は。泣くようなことなんて何もないのに、本当に、馬鹿みたいだ。何をやってるんだろうな」

　何度も言って、少年から身をもぎ離はなそうとする。

「……馳郎？」

「……じゃあ」

　離れなかったのは、少年が手を握にぎったままだったからだ。

　少女の顔に浮うかんだ疑ぎ問もん符ふは、次の言葉でまったく異なる色へ変わる。




「じゃあ……本当は何なんだ？」




　まるで、一世一代の決意表明みたいに、少年が問うた。

　訊きいた少年の側も、耳の先まで尋じん常じようじゃなく赤くなっていた。それこそ子供が真しん紅くの絵の具を塗ぬりたくったみたいで、こめかみからはだらだらと冷や汗あせを流している。眉まゆはぎゅぎゅっと顰ひそめられ、唇は見事なまでのへの字で、達だる磨まのごとき表情である。

　だけど、そんな滑こつ稽けいさの内側に、けして笑い飛ばしたりできない真しん摯しさがあった。

　夏の暑ささえ遠ざかってしまうほどの──すべての世界がふたりだけに集中して圧縮してしまいそうなほどの──特別な年ねん齢れいだけがなせる、ほとんど魔ま術じゆつのような現象。

「…………」

　どちらも、黙り込んでしまう。

　ただ、ナタも、もう顔を隠そうとはしなかった。

　驚くほど大きな瞳が、まっすぐ馳郎を映していた。動どう揺ようも切なさも懸けん命めいさもまるごと抱かかえ込んだ少年の顔を、せめて真摯さだけでは劣おとるまいと見つめ返していた。

「私は……」

　いつもきっぱりとした少女の言葉が、そこで止まった。

　何度か、ぱくぱくと口を開閉させて、

「わ、私は……」

　そこで、また詰まってしまう。

　あまりにも真しん剣けんすぎて、些さ細さいな間違いさえ許せないようだった。海の底に潜もぐっているかのように呼吸さえ止めて、ぶるぶると身体を震わせていた。

　一歩、前に出た。

　ほんの少し体重を傾かたむければ、そのまま胸の中へ倒たおれ込んでしまいそうな近さ。吐と息いきさえ意識してしまうほどの距離。

「馳郎、私は……」

「ナタ……」

　少年も、名を呼んだ。

　視線と視線とが絡からみ合い、心臓の鼓こ動どうまでもが同調した。

　じんじんと指先が痺しびれた。高鳴りすぎた心臓が、身体を破は裂れつさせてしまいそうだった。相手の声以外、すべての音が遠ざかっていく。自分と相手の境界線までも溶とけ合って、どちらが自分だったか分からなくなるぐらいに。

　水すい泡ほうのごとく、言葉が浮き上がる。

「私は……キミを……」

　声が近づく。

　意識が近づく。




　一瞬、脳のう裏りにチャイナドレスの少女の面おも影かげが浮かんで──
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　突とつ如じよ、音が戻もどった。

　蟬せみの声、車の騒そう音おん、雑ざつ踏とうから聞こえてくる人々の話し声。

　ふたりだけに集中していた世界は、七十億の人類が生きる地球へと舞い戻った。

「あ……！」

　と、少女があわてて距離を取った。

　少年もどこかほっとしたように、息をついた。

　急速に縮められた距きよ離りが、その反動で再び開いた感じ。一いち抹まつの寂さびしさもよぎったが、それよりは少女を気き遣づかう心情の方が強かった。

「……ナタ」

「すまない。もう少し、時間をくれないか？」

　言いかけたところで、少女が自ら口にしたのである。

「時間？」

「わがままだとは分かっている。だけど、もう少しだけでいいんだ。私が、当たり前の勇気を持つだけの時間を、どうか待ってほしい」

「あ、ああ」

　ぎこちなくうなずいて、少年は胸を撫なで下ろした。

　自分にこそ、その時間は必要な気がした。

　当たり前の、小さな勇気を持つ時間。

　じいじいと鳴く蟬の声と、ぎらぎらと降り落ちる陽光が、身体を芯しんから炙あぶるかのようだ。もっともっと暑くなって、今の自分を燃やしてしまえと思った。少女を待つ前に、自分こそが勇気を持てるように。

「それに……」

　と、ナタが付け足した。

「……これは、蓮リヤン花フアがいるときでないと、私は卑ひ怯きよう者ものになってしまう気がするんだよ」

「ふえ？　蓮リヤン花フアが？」

　その意味をどう取ったのか、少年の声が裏返る。

「ううう！　なんでもない。なんでもないとも！」

　対するナタもあわてて否定した。握った拳こぶしを懸命に小さく振って、うつむいたままこっそり地じ団だん駄だを踏ふんでいた。

「……キミがそれを訊きくのは卑怯だ」

　とか呟つぶやいていたような気もするが、これは馳郎にはよく聞こえなかった台詞せりふである。

「そ、それで」

　青々と街路樹が連なった先に、形の良い顎をしゃくる。

「それで、キミはどこに行くつもりだったんだ？　あっちは図書館とは方向が違ちがうだろう」

「ああ。ちょっと思いついて」

「思いつき？」

　うなずいて、少年は自らの目的を告げた。

「実は、黄フアン長老に会おうかと思うんだ」




　　　　２




　楼ろう門もんをくぐると、途と端たんに世界が変わった。

　いくつもの屋台から漂ただよう饅まん頭じゆうや刈クワ包パオ、ラーメンの匂においは言うに及およばない。

　街のあちこちから聞こえる観光客のざわめき。高く低く響ひびく大陸の音楽。さらに竜りゆうや麒き麟りんの意い匠しようが多くの建物の壁かべや扉とびらに描えがかれている風景は、ある意味で本国以上に先せん鋭えい化された表現の集合体でもあった。

「いつ来ても凄すごいな」

　素す直なおな感想を、口にする。

　何度も子供みたいに目を輝かがやかせて、楽しそうに歩いていった。

　大通りから二回角を曲がる。

　とびきり甘い月ゲツ餅ペイの菓か子し店や、アルマジロやら何やらの剝はく製せいを置いた怪あやしげな漢方薬店を過ぎたあたりで、

「馳郎」

　ナタの指し摘てきで、馳郎はその相手に気づかされた。

　人通りが急に減った、やや狭せまい路地に面している茶さ房ぼうのテラスであった。

「──やあ」

　と、穏おだやかな声がかかったのだ。

　柔やわらかな笑えみをつくって、壮そう年ねんの男がテラスの一角に座っていたのである。

　胸まで届く長い顎あご髭ひげも髪かみも灰色。百八十センチを大きく超こえる筋きん骨こつ逞たくましい身体からだ。さらに黄色い道士服を纏まとった姿は恐おそろしく目立つというのに、どうして今まで気づかなかったのか分からない。

　まさしく、馳郎が探していた黄フアン長老であった。

　隣となりまで歩み寄って一礼し、少年は壮そう漢かんへと口を開いた。

「俺が来るのが、分かってたんですか？」

「中ちゆう華か街がいは私の縄なわ張ばりだからね」

　皺しわを深くして、にっこりと長老は笑った。

「街の風景をずいぶん感心した風に見ていたようだけれど、何か思うところでもあったのかな」

「いえ……華か僑きようの力強さに打たれてました」

「ほう」

「違う国なのに、いえ違う国だからこそ、ここまで自分たちの文化を強調しているんだろうなって」

　馳郎の感想は、中華街の本質を射い貫ぬいていた。

　それらは観光地としての工く夫ふうでありつつ、創設者たち──華僑の必然でもあったから。

　遠く離はなれた地で、自らの同アイ一デンテ性イテイを保つため磨みがかれてきたノウハウ。世界各地にいくつも中華街がつくられた原動力を、今の馳郎は肌はだ身みに感じられるように思えた。

「……そうだな。異国というだけじゃない。もともと大陸は広く、何度となく住まう人間も変わっていったのでね。自分たちが自分たちであることを定義するために、さまざまな方法が試ためされたものさ。君たちの尺度や感覚とは少し異なることもあるかもしれないな」

　少年の言葉に、長老が重くうなずき、自らの髭ひげを撫でる。

「多分、強いってことだと思います」

「強い？」

「したたかと言ってもいいかもしれません。どんな時代や文化にあっても吞のみ込まれない芯のようなものを、ずっと昔から持ち合わせているように思います」

「はは。そう褒ほめられるとこそばゆいな。まあふたりとも座りたまえ」

　にこにこと笑って、長老は対角線上の椅い子すを示した。

　椅子はふたつあって、目の前のテーブルには枯かれた色合いの茶ちや壺つぼが置かれている。

　淡あわく濡ぬれた滑なめらかな茶器の肌はだからは、かすかな湯気があがっていた。

「…………！」

　長老の言葉が本当なら、馳郎が中華街の入り口をくぐってから、ぴたりとこの茶房あたりを通りがかるタイミングに合わせたとしか思えない。縄張りというよりも、この街そのものが長老の手の内なのではなかろうか。

　そんな思考を知ってか知らずか、長老は手ずから茶ちや杯はいに中身を移す。

　武骨な指に支えられ、濃こい褐かつ色しよくの液体が艶つややかな香かおりをたてて、満たされていく。

「本来ならまずは聞もん香こう杯はいを使って、香りを聞いてもらうんだがね。これはそんな格式張るよりも、直接飲んでもらったほうがいいだろう」

　そう言って、少年へ茶杯をすすめる。

「さあ、君たちのために用意した茶だ。ぜひ飲んでくれたまえ」

「はい」

　丁てい寧ねいに受け取って、少年は小さな茶杯の中身を三分の一ほど飲み干した。

　最初、独特のほろ苦さと香りとが舌に広がり、次に野性味のある甘味が押し寄せた。ちょっとびっくりして、今度は用心深く二口目を飲むと、そのほろ苦さと甘味の下に、異国の草原を思わせる土臭くささがたゆたっていることに気づいた。

「苦くて、甘いですね。なんだか、夕日の落ちていく草原みたいです。……すいません。あまりうまく言えなくて」

「かまわないとも」

　嬉うれしそうに、長老がうなずいた。

　同じように、隣の少女へも茶杯を滑すべらせる。

「ナタくんもどうぞ」

「ありがとう」

　受け取って、少女はくっと茶杯を傾かたむけた。

「……私の、昔飲んでた茶に似てる」

　その感想に、にっこりと長老は笑った。

「前に、ナタくんから昔の話を聞いていたからね。その頃ころその土地で使われていた茶を、資料をあたって再現してみた」

「ナタの……！」

　少年が目を剝むいて、隣を振ふり向いた。

　至し極ごくあっさりと告げたが、ナタが人間として生きていた時代は数百年以上も過去のはずだ。まして、広大な大陸の草原で飲まれていた銘めい柄がらなど、どうやったら調べられるのだろう。

　もう一度、今度はゆっくりと、少女は唇くちびるを茶で湿しめらせた。

　とても神聖な儀ぎ式しきのようだった。

　やがて、

「……ありがとう」

　と、少女が頭を下げた。

「空の蒼あおさを思い出したよ」

「鳥が飛んでいたかな」

「ああ。何度も馬に乗って追いかけた。家族の中で、私は一番弓がうまかったんだ」

　しみじみと、ナタが語った。

　馳郎の瞼まぶたにも、その姿がまざまざと浮うかんだ。生まれたときから乗っていたかのような巧たくみさで、ナタが馬に乗っている姿だった。素そ朴ぼくな短たん弓きゆうを構え、放ほうっておけばどこまでも夕日を追いかけていきそうだった。

「三十一頭の羊を飼っていたよ。夏はたまらなく暑くて、冬は羊たちの間で丸まっていても身体の芯まで凍こおってしまいそうだった。弟は三人とも五歳になる前に死んだし、兄もほかの部族との諍いさかいで片手を失ってた。私と母は何度も飢うえ死じにしそうになって、そのたびに兄が荒あれたものだったよ」

　けして、美しいだけの思い出ではない。

　現代日本の常識でははかれない善悪と生々しさが少女の語りにはあった。

「それでも、思い出すと輝いている」

　胸に手を置いたまま、ナタは目を閉じた。

　そこに大切な宝物が眠ねむっているのだと、そう言うようだった。




「……私は、生きていたんだな」




　その言葉は、この場にしみいった。

　ざっ、と少年が立ち上がった。

「ありがとうございます、長老」

　大きく体を曲げて、心の底から一礼する。そのままずっと動かなかった。

「はは。なにしろ、君らには世話になったからな」

　長老は困ったように笑う。

　以前のウーと初めて出会った事件のことだろうが、それだって世話になったのはどちらか分からないと、少年は思っていた。

「まあ、座ってくれたまえ」

「はい」

　素直に従った少年へ、改めて長老が言う。

「で、わざわざ足を向けてくれたのは何の用向きかな？」

「…………」

　少しだけ、馳郎は黙だまり込んだ。

　残っていた中国茶を喉のどの奥に注ぎ込み、思い切って口を開く。

「……薄うす墨ずみ馬ば州しゆうを知っていますか」

「ああ。過去の同どう輩はいだ」

　この長老が、薄墨の名前を持って、角持ちの〈おに〉だった頃のこと。

　白パイを生体実験に使っていた薄墨馬州が、かつての大戦でともに鬼き仙せんと戦っていたことを、馳郎は前の事件で聞かされていた。

「俺が、倒たおしました」

「風の噂うわさで聞いたよ」

　それから、長老は小さくため息をついた。

「そんな正直でなくてもいいだろうに。若いからといって、自分の身を顧かえりみないでは周りも辛つらくなるぞ」

「すいません」

　馳郎が頭を下げた。

　不思議と、この相手には素直になることができた。年ねん齢れいの差というだけではなく、置かれた環かん境きようの近しさが理由だろうか。

　一いつ般ぱん人であったのに非日常に取り込まれた自分と、〈おに〉であったのに鬼仙と近しい場所で生きるようになった長老と。

　だから、これもそのままに告げた。

「〈おに〉と鬼仙で、戦いくさになるかもしれません」

「……、そうか」

　一いつ瞬しゆんだけ硬こう直ちよくして、壮年は目をつむった。

「月白弦摩かな」

「はい」

　馳郎が肯こう定ていすると、茶杯を持ち上げたまま、長老がひとつため息をついた。

「あれからもうそれなりの年月は経たっているのにな。……いいや、きっと、忘れたことなど一日もなかったのだろう」

「長老は、弦摩と長い知り合いでしたか」

「ああ。さっき話に出た薄墨馬州や薄墨蔵人くらんどもな」

　後者の名は、やはり前の事件で馳郎たちの前に立ちふさがった角ありの〈おに〉だった。おそらくは、この長老がともに戦い、背中を預けたこともあっただろう相手。

　その相手の生死を問わず、長老は少年に切り出した。

「君は、どうしたいんだね」

「ひとつだけは、はっきり言えます」

　茶杯を手において、落ち着いた声で少年は口にする。

「ナタを渡わたすつもりはありません」

「それはまた、わがままではあるな」

　と、長老が苦く笑しようした。

　自らの茶杯からぐっと、褐色の液体を飲み干し、少年へ向かい合う。

「だが、もともと歴史は必然や功利主義だけで培つちかわれていったものじゃない。そうした事情を背景にしつつ、最後のきっかけとなるのは案外個人のくだらない感傷や情動だったりするものだ。ましてや、王ならばその権利もあるだろう。──人の歴史で、第一次世界大戦もそうであったようにね」

　かつて、オーストリアの皇位後こう継けい者しやが暗殺された事件を、長老は引いた。この報復から連れん鎖さ的てきに全世界を巻き込んだ大戦が開始され、幾いく多たの国と幾億の人々が泥どろ沼ぬまの戦いに巻き込まれた悲劇の始まり。

　歴史とはそんなものだと、長老は説いているのだった。

　君も、その歴史の過程にいるのだと。

「弦摩のヤツは、だったら争うしかない……とか言ったかな」

「直接ではなかったですが」

「答えは、相手に出させた方がいいからな。交こう渉しよう術の初歩だ」

　髭ひげの奥で、長老が微笑する。

　会話の内容は恐おそろしく不ふ穏おんであるのに、長い年月に裏打ちされたその笑え顔がおだけが変わらなかった。

「……だから、私のところに来たのだね？」

「はい」

　と、少年はうなずいた。

「不思議な人間だな、君は」

　述じゆつ懐かいして、長老の双そう眸ぼうが少年を見み据すえる。

「自分のために他人を利用しようとは、まるで考えそうもない。なのに、これしかないという瞬しゆん間かんには、意外なほどあっさり翻ひるがえしたりもする。その切り替かえに一いつ切さいの躊躇ためらいがないのが、君の最も特異な点だ」

　長老の指摘は、これまでの事件についてだけではなく、今回の馳郎の行動についても触ふれたものだった。

　そもそも、この長老は〈おに〉と鬼仙を仲立ちすべく、自らの家と名を捨てた男ではなかったか。

「ナタを守りたいのは俺の欲よくです」

　と、馳郎は口にした。

　一瞬も揺ゆらがず、長老へと語り続ける。

「ですけど、それによって起こりうる事態は俺の欲だけですまされるものじゃありません。だったら、みっともなく他人の助けを借りるのは、むしろ責任だと思います。最初のきっかけが個人の情動で起きるのは俺も誰だれも人間である以上仕方ない。でも、だからこそ、そこから先に事態が進みそうな場合は、誰かに助けを求めるべきだし、求められるべきじゃないかと考えてます」

「……本当に、キミは」

　堪こらえきれぬように、ナタがこぼした。

　そして、長老はとっくりと少年の表情を見つめた。

「確かに、それが社会の本質だよ」

　言って、背もたれに身体からだを預ける。

「少し意地悪な質問かと思ったが」

「助け船まで出してもらいましたから。──背景は必然や功利主義だって言いましたよね」

　照れくさそうに、少年が鼻の頭を搔かいた。そうすると年相応の態度にしか見えないのに、時折とんでもない飛ひ躍やくを果たす人格を、どう形容すべきだろう。

「その通りだ。きっかけだけで戦が起こることはない。結局のところ、それは関かかわったすべての者が等しく責を負うことだ。たとえ傍ぼう観かんしていただけの者であろうともな」

　それから、不意に猪い首くびを横へねじ曲げた。

　西中華街の方角だった。

「以前、西中華街は私の管かん轄かつではないと言っただろう」

「あ、はい」

　長老の言葉に、少年がうなずく。

「東中華街は私の管轄……。だけど、あそこは伝統的に鬼仙の領域なんだ。私が東中華街にやってくるより前からのね」

「…………っ」

　息を止めた馳郎に、

「鬼が出るか、蛇じやが出るかは分からん」

　す、と長老の目が細まった。

　茶さ房ぼうの一角で、夏の空気が凝ぎよう結けつしたようだった。

「それでも、鬼仙に会ってみるかな？　若き白翁どの」
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　夏休みの商店街は、えてして学生たちで賑にぎわうものである。

　黄こう坂さか市でも例外ではなく、ただし今大通りを渡っている少年少女たちは、学生というにはいささか風変わりすぎた。

「わあ、この街ひさしぶりね！」

　と明るい声をあげたのは、ぺろぺろと真っ赤なソフトクリームを舐なめている、黒ゴスらしき衣い装しように首チヨー輪カーをつけた少女。

　もちろん、ウーである。

「ま、さすがに総会で集まるって言ってるのに、まだ黄坂市に入っちゃならないとはハセ公も言わねえだろうさ！」

　くくく、とジンが笑う。

　以前馳郎たちに決けつ闘とうで負けて、しばらくはナタに近づかないと約束したことを、一応覚えていたらしい。

　真夏にかかわらずびっしりとコートを纏まとい、汗あせひとつ搔いてない姿は、ウー以上に不自然そのものだ。もとの職業が殺し屋であることも考えれば、目立つのはそれなりに問題だと思うのだが、このスタイルを変えるつもりはまったくないらしい。

「私、この街初めてです。パパとママは来たことあるんですか？」

「だからパパはやめろっつの！　腕うでに絡からむのもやめろ！　つか、前に来たときのなんか、全然いい思い出じゃねえし！」

　ぶらさがろうとする白パイをしっしと追い払はらい、ジンがいーと歯を剝むき出す。

　こうしていると──けして普ふ通つうでも夫ふう婦ふでも親子でもないにせよ──昼の商店街を買い物する仲良し兄きよう妹だいと、そのクラスメイトぐらいには見える。

「…………」

　ちなみに、クラスメイト枠わくであるところの隼はや人とは、分をわきまえてなのか、数歩後ろを黙もく然ねんとついていっている。

　ほかがやたらテンションの高い一行だけに、バランスが取れているのかもしれない。

　そんな中、ふと白パイが首を傾かしげた。

「ひとつ、訊きいていいです？」

「あー!?　面めん倒どう臭くさいから嫌いやだ！」

「……ジン」

　白パイの申し出を断った途と端たん、ウーが険しい目つきで睨にらんできたのである。

「む」

「白パイはあたしたちの娘むすめでしょ。ちゃんと答えてあげて」

「むむむむ！　愛妻がそれを言うか！」

　ばりばりと、ジンが頭をかきむしる。

「仕方ねえなあ！　一体何だ!?」

「あ、ありがとうございます」

　歩きながら、器用に白パイが頭を下げる。

「……あの、パパとママと隼人さんは、鬼き仙せんと戦争して、勝てると思います？」

「ああ、それか！」

　幼女の疑問に、ぽんとジンが手を打った。

「んー、そもそも〈おに〉と鬼仙てのは、戦術的には非ひ対たい称しようなんだよな！　あ、いやこの場合戦略的か！　それとも生態系的かも!?」

　くるくると人差し指で円を描えがいて、若者が言う。

「非対称、ですか？」

「おお。白パイにも分かるかな!?　要するにさ、鬼仙は死なないだろ！」

　うなずいて、ジンが白パイのあたまをくしゃくしゃと撫なでる。

「厳密には、寿じゆ命みようでなかなか死なない、だな。代わりになかなか生まれない。対して、神秘の衰弱によって〈おに〉も徐じよ々じよに数を減らしているが、究極的に人間ひとであることには変わらねえわな！　白翁の権力だって人間が基準なんだもんさ！」

「ええと、ええと……つまり、それって」

「ヒント。鬼仙と〈おに〉の力関係」

　ぴたりと人差し指を止めて、ジンがしたり顔で言う。

「……あ」

　と、白パイが瞬まばたきした。

「あの、ひょっとして、鬼仙も〈おに〉も徐々に弱くなるけれども、〈おに〉は人間の科学の発達のおかげでその分を補える……ってことですか？」

「ご名答！」

　ぱんぱんとジンが容よう赦しやなく白パイの頭を叩たたく。

　もっとも、痛いですパパ、と言いながら白パイの方もまんざらではなさそうだった。

「要するに、このゲームは時間稼かせぎしてれば、いつか〈おに〉が勝っちまうんだ！　それが分かってるからこそ、鬼仙も大陸の秘境に引きこもってたわけだろ!?　でもまあ、それでどんどん弱っていくのに我が慢まんできるかどうかは時代によるわな！」

「本当に勝負できなくなる前に……いずれは出てくるってことね」

　ウーが、ぺろぺろとソフトクリームを舐めながら言う。

「む。このソフトクリーム、ブラッドオレンジ味って言ってたのに、いくら舐めても血の味しない。インチキじゃないの」

「もともとそういう意味じゃねえよ！　で、白パイもだいたい分かったか!?」

　愛妻にツッコミをいれつつ、自じ称しよう娘むすめの方を振ふり返る。

「最初に勝てるかどうかって訊いてたけどな！　もしも本当に鬼仙が動いてるなら──少なくとも、向こうは『まだ鬼仙側が戦力的に有利』だと、そう思ってるはずなんだわ！　つうか俺が気になってるのは、むしろ六家の準備が良すぎることなんだけどな！」

「良すぎる？　それって悪いことですか？」

「悪かねえさ！　だけどな……」

　言いかけたところで、ジンが不意に商店街の離はなれた通りを見た。

　す、と眉まゆをひそめる。

「ああん？」

「ああ……いた……」

　昼下がりの商店街には似つかわしくない、あまりに青ざめた顔色の青年が通りの陰かげに佇たたずんでいたのである。

　ジンが、その名を呼んだ。

「お前……青あお朽くち葉ば晃こうだよな!?　何？　うちのポチとまたやる気!?」

「……別に……。総会のときは……ちょっとムキになっただけだし……。それより……話があるんだ……」

　どこか拗すねたように言って、青朽葉は背後へ視線をやる。

　ジンもつられて、同じような場所を見やった。

　途端、若者は険しい気配を纏まとった。

「おい、青朽葉！」

　表面上は陽気に肩かたをすくめ、唇くちびるを歪ゆがめる。

「……これはどういうこった!?」
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　ガイドブックを開いたならば、黄坂市・西中華街はおおよそ地元民の街ということになるだろう。

　観光客向けの屋台や店が多い東中華街に比べて、地元の華か僑きようたちが愛する──まあ有あり体ていに言って下町のような場所だと、そんな風に理解されている。

　実際、馳郎もそう思っていた。

　これまで何度か足を運んだこともあったし、なにしろ地元価格ということもあって、贔ひ屓いきにしてる飲食店もいくつかある。現代でわずか四百円でたらふく食べられる店など、なかなか見つかるものではない。時々、何の肉だか野菜だか分からないようなのも交じっているが、馳郎にとっては救いの神そのものである。

　しかし、馳郎とナタが長老に案内されたのは、いささか趣おもむきを変えた路地裏だった。

（……こんなとこ、あったのか？）

　最初にくぐったのは、ひっそりとした構えの漢方薬局だった。

　刺し激げき的てきな臭においがいくつも入り混じって、長くいると鼻が麻ま痺ひしそうになる。幸いというか、長老は店主にひとつうなずいただけで、そのまま店の裏へと突つっ切っていった。

「長老？」

「このまま来てくれ」

　店の裏は、階段になっていた。

　下りていくと、どうやら店外と思おぼしい半地下になっており、やたら狭せまい路地に店だか住居だか分からない建物が異常な密度でごったがえしている。

「え？」

　思わず、息をのむ。

　およそ、国内の風景とは思えなかった。

　中ちゆう華か街がいはもとより異国の部分をデフォルメした街だが、この路地はより本質的な──本当に、異国そのもののソリッドな部分を押し固めたような雰ふん囲い気きを放っていた。無造作に転がった段ボール箱から粗そ雑ざつにささくれだった窓まど枠わくまで、そのひとつひとつがこの国とは異なるルールによってできあがっていた。

　人の影はほとんどない。

　しかし、あちこちの扉とびらや窓から、多くの視線が感じられる。

　誰だれもが、自分たちを監かん視ししているようだ。

（……まるで、九龍クーロン城みたいだ）

　厳密には、九きゆう龍りゆう城じよう砦さいと呼ばれた地域だ。

　かつて香ホン港コン周辺に実在した、文字通りあらゆる法律が適用されないその敷しき地ちには、おびただしい数の流る民みんがなだれこみ、無計画きわまりない増築につぐ増築を繰くり返した。

　他人の建物と建物が融ゆう合ごうし、他人の家財と家財が折り重なり、街と住居の境目が限りなく消失した風景。東洋の魔ま窟くつとさえ称しようされたその地域は、その退たい廃はいきわまる風景と象しよう徴ちよう性から、多くの映画や芸術にそのイメージを借用されることとなる。

　巨きよ大だいな怪かい物ぶつにも似た、都市の風景。

「…………」

　それに、もうずいぶんと歩いていた。足の疲つかれかたからすれば、中華街を一周しても十分に足るほどの距きよ離りだ。

（これって……）

　思っていたところに、ちょうど声がかかった。

「馳郎」

　夏だというのに、寒そうに二の腕うでをさすって背後のナタが言ったのだ。

「土地が歪んでるな、ここは」

「土地が？」

「壺こ中ちゆう天てんと似たような一種の結界だ。物理的な面積以上の広さが折り畳たたまれている。だが、これは鬼宝や〈おに〉の異能というよりも──」

「ああ。お察しの通り、魔ま術じゆつの領域だな」

　ナタの言葉を、長老が引き取る。

　その発言に、馳郎は思い当たるところがあった。

　以前、長老や太タイ乙イー真シエン人レンが見せていた能力。本来、〈おに〉とも鬼仙とも異なる、もうひとつの異能者の技術だという。

　それは──

「魔ま法ほう使つかい、ですか」

「そういうことだよ」

「じゃあ、この西中華街を統すべているのは長老や太タイ乙イーみたいに、〈おに〉や鬼仙でありながら魔術も使うわけですか？」

「ふむ。現代に近づくほど、鬼仙や〈おに〉、魔法使いや魔ま獣じゆう、幻げん獣じゆうといった類たぐいは区別されていくがね」

　優ゆう秀しゆうな生徒の質問を受けた教師のように、長老がうなずく。

「逆にいえば、古代にいくほどこれらの種別は意味をなくす。今向かっている場所や人は、そういう時代に属している相手だ」

「…………」

　沈ちん黙もくしつつ、馳郎は長老の言葉の意味を探さぐる。

　たとえば、少シヤオ影インでもおそらく百年以上の年ねん齢れいになるだろうと、馳郎は目している。ナタの場合は長期間封ふう印いんされていたわけだが、それを含ふくめれば数百年以上にはなるだろう。

　しかし、それを遥はるかに凌しのぐ相手とは一体何者であろうか……。

　やがて、地下の路地からは光が薄うすれていった。

　どこか長屋にも似た建物の集合体も、こちらを圧あつ迫ぱくするような暗い通路に変じていく。

　暗いというよりも、昏くらい。

　単なる光の有う無むではなく、ある種の重ささえも湛たたえて、馳郎の肩にどっしりとのしかかってくる。この場の闇やみは何らかの物理的な意味合いさえ帯びているのだと、なんとなく馳郎も悟さとっていた。

「体調に気をつけてくれたまえ」

　長老が口を開いた。

「人によってはここの空気は毒になる。強く気を張っていれば大だい丈じよう夫ぶだが、あまり吸い込みすぎないようにしてくれ」

「……あ、ああ」

　ごくりと唾つばを飲み込んで、へその下を意識する。昔格かく闘とう技ぎの師し匠しようが教えてくれたことだった。

「異様に、氣チイが濃のう密みつだからな」

　と、ナタも納なつ得とくした。

　ずっと足音が続いていく。

　意識を強く持っていても、なお遠のくほどの時間が続いた。足音も鼓こ動どうも自分の魂たましいも、闇の向こうへと吸い込まれていきそうだった。

　やがて、

「もうすぐだ」

　と、長老の声が聞こえた。

　そのときだった。

「これは……」

　ナタが息を吞のむ。

　ついで、少年も信じられない音を聞いたのだ。

　いや。

　音だけではない。

　鼻び孔こうは潮の香かおりを嗅かいでいた。

　足の裏は何度となく打ち寄せる波の感覚をとらえ、頰ほおは潮風を感じていた。

「海……！」

　ありえない。

　中華街は海には面してない。仮に、地下を歩いている間に、いつのまにか中華街を出ていたとしても……いや、歩いた距離からすれば、ひょっとして海岸に達するほどにはなっていただろうか。

　むしろ、問題は別にあった。

「な……っ！」

　月を、馳郎は見た。

　外は真昼のはずだった。

　さすがに半日も歩いていたとは思われない。だが、目の前に起きている光景を否定することもかなわなかった。一いつ瞬しゆん、月白が使うような幻げん術じゆつかとも思ったが、〈カエアン〉から提供される各種データも、それらの情報が現実であることを訴うつたえ続けていた。

　潮しお騒さいも、潮風も絶えることはない。

　月光を受けて黒々とうねる夜の海は、まるで幾いく万幾億の蛇へびが群れているようであった。

「……どういうことだ」

　不意に、軋きしるような声が隣となりからあがった。

　長老の表情は、常ならざる緊きん張ちようを孕はらんでいたのだ。

　その視線が、夜の海岸の一点に集中していることに、やっと馳郎は気づいた。

　岩場である。

「あぁ～」

　のんびりしたあくびが、岩の向こう側からあがったのだ。

　眠ねむそうに瞼まぶたをこすって、その男は転がるようにして現れた。

「おおお、どうもどうもぉ～。ご挨あい拶さつが遅おくれましたぁ～」

　丸まった身体からだだった。

　あまりに丸すぎて、むしろ頭部や四し肢しが球体に埋うまってるようにしか見えない。どこかで見覚えのある体型と眼まな差ざしを、馳郎は瞬まばたきしつつ記き憶おくから探り出す。

「……ひょっとして、包パオの？」

「はあぃ～。包パオの父でありますぅ～。老ラオ包パオとお呼びください～」

　こめかみのあたりを布で拭ぬぐって、肥満漢はにこやかに笑った。といっても、なにやら顔の脂し肪ぼうが移動した……としか分からないのだが、なんとなく笑っている雰囲気だけは確かく認にんできた。

　ただし、笑え顔がおが常に友好的とは限らない。

「管理人どの、これは一体どういうことですかな？」

　と、長老が一歩前に出たのだ。

（管理人？）

　この西中華街の管理人、ということだろうか。

　包パオがそんな大物の子供だったことは驚おどろきだが、それよりも今は状じよう況きようの変化が気になっていた。

「これほど、結界が活性化しているのは初めて目にします。一体どのようなわけが？」

「主あるじがぁ、大陸からいらっしゃいましたのでぇ～」

「主ですと？」

　長老の額に、血管が盛り上がった。

　すぐ、それは緊きん急きゆうの意志となって、少年へ警告の矢を放たしめた。

「馳郎どの！　今すぐご退去を！」




「──あら、それはもったいない」




　新たな声こわ音ねが、少年たちの魂を揺ゆさぶった。

　けして、比喩ではなかった。

「私に会いに来たのは、あなたたちでいいわよね？　ええ、あなたが新しい白翁だと思うのですけれど、間ま違ちがえてないかしら」

　水すい晶しようの鈴すずにも似た、その声音。

　戌見馳郎は、自らの死を実感した。

　生まれて初めて、あらゆる感情を喪そう失しつした。

　美しすぎるものは人ではありえないという。それは芸術であり、神に奉ほうじられるものであり、ひいては神そのものであるからだ。

　まさに。

　その女が、そうだった。

「娘むすめが世話になってるそうね」

「むす……め……？」

　声は、まともな言葉にならない。この場にあってはいかなる異能よりも、いかなる兵器よりも、この女の存在そのものが危険であった。みっともなく背中を見せて逃にげ出したいと願う、そんな思考すら端はしから溶とけていってしまうのを、少年は感じた。

「ええ」

　その笑みは艶あでやかすぎた。

　その瞳ひとみは麗うるわしすぎた。

　その肌はだは白磁よりも滑なめらかで、貴妃服を翻ひるがえす所作のひとつひとつまでが優ゆう雅がすぎた。

　古代と現代では美の基準はまるで異なるというが、そのような人の推測など軽々と超こえて、その女はひとり存在していた。

　だが、

「は……はせ、ろう……」

　その怯おびえた声が、少年を正気にひきずりもどした。

「ナタ」

「こ、こ、こいつは……」

　歯の根が嚙かみ合ってない。かつてウーに出会ったときですら示さなかったその恐おそれの意味を、数秒遅れて馳郎は知った。

「蓮リヤン花フアの母、西シー王ワン母ムーと申します」

　月よりも優美に、女が両手を組み合わせる異国の礼を取ったのだ。

　そして。

　もう一言、ナタが付け加えた。
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「ナタをつくった……鬼き仙せんの……女王……？」

　声は、掠かすれていた。

（なぜ？）（どうして今？）（ここにいる理由は？）（長老が騙だまされた？）（弦げん摩まの言った通りだった？）（すでに戦いくさが始まっている？）

　無数の疑問が生まれ、暴れ出してしまいそうになるのを、少年は必死にこらえる。ただただ一心に奥歯をかみしめる。歯は茎ぐきを伝わる血の鉄てつ錆さびた味が、少しだけ冷静さを取り戻もどしてくれた。

　口にすべき言葉を、ひとつに収しゆう斂れんさせる。

「……戌いぬ見み馳はせ郎ろうといいます。ただの戌見馳郎です」

「あらすごい」

　童女のように、西シー王ワン母ムーが笑った。

「私に会って、何の権けん威いも借りず、ただ挨拶するだけなんてね。なかなか難しいことよ。春秋戦国や三国の頃ころにも、それができたのは五指には足りなかったわね」

「そんな、大げさなものじゃないですから」

　絞しぼり出すように、それだけを言った。

　ただ立っているだけがこんなに難しいことを、初めて馳郎は知った。その場にあるだけで、ぐらぐらと自分の何もかもが侵しん蝕しよくされていくような感覚。

　これならば、氣チイを略りやく奪だつされる方がよほどマシだ。

　この女の美は、まさしく人の尊厳を汚けがす領域に達していた。

　鬼仙。

　人間の天敵の、これがひとつの頂点であったか。

「この国に来るのはずいぶんひさしぶり。私という存在は土地に根付いてるから、移動するには結構な労力がかかってしまうの。老ラオ包パオには苦労させたわ」

「いぃえぇ～。これが仕事ですのでぇ～」

　のんびりと、包パオの父が口にする。

　だが、到とう底ていそののんびりした態度にはなじめず、少年はちらりと隣の少女を見やった。

（……ナタは）

　思い詰つめたような表情は、変わらない。

　それも当然か。

　先の言葉が本当なら、この女こそは人間であったナタを鬼仙兵器へとつくりかえ、大戦へと導入せしめた元げん凶きようであった。

「じゃあ私もあなたを白はく翁おうとしてではなく、ただの戌見馳郎として迎むかえましょう。今はそういう話がしたくて来たのよね？」

　あくまで優やさしく問いかけてくる──その優しさこそが恐ろしかった。

　態度にも言葉にも何ら大おお仰ぎようなところがないからこそ、ひしひしとその異常が肌はだ身みにしみた。無む味み無む臭しゆうの毒にも似て、こちらの芯しんを汚お染せんしてしまいそうなおぞましさがあった。

　それでも、口を開いた。

「……鬼仙は、どうして戦を仕し掛かける？」

「よくご存じ」

　歌うように、西シー王ワン母ムーは言った。

「幾いく度どとなく、鬼仙と〈おに〉とは争ってきたわ。鬼わたし仙たちから仕掛けたことも、〈おあなたにがた〉から仕掛けてきたこともあったわね。きっかけになった事件はいろんな種類があったし、それこそちょっとした恋こいのもつれとかもっとくだらない理由もあったけれど、きっとあなたが訊ききたいのはそういうことじゃないわね？」

　確かめるように。

　誘さそうように、女が語りかける。

「もっと、根本的なことよね？」

　鼓こ膜まくをあやすような、その囁ささやき。

　今にも跪ひざまずきたくなる自分を鼓こ舞ぶしながら、馳郎が問う。

「あるのか。そういうのが」

「ええ」

　肯こう定ていして、女がくすくすと貴妃服の衣ころもを口元にあてる。

「そうよね。案外、外部には特定しにくいものよね。鬼仙と〈おに〉にはいろんな戦う理由があるし、一番大事な理由なんて弱点と同じだもの。知られないのは無理にしても、それがどれだけ根本的なのかは隠かくそうとするものよ」

　女の言葉は官能的であり、冒ぼう瀆とく的てきですらあった。

「でも、あなたには、私が教えてあげる」

　耳から毒を流し込むように、女は言う。

　馳郎という魂たましいを救いようもなく、引き返しようもなく、穢けがしてしまおうとするように。

「鬼仙が生きていくには、土地が必要なのよ」

　女が、ゆるゆると囁く。

　その囁きに、少年が呻うめいた。

「土地？」

「そう、土地よ」

　潮しお騒さいに合わせて、女がうなずいた。

「霊れい気きの豊ほう穣じようたる土地が。大陸ではもはや、誰だれかに押さえられてない場所はほぼなくなってしまったわ。どれだけ広大な大陸でも、私たちはいずれ食い尽つくしてしまう。ええ、あなたはそういう場面を見てきたのではないかしら」

「…………」

　馳郎は、息を止める。

　まさに、心あたりがあったからだ。

　以前、鬼き無な里さ海岸でナタが全力をもって〈九きゆう竜りゆう神しん火か罩とう〉を使ったときのことだ。海からも空からも根こそぎに呪じゆ力りよくを奪うばっていったその姿を、少年はまるで『世界を喰らっているようだ』とそのように考えていたのである。

　真性の、世ワー界ルド喰イーらタいーだと。

「鬼仙や〈おに〉に限らずとも、世界の神秘は減少していく一方。この数百年、私たちにほとんど新しい子供は生まれなかった。〈おに〉もどんどん角を持つ子供は少なくなってるでしょう。……つまるところ、どちらももう自分たちの領土ではやっていけないのよ」

　女の唇くちびるが歪ゆがむ。

　赤い、三日月の形に。

「だから、私たちにはこの国が必要なの」

（……しまった……！）

　痛つう恨こんの思いに、馳郎はかられていた。

　女の言葉からこぼれてきた真実に、足あし下もとを突つき崩くずされた錯さつ覚かくさえ感じた。

（……闘とう争そうの質を……見誤ってた……？）

　これが、単なる利得ゆえの闘争であれば、交こう渉しようの余地はあっただろう。白翁という権力には多くの割かつ譲じよう余地がある。そのどこまでを自分ひとりの都合で動かしてよいかは別として、少なくとも鬼仙と白はく鳳ほう六ろつ家けの間で動くだけの価値はある。

　しかし、生存闘争だけは話が別だ。

　それは、動かせない。

「ええ、そうね」

　少年の内心を見み透すかしたように、女が艶やかにうなずく。その仕草が自分に向けられたというだけで、失神する人間もいるだろう。

「白鳳六家の話は、すでに聞かせてもらってるわ。今の三つ角が四人であることや、つい先日薄うす墨ずみで動乱があったこともね」

「……え？」

　数秒、その意味が分からなかった。

　だが、すぐに分からされた。

　夜の海岸の少し離はなれた位置に、ぽっかりと人間が浮ういたのだ。

　ふたりの人間だった。

　どちらも十五、六歳ばかりと思おぼしい、ふたりの少女であった。

　いや、片方は男子用の学生服を着ているのだが、あちこち傷ついた衣服と肢し体たいは本来のふくらみを露あらわにしてしまっている。もう片方はポニーテールで、研究者みたいな白衣を纏まとっていた。

　どちらも、馳郎にとってかけがえのない相手だった。

「リコ！　北ほく斗と！」

　いいや。

　それだけではない。

　ふたりの少女が浮いているように見えたのは、闇やみの中で、同じぐらい小こ柄がらな相手が支えていたからだった。見事に気配を消しきって、うつむいたまま現れたその相手も、少年にとって見知った人物であった。

　やはり同じ年とし頃ごろの、チャイナドレスの少女。

「……お前……っ」

　こちらの少女の名は、隣となりで後ずさったナタが呼んだ。

「蓮リヤン花フア……っ」

「…………」

　蓮リヤン花フアは何も言わなかった。

　少年にもナタにも長老にも視線ひとつ向けず、ただ唇を引き結んで黙だまり込んでいた。

「お疲つかれさま、蓮リヤン花フア」

　愛情に満ちた声で、西シー王ワン母ムーが優しくうなずいた。この美女にこんな態度を向けられれば、誰もがとろけてしまうだろう。一生を捧ささげる者だっていくらでもいるに違ちがいない。

　それでも、蓮リヤン花フアは顔をあげなかった。

　西シー王ワン母ムーはさして気にすることもなく、少年を向いて、軽く手を合わせた。

「じゃあ、これでお話は終わりでいい？」

　にこにこと笑って、女が首を傾かしげる。

「……どうするつもりだ」

「大したことじゃないわ」

　長い髪かみを夜風に任せて、西シー王ワン母ムーは言う。

「もともと、あなたは鬼き仙せんと〈おに〉の争いには関係ないのでしょう。だったら黙って見ていればいい。私たちはちゃんと光の世界まであなたを送り返してあげる。黄フアン長老もそれで問題ないわね？」

　沈ちん黙もくしている長老に、西シー王ワン母ムーは一応の確かく認にんをしてうなずいた。

　女王に逆らえるものなど、いるはずがない。

　そして。

　視線は、ナタへと向いた。

「っ……！」

　少年が、胸を押さえた。

　鼓こ動どうがうるさかった。どくんどくんと耳の近くの血管が脈打つのまで分かる。そこまで集中して、少年の全神経が警報を訴うつたえていた。

　続く言葉は発させてはいけない。

　その口を開かせてはならない、と。




「……だけど、その子だけは返してもらうわね」




　忘れていたわけではない。むしろ、この女の素す性じようを知ったときから、ずっと警けい戒かいして気を張りつめさせていた事こと柄がらだった。

　だが、だからといって、少年に何ができたろう。

　女の手の平に現れた、玉ぎよく璽じにも似たその鬼宝は──

「──〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉！」

　止めようとした。

　走り出そうとした。

　たとえこの五体が砕くだかれても、それだけは許せるはずがなかった。戦争まで決意しても、どうあってももう一度繰くり返させてはならない事柄だった。

「ダメだ、馳郎！」

　制止したナタが、岩場を滑すべるようにして、西シー王ワン母ムーとの間合いを詰つめる。

　足場の悪さなど何の問題にもならなかった。極きわまった武術の身体運用は出がかりの無む駄だを削けずり、最初からトップスピードを叩たたき出す。さらに、西シー王ワン母ムーが〈七鍵勅書〉を持ち出す直前から、少女の内側で鬼宝は臨界に達していた。




「──古き七しち支し族ぞくの血を借りて、汝なんじの兵器は筋きん斗と雲うんの三番目の娘むすめに乞こい願う！」

「風の疾しつ輪りん、火の業ごう輪りん、双ふた輪わならびて蒼そう穹きゆうを走れ。風ふう火か輪りん！」




　火か眼がん金きん睛せいの色を、瞳ひとみが宿す。

　ナタの足の裏に、回転する炎ほのおの車輪が生まれた。

　風火輪。移動用につくられた鬼宝が、少女の速度をさらに後押しして、西シー王ワン母ムーへと肉にく薄はくする。

「聞けるか馬ば鹿か！」

　少年も、追つい随ずいした。

　ナタだけに任せるなど、できるはずもなかった。

「〈カエアン〉！」

『要リク請エス起ト・動ブート。攻こう性せいプログラム０３──〈リッパー〉』

　たちまちジャケットの内側から三本の仕マニ掛ピユけレー腕タが飛び出し、鋼鉄をも断たち切る特とく殊しゆ鍛たん造ぞう刃じんを露ろ出しゆつさせる。インナージャケットへ仕込まれた人工筋肉によって、馳郎は〈カエアン〉とともに加速する。

　波は濤とうが散った。

　ナタが叫さけんだ。




「古き七支族の血を借りて、汝の兵器は四し宝ほう剣けんの六番目の双ふた子ごに乞い願う！」

「其そは両りよう儀ぎなり四し象しようなり、八はつ卦けを連ね巡めぐり結びて阻はばみたまえ、陰いん陽よう剣けん！」




　蒼あおと紅に塗ぬり分けられた鬼宝の双そう剣けん──陰陽剣を顕けん現げんさせて、少女は西シー王ワン母ムーの左側面から仕掛けたのだ。ふたつの剣を平行に重ね、ほとんど独こ楽まのような体勢で連続的に斬きりかかる。

　馳郎が、右側から加わった。

　五本脚あしの蜘く蛛もにも似た姿は、まさしく刃やいばの嵐あらし。

　申し合わせもしないのに、左右からの完かん璧ぺきなコンビネーションであった。これまでのナタと馳郎の時間が結実した、両面攻こう撃げき。

　しかし、

「──うん、素す晴ばらしいわね。本当に、ふたりとも仲がいいこと」

　貴妃服の裾すそをさばき、少女の剣さばきを前に、西シー王ワン母ムーは一いつ切さいの躊躇ためらいなく踏み込んだ。

　刃は圏けんの内側に悠ゆう々ゆうと入り込み、少女の動きに合わせてその手首に触ふれたのだ。軽く触れたとしか見えない手の甲こうが、化か勁けいを用いてナタのベクトルを誘ゆう導どうし、剣の切っ先を躱かわしつつ少女の身体を半回転せしめる。

　誘導されたナタの身体がそのまま盾たてとなり、一いつ緒しよに斬りかかったはずの馳郎さえ制せい御ぎよしてのけたのは、凄すさまじいまでの手て際ぎわであった。

「でも、忘れた？」

　吐と息いきのかかるほどの近きん距きよ離りで、西シー王ワン母ムーが微笑ほほえむ。

「あなたに武術を教えたのは……私よ？」

「分かってるさ」

　と、ナタも言った。

　こちらの手首と相手の手の甲が触れているだけなのに、まるで身体に力が入らない。武術の達人が指先に小鳥を乗せたならば、ほんの些さ細さいな指の浮き沈しずみで、鳥が飛び立てないようにできるというが、ナタを操縦しているのはその逸いつ話わの再現であった。

「武ウー術シユーじゃ勝てない。封ふう印いんされてる限り、鬼宝でもかなわない」

　刹せつ那な。

　少女の手から、鬼宝が消えた。

　バランスが崩くずれ、西シー王ワン母ムーの身体が前のめる。その一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、呪じゆ縛ばくから逃のがれたナタが背後へと回り込んだ。

　持ち上げた少女の手が、黒々と異形の顎あぎとを開いた。

（──それは！）

　知っている。

　鬼宝を持っているままでは使えない、ナタの不死属性。

　あらゆる鬼宝と鬼仙の力を無効化する、絶対的な鬼仙兵器の権能。




「渾こん沌とん回帰」




　口こう訣けつを、少女は唱える。

「そう。あなたの勝ち目はそれだけよね」

　と、西シー王ワン母ムーが囁ささやいた。

「そして、それがあるからこそ、私たちはあなたを放置することができない。いくら私でも〈七鍵勅書〉があっても、あなたはそのすべてを無に帰することができるから。あなただって、私たちが〈七鍵勅書〉を持っている限り、無視し続けるのは難しい」




「我は裁く者！　我は封ふうじる者！」




　手の平が向けられる。そこから吹ふく風こそは、死神すら滅めつする陰よ府みの風。

　決まった、と思った。




「汝が七しち孔こう七なな度たび塞ふさぎて、あれかし姿に帰れ──」




　口こう訣けつが終わるや否いなやの瞬しゆん間かん。

　闇やみの中から現れた植物の蔓つるが、後ろからナタの腕へ絡からみついたのだ。思いがけない力によって腕はひねりあげられ、魔ま風ふうは夜天だけを吹き抜ぬけた。

「蔓!?」

　その意味は、すぐに分かった。

「……それだけは、させられません」

　ナタを捉とらえた緑の蔓を五指に絡ませ、夜闇から長チヤン袍パオの青年が現れたのである。

「少シヤオ影イン……！」

「ああ糞クソ最悪です。本当にろくでもない。西シー王ワン母ムー様は十分な温情をかけたはずです。どうして、そこで引き下がらなかったのですか」

　蓮リヤン花フアに常に付き従う、毒どく舌ぜつ従者。

　いつも青ざめた顔色が、なぜかこのときだけはひどく申し訳なさそうに見えた。その理由が一瞬だけ頭をよぎって、しかしそれ以上の思考を状じよう況きようが許さなかった。

「こいつは任せろ！」

　馳郎のナイフが、緑の蔓を断ち切る。

　ナタとの間に立ちはだかるようにして、少年は青年鬼仙と対たい峙じした。

「……やっぱり、お前らはそっちかよ」

　苦いものが、胃の底に残った。

　心を許すとはいかなかったものの、これまで幾いく度どかの事件では助けられた間あいだ柄がらであった。鬼き仙せんという立場からすれば、いずれこうなるのが当然と分かっていたのに、馳郎にはどうしても受け容いれられなかった。

「やっぱりも何もありません。脳のう味み噌その代わりに糞クソ藁わらでも詰めているんですか？　最初から私とあなたはこういう間柄です」

「……ああ、知ってたよ！」

　振ふるわれた刃を、少シヤオ影インは避さけようともしなかった。

　深々と長チヤン袍パオが切り裂さかれて、おびただしい血が飛し沫ぶき──その端はしから、フィルムが巻き戻もどされるように再生していく。

　鬼仙でも最さい高こう峰ほうの再生能力を盾として、その手が少年を捕とらえんと伸のびる。

「〈カエアン〉！」

『イエス、マスター！　要リク請エス起ト・動ブート。攻こう性せいプログラム０４──〈ボルト〉！』

　ナイフが折りたたまれ、仕マニ掛ピユけレー腕タが電でん撃げきを発した。

　その威い力りよくも、以前より大きく上じよう昇しようしていた。少シヤオ影インの腕を伝わり、その口と眼がん孔こうから凄まじいまでの紫し電でんが迸ほとばしる。電流を受けた筋肉が痙けい攣れんし、少年を捕らえそこなって……やはり、わずか数秒ほどで元の状態へと復帰した。

　ぶすぶすと、青年の口元から煙けむりがこぼれる。

　ずるりと拭ぬぐい、何事もなかったかのように、少シヤオ影インは馳郎を見つめた。

「初めて会ったときのようですね」

「……そういや、そうだったか」

「ええ、糞クソ面めん倒どうなその服に、最初から手こずらされました。電気の味など覚えたくもなかったですが」

　あのときも、蓮リヤン花フアと少シヤオ影インはナタを追っていた。

　馳郎との交戦に至ったのはいささかの偶ぐう然ぜんも絡んだが、結局のところ、そうなる運命だったとしか言えない。

「どけよ」

「いいえ、どきません」

　覚かく悟ごを決めた言葉が、少年へと返った。

「──それに、もう終わりです」




　　　　＊




　月光が、岩場を照らしていた。

　足あし下もとの悪い濡ぬれた岩場で、何の不自由さもなく、西シー王ワン母ムーは少女を優やさしく見下ろしている。

「もう一度、不死属性を操あやつるだけの氣チイは残ってる？」

「…………」

　ナタは息を荒あららげて、膝ひざをついている。

　封印状態であっても、不死属性自体は使用可能である。しかし、それは多大な氣チイを消しよう耗もうしてのことだ。立て続けに鬼宝を使った反動も含ふくめて、今のナタは枯こ渇かつ状態に陥おちいっていた。

「でなかったら、もう終わりましょう」

　そっ、と手の平に載のせたのは〈七鍵勅書〉。




「崑こん崙ろんの女王の名において、西シー王ワン母ムーが太たい極きよく符ふ印いんの四番目の息むす子こに命ず」




　口こう訣けつが、女の唇くちびるから夜にほどけていく。

　その意味と呪じゆ力りよくを受けて、玉ぎよく璽じに似た鬼宝が淡あわく発光しだす。

「ナタ──！」

　遠く、少年の声が聞こえた。

　だが、馳郎も駆かけつけられない。

　少シヤオ影インに牽けん制せいされた状態では、いかな〈カエアン〉と馳郎といえどもそれ以上の身動きはとれない。青年鬼仙と刃を交かわしつつ、もどかしげに歪ゆがむ少年の表情が、ひどく少女には愛いとおしかった。

（……なんて顔、してるんだ）

　おかしくなって、ナタは少しだけ苦しみが和やわらぐのを感じた。

　こんなときまで私を助けてくれるんだな、とそんな風に安らいでしまった。

　だから、

（……ああ、そうだ）

　朦もう朧ろうとした意識で、ひとつ思い出した。




「渾こん沌とん、太極、盤ばん古この渦うず」




　口こう訣けつが流れる。

　ナタを操るための、決定的な鬼宝が起動されてしまう。

　それより先に、ずっと以前から考えていた手段に、ナタはうって出た。




「……古き七しち支し族ぞくの血を借りて、汝なんじの兵器は四し宝ほう剣けんの六番目の双ふた子ごに乞こい願う」




　同じく、口こう訣けつを夜に響ひびかせたのだ。

　体内に戻した陰いん陽よう剣けんをもう一度顕けん現げんさせるのか。だが、もはや間に合うまい。西シー王ワン母ムーの実力もすでに証明されている。疲ひ弊へいしきった身体からだで打ち勝つことはなお難しい。

　馳郎だけが、その意味に気づいた。

「ナタ！　やめろ──！」

　少女の手に、剣けんが生まれる。

　今まで、何度も少年と少女を支えてくれた守護宝剣。




「七しち言げんもちて七しち鍵けんと成す」

「其そは両りよう儀ぎなり四し象しようなり……」




　満まん腔こうの自信とともに、西シー王ワン母ムーが口こう訣けつを終えようとする。

（……ごめん）

　もう、言葉を吐はき出す余力もない。

　ただ、伝わればいいなと思った。




「まつろわせよ、まつろわせよ、其を律りつ令りようの如ごとく疾とくまつろわせよ、七鍵勅書！」

「其は両儀……なり……四象……なり……八はつ卦けを連ね……巡めぐり結びて阻はばみたまえ、陰陽剣……！」




　ナタの瞳ひとみから、意志の光が消える。

〈七鍵勅書〉が、彼女のすべてを支配する。

　しかし、その刹那、逆手に持った剣が少女自身の胸へと吸い込まれた。

「ナタ！」

「…………！」

　西シー王ワン母ムーに逆らうのではなかった。

　その剣をもって、ナタは自らの胸を刺さし貫つらぬいたのである。

　まるで水に差し込んだかのように何の抵てい抗こうもなく刃やいばは白い胸へと沈しずみ、不自然極きわまることに血の一いつ滴てきさえもこぼさなかった。鬼仙兵器たる少女は突とつ如じよとして人形であることを思い出したかのごとく、両の足で立ったまま静止した。

「……すごいわね。それはまったく想像しなかったわ」

　どこか呆あきれたように、憐あわれむように、西シー王ワン母ムーがかぶりを振る。

「命令に逆らえないなら、自分を機能停止させるなんてね。ああ、兵器という在り方からすると、自殺とは言えないかしら。よほど前から、いざというときはこうすると覚悟していたのね」

　ため息が、夜の海に溶とけた。

「ね、蓮リヤン花フア。あれを片付けてくれる？」

「…………」

　チャイナドレスの少女は動かない。

　代わりに、

「……ナタ……！」

　と、静止した少女に近づいた者がいた。

　剣に触ふれないようにして、馳郎が震ふるえる手で少女の肩を抱だいた。

　頰ほおを伝わるものに、少年は気づいてなかった。滂ぼう沱だと涙なみだを流しながら、たった今起きた出来事をいまだに受け容いれられずに立ち尽つくしていた。

　そんな様子に、

「でも、あなたは良かったわね」

　と、西シー王ワン母ムーは首を傾かしげた。

「良かった……だと……」

「だって、戦う理由がなくなったでしょう？　わざわざここまで足を運んだ甲か斐いはあったわよね。まあ仕方ないし、彼女はこちらで封ふう印いんしてしまいましょうか。太タイ乙イーを見つければ、もう一度修復してもらえるかしら」

　紛まぎれもなく本気で呟つぶやき、困ったわねえと瞼まぶたをつむる。

　だからこそ、少年は、もう一度震えた。

「……ふ」

「ふ？」

　震えながら、少年は顔を持ち上げた。

「ふ……ざ……け……」

　今度こそ、抑おさえ込むことなんて不可能だった。

　そんな思考のひとかけらすら、煮にえたぎる溶よう岩がんのごとき情動に溶けて消えた。

「ふっざ、けるなあああああああああああああああああああああああああああああ！」

『マスター！』

　ナタを横たえ。

　機械音声の制止さえ振ふり切って、走り出す。

『マスター警告します。該がい当とう個体の戦力をこちらの制圧能力以上と推定します！』

「黙だまれ！」

　初めて。

　そう、初めて、馳郎は〈カエアン〉の警告を一顧だにしなかった。

　そもそも考えるなどという機能が殺し尽くされていた。少年は煮えたぎる溶岩であり、炸さく裂れつし放たれた弾だん丸がんであった。ありとあらゆる能力は、目の前の相手を叩たたきのめすことだけに注がれていた。生まれてからこれまで一度としてなかった、すべての能力どころかすべての精神こころの──その一滴までもただひとつに傾かたむけ尽くす快感を、少年は無意識のままに味わった。

　それこそが復ふく讐しゆうの甘美であると、弦摩がいれば微笑しただろうか。

「強フオ制ース起ド・動ブート！　一式！」

『……受じゆ諾だくしました。要リク請エス起ト・動ブート。──一式・特パン攻ツ用ア複ー合・電ア磁ー腕ム』

　ジャケットが、機き甲こう腕わんを構築する。

　馳郎にとっては個人で携けい行こうできる、最大最強の武装アームズ。電レ磁ー誘ル導ガ砲ンの原理をもって敵を粉ふん砕さいする装備はこの数ヶ月の間にも幾いく度どとなくアップデートされ、その威い力りよくは七割近い向上を果たしている。

「あら、可愛かわいい玩具おもちや」

　唇をほころばせ、西シー王ワン母ムーが貴妃服の袖そでを持ち上げる。

〈カエアン〉の電磁腕に対たい抗こうして、いかなる秘術がそこから繰くり出されるか。

　五ご岳がく三さん山ざん──鬼き仙せんの頂点に立つというその実力は、どのような鬼宝や不死属性で少年を打ちのめさんとするのか。

　口こう訣けつが迸ほとばしった。




「朱す沙さの血をもって、朱ジユウ蓮・リヤ花ンフアが如によ意い金きん箍こ棒ぼうの八番目の娘むすめに命ず！」




　西シー王ワン母ムーではなかった。

　まったく別の方角から、祈いのるような口こう訣けつが周囲の氣チイを根こそぎ搔かき集めて、降り落ちる星と化したのだ。




「黒こく曜よう喰くらいて拉ひしぎ潰つぶせ、彗すい星せい錘すい！」




　凄すさまじい衝しよう撃げきが、海岸を揺ゆるがした。

　濛もう々もうと塵じん埃あいが世界を覆おおい尽くし、やがてすり鉢ばち状に抉えぐられた岩場に、細身の人ひと影かげだけが残って夜天を見上げていた。

　西シー王ワン母ムーは無傷だった。

「し、西シー王ワン母ムーさまぁ～！」

　戦いの途と中ちゆうで、離はなれて丸まっていた包パオの父が、慌あわてて駆かけ寄ってくる。

　しかし、そんな管理人にはかまわず、西シー王ワン母ムーは柳りゆう眉びを不可解そうにひそめ、細い指を顎あご元もとに持っていった。

「どういうつもりかしら、あの子」

　周囲を見回す。

　すでに蓮リヤン花フアはいなかった。

　ばかりか、居合わせていたはずの長老、倒たおれていたはずのリコと北斗の身体も、同じく消えている。

「鬼仙兵器だけは、あなたが連れて行かせなかったのね。少シヤオ影イン」

「……主命ですので」

　青年鬼仙は、ただ頭こうべを垂れた。

　その傍かたわらで、自らの剣に貫かれたナタが緑の蔓つるに縛しばられていた。

「ふふ。本当は鬼仙兵器だけじゃなくて、蓮リヤン花フアが逃にげるのだって止められたんじゃないの？　ずーっと毒どく舌ぜつばっかり振りまいてるくせに、あの子には本当に甘いものね」

　その質問には答えず、嚙かみしめるように少シヤオ影インは答えた。

「……すぐに、追わせていただきます」

「いいえ？」

　と、女王は朱しゆ唇しんを歪ゆがめた。

　ひとつだけかぶりを振って、ひどく嬉うれしそうに西シー王ワン母ムーは告げたのだ。

「追うなら一いつ緒しよよ。面おも白しろくなってしまったもの」

　そして、付け加えた。




「あの子がそこまで執しゆう着ちやくする相手を、もっときちんと見み極きわめておかないとね」




　　　　２




　外は、夕暮れだった。

　西中華街の空は、血のような赤に染まっている。大陸の文字の看板が所ところ狭せましと掲かかげられ、団地とも廃はい墟きよともつかない建物がいくつも融ゆう合ごうした独特の風景は、とりわけ夕ゆう映ばえによく似合った。

　そして、少女の身体からだは、そんな夕日を横切るようにして上空に飛び上がったのだ。

「……はあっ！」

　ビルの屋上に着地して、蓮リヤン花フアは思い切り息を吐はき出す。

　どさ、と担かついでいた少女たちを降ろす。

「黄フアン長老、とりあえず大だい丈じよう夫ぶみたいよ」

「……うむ」

　こちらは大きく息を荒あららげつつも、威い厳げんを崩くずさずにうなずいた。

　蓮リヤン花フアと同じく、馳郎の身体を降ろす。

　長老は馳郎を、蓮リヤン花フアは北斗とリコのふたりを担いでいたのである。鬼仙でもずばぬけた怪かい力りきからすれば、年とし頃ごろの女の子ふたりなど綿毛のようなものだったろう。

「……すまない。まさか、君に助けてもらうことになるとは」

「知らないわよ」

　長老の言葉に、少女は唇くちびるを引き結んだ。

「あたしだって、なんでこんなことしてるか分からないんだもの。今だって、ちょっとまともに考えたら膝ひざから震えてきちゃうのよ。お母様に逆らったのなんて何度もあるけど、こんなのは初めてだもの」

「……そうか、そうだな」

　長老が、重くうなずく。

　こちらも元は二つ角の〈おに〉であり、常人とは比べものにならぬ体力を有しているようだったが、最前の脱だつ出しゆつ劇は身体に堪こたえたらしい。それでもひとつ深呼吸しただけで自らを鼓こ舞ぶし、眼下の街へ視線を落とした。

「私は、先に脱出路を確かく認にんしよう」

「ええ。待ってるわ」

　壮そう漢かんを見送って、少女は倒れた少年を見下ろした。

　うなされたまま、馳郎は気絶していた。彗星錘の一いち撃げきの陰で蓮リヤン花フアがやったのだ。もしも意識があったなら、あのまま撤てつ退たいすることに賛同したとは思えないから、少女の行動は適切と言えただろう。

　ただ、今の問題はもっと複雑だった。

「ああもう少シヤオ影イン──って、今あいつに追いつかれたら困るのよね」

　ほとんど条件反射的に呼びかけた名前に、蓮リヤン花フアは苦く笑しようを嚙み殺す。

　何かしら困ったときには、結局いつもあの従者を頼たよりにしていたということだ。生まれたときからずっと世話されているのだから無理もないが、ちょっとだけ頰ほおが赤くなってしまう。

　この国まで来ても、いまだに自分は独り立ちできてない。

　ひょっとすると、今回が初めてかもしれなかった。

　こんな形になるとは、誰だれも思っていなかったとしても。

「…………ちょっとだけ、いいよね」

　呟いて、蓮リヤン花フアはしゃがみこんだ。

　そっ、と少年の頭を自分の膝にもたせかけた。

「……馬ば鹿か」

　じっ、と少年を見下ろして口にした。

　身じろぎもしない少年の手を、そっとたぐり寄せる。

「あたし、ちょっと無理しちゃったわよ。自分でも信じられない。何させてくれるのよ。あんたが馬鹿すぎるせいなんだからね」

　頰を、むにゅとつねった。

　ちょっとだけ顔が変形して、心ここ地ちよい柔やわらかさが指に伝わった。ついつい二度三度と少年の感かん触しよくを堪たん能のうしてから、少女は困ったように眉まゆをひそめた。

「起きてよ、馬鹿」

　囁ささやきかける。

　泣きそうな顔で、少年の顔をさする。

　不老不死ともいえる鬼仙の少女は、今このとき、ひどくかよわい存在に見えた。昏こん倒とうした少年とふたりきりで、夕日が消えるときにはそのまま消え去ってしまいそうだった。

　徐じよ々じよに空は暗くなっていき、蓮リヤン花フアの吐と息いきもかぼそく溶とけていく。

　そのとき、

「……ぅ」

　かすかな呻うめきが、少年の口元からこぼれたのだ。

　あ、と慌てて蓮リヤン花フアが手を離した。

　膝の上に乗せた馳郎が、ぶるりと身体を震ふるわせ──眼めを開いたのである。

「……気がついたの？」

「りゃ……蓮リヤン花フア……？」

　名前を呼んで、少年は曖あい昧まいに何度か瞬まばたきをした。

「俺は……」

　ぼんやりと口にして、すぐ馳郎は上半身をもたげ、猛もう烈れつな勢いで周囲を見回した。

「ナタは！　ナタはどうなった!?」

「……あの子は、連れ出すの無理だったわ。がっちり少シヤオ影インが貼はり付いてたから」

「っ……！」

　息を吞のみ込み、かぶりを振ふった。

　無む理り矢や理りに立ち上がる。よろけながらも、屋上の出口へと歩き始めた。

「ちょっと何する気よ！」

「さっきの……場所だろ。助けに行くに決まってる……！　鬼仙なんだろ……あんなので死ぬはず……」

　振り払はらおうとする手を、蓮リヤン花フアががっしと受け止める。

　そうでなくても、馳郎の腕わん力りよくで蓮リヤン花フアを押し出せるわけがないのだ。

「ふざけないで！」

　と、一いつ喝かつした。

　さすがに動きを止めた馳郎をつかまえ、鬼仙の少女は振り回さんばかりにして、強ごう引いんに引き戻もどした。

「あんた馬鹿なの！　そんなに死にたいの!?　どうせ人間なんて百年もたないのに、なおさら寿じゆ命みよう縮めたいわけ!?　だったらここで殺してあげるから、潰つぶされたいところ言いなさいよ！　頭ず蓋がい骨こつでもどこでもお望み通りに砕くだいてあげるわよ！　残った死体を持って行ったら、お母様だって許してくれるでしょうしね！」

　耳元で、これでもかと怒ど鳴なりつける。

　可か憐れんな姿に似合わぬ物ぶつ騒そうな言葉を、立て続けに放つ。傍はたから見るものがいれば、危あやうく通報しかねない勢いである。

　それでも、少年の頭を冷やす効果はあったらしい。

「蓮リヤン花フア。お前……」

　声を詰つまらせ、かぶりを振る。

　それから、もう一度深呼吸して、頭を下げた。

「……ごめん。きっと、お前が助けてくれたんだよな」

「今いま更さら気づいたわけ？　いつも小細工ばっかり得意なくせに、肝かん心じんなときに頭が回らないのね。ホント馬鹿なんだから」

　いつもの従者の癖くせが移ったように罵ば倒とうしつつ、少女はため息をついた。

「それに、一言目にも二言目にもあの子のことばっかり。たまには別の話をしたっていいのに」

「……仕方ないだろ。ナタは助手なんだから」

「そうだったわね」

　あたしだってあんたの事務所の居い候そうろうよ、とは誰にも聞こえない声で付け加えた。そんなことに何の意味もないと分かっているから。

　ふんと鼻を鳴らして、言う。

「だったらひとつ、いいことを教えてあげる。あんたが今言った通り、あの子、滅ほろびちゃいないわよ。というか自殺したわけじゃないわ、あれ」

　その言葉に、少年が絶句した。

「っ、なんで──」

「そういう風に、自分を斬きったんでしょ」

　瞬まばたきする少年に、さも当然とばかりに蓮リヤン花フアは話す。

「血の一いつ滴てきもこぼれてなかったもの。鬼き仙せんだからって普ふ通つうじゃありえないわ。重要な血管や臓器を避さけつつ、自分を機能させている経絡を断たち切ったんでしょ。死にはしないけれど、すぐに目覚めることもない。そういう斬り方よ」

　名残なごりを惜おしむように、自分の膝に目を落としてから、蓮リヤン花フアも立ち上がった。

「……きっと思いつきじゃない。〈七鍵勅書〉に操あやつられそうになったらそうするって、前から決めてたんだ。どうしても、あんたを自分で傷つけたくなかったから」

「…………」

　少しの間、馳郎は黙だまっていた。

　蓮リヤン花フアが、軽く二の腕うでをさする。

　夕方とはいえ夏なのだから寒いはずはない。それでも、ぞくぞくと身体の芯しんを冷やすような錯さつ覚かくがした。

「どうして、お母様に会おうとしたの？」

　その問いに、間をおいてぽつりと少年は口を開いた。

「……知りたかったんだ」

「どうしても鬼仙と〈おに〉は争わないとならないのかどうか？」

「……ああ」

　うなずきは、普ふ段だんの少年とはかけ離はなれて弱々しかった。

　まるで、誰かに心臓を持ち去られていたことに、突とつ然ぜん気づいたかのように。

「ふん。答えは出たの？」

「……ああ」

　もう一度同じように言って、少年はうなだれる。

「お前らは……俺が思うよりもよっぽど抜ぬき差しならないところで……戦争を始めようとしてたんだな……」

「当たり前じゃない。自分の命ならともかく、同どう胞ほうの命を必要性の薄うすい戦争に賭かけられるはずがないでしょ。ううん、人みたいにたくさん増えて、しがらみや考えがどんどん複雑になっていけばそういうこともあるかもしれないけれど、鬼仙はそんな数じゃないもの」

「そうだな……」

　認める。

　認めざるを、得ない。

　少年の認識は甘くて、だからこそ多くのものを失った。手放さなくてよいものまで手放すことになってしまった。

　もしも蓮リヤン花フアが救いの手を伸のばしてくれなかったら──考えただけで、視界が真っ暗になるようだった。

「……俺のせいで……ナタが……」

　言って、隣となりに横たえられたもうふたりの少女を、改めて馳郎は見やる。

「リコと……北斗も……」

「そうね。あんたのせいかもね」

　はっきりと、蓮リヤン花フアが言った。

　この少女は、けして歯に衣きぬを着せたりしない。思ったことをそのままに、率そつ直ちよくにぶつけてくる。

「半はん端ぱに動いて、半端に上う手まくやっちゃってね。でも、どんなに上手くやったところで、結局は辻つじ褄つま合わせでしかないからいつか破は綻たんする。そういうものよ。受け売りだけどね」

「…………」

　言葉を、無くす。

　それは少年の今までを糾きゆう弾だんする、どうしようもない言葉だった。

　ナタという鬼仙兵器と出会い、馳郎はそれまで退けていた白翁という権力を受け容いれた。しかし白翁となったがために、白はく鳳ほう六ろつ家けや〈おに〉の闇やみとも直面することとなり、続けてジンとウー、始祖鬼宝、はたまた先代白翁の残したトラブルにも巻き込まれた。

　その都度、なんとか切り抜けたつもりだった。

　しかし、辻褄合わせだと言われれば、抗こう弁べんできるだろうか。

　白翁の権力や人々の助けを借りてどうにかこうにかやってきたことが、だからこそ大きな歪ゆがみを生んだのだと言われれば、どうして反論できるだろう。

「あんたには才能があるのかもしれない。普通じゃありえないような発想や行動を形容して、みんなは王の資質だと讃たたえているのかもしれない」

　蓮リヤン花フアが、少年の目を見み据すえて語る。

「だけど、それはあんたが本当にすべきことだったの？」

「…………」

「あんたがナタのためにやることは、もっと別のことだったんじゃないの？」

「…………」

　言葉が出ない。

　思考は空転する。空っぽの鍋なべを火にかけたように胸を炙あぶられる。強こわばった心は何重もの鎖くさりで縛しばり付けられたかに思えた。

　だから、馳郎はしばらく沈ちん思しして、やがてゆっくりと顔を持ち上げた。

　異様な決意を孕はらんだ瞳ひとみであった。

「何よ」

　わずかに気け圧おされて少女が問いかけると、馳郎は口を開いた。




「……だったら、俺を西シー王ワン母ムーに突つき出せ」




「…………っ！」

　少年の要よう請せいに、蓮リヤン花フアが目を見開いた。

「あんた……」

「そうだろ。今言ったじゃないか。俺の死体でも持って帰れば、西シー王ワン母ムーも許してくれるって。白翁って何の意味もない看板も人ひと質じちぐらいには役立つかもしれないだろう？」

　ぐっと奥歯を嚙かみしめ、馳郎は自分の胸を叩たたく。

「代わりに、ナタたちを安全なところまで……」

　ぱん、と音が鳴った。

　少年の頰ほおが、赤く染まっていた。

　叩いた手を翻ひるがえし、蓮リヤン花フアは馳郎の胸むねぐらを摑つかんだ。

「ふざけないで！　あたしに自や棄けを押しつけないでよ！」

　怒鳴り、ぐいと力を込める。

　そのまま、馳郎を押し倒たおしたのである。

　仰あお向むけになった少年へ、馬乗りになって押さえつける。少年がぴくりと動くのも許さない、凄すさまじいまでの剛ごう力りきであった。

「しっかりなさいよ！」

「りゃ、蓮リヤン花フア──!?」

　驚おどろいた馳郎が、すぐ別のことに気づいて、口ごもった。

　今にも泣き出しそうな顔で、蓮リヤン花フアはこちらを見下ろしていたのだった。

「お、前……」

「人質なんて、対等の交こう換かん条件があってのことよ。今のあんたを突き出してもお母様がナタを渡わたすわけないでしょうが！　何、思考停止してんの！」

　馳郎にかぶさったまま、少女が叫さけぶ。

「いつもふてぶてしい顔して、その悪わる知ぢ恵えでなんでもかんでもひっかき回すのがあんたでしょうが！　必死こいて走り回って、ああだこうだとぶつかってきたんでしょうが！　そんなつまらない答えを聞きたかったんじゃないわよ！」

「その、悪知恵と試行錯さく誤ごの結果が……今なんだろうが！」

　少年が、叫び返した。

　仰向けに倒されたまま、無様に顔を歪めて、訴うつたえていた。

「……俺が動けば動くほど、その場を取り繕つくろうほどに、俺が事態を悪化させたんだろうが」

　声が震ふるえた。

　陥おちいった状じよう況きようを自覚すればするほど、どうしてもほかの結論が出てこなかった。このまま目をつぶり、耳を塞ふさぎ、何もかもが終わるまで閉じこもっていたかった。

「……だったら……俺に、何ができるんだ」

　少年の言葉に、反応が返るまで数秒かかった。

「……そう」

　少女の瞳が冷えていった。

　ああ見捨てたのか、と思った。

　自分を助ける甲か斐いなどなかったのだと、ついに決心したのかと。そういえば最初に路地裏で出会ったとき、少女はこのような目で見つめていなかったか。

　暮れなずむ空を仰ぎ、少女は不意に呟つぶやいた。

「あんた、前に訊きいたわよね。吸きゆう血けつ鬼きのくせに血を吸ったことがないのかって」

　ウーがやってきた事件のときだった。

　彼女に血を吸われた犠ぎ牲せい者しやたちが操られ、ほかの鬼仙も同じようなことをするのかと馳郎が問うたとき、少女は不思議なほど慌あわてて話しかけ、すぐに口を閉とざしたのだった。




　──『あたしらが血を吸うっていうのはね……』




　そっ、と少女の指が馳郎の首筋を撫なでた。

　ひどく冷たい指だった。氷のようにこちらの芯までも凍こおりつかせ、それでもよいかと思わせる香かおりを漂ただよわせていた。

　ふら、と意識が揺ゆれた。

（氣チイ……が……？）

「鬼仙が血を吸うのは……」

　少女の顔が、下りてくる。

　その口が、大きく開かれる。ほんの少し他ほかより大きな、尖とがった糸切り歯を覗のぞかせる。

　甘やかな感かん触しよくが首筋をねぶり……小さな痛みが走った。

「……その相手を、すべての存在をかけて、愛するときよ」

　何も、聞こえない。

　意識が遠ざかる。

　とどめようもなく、すべてが遠ざかっていく。

　ただ、それでも最後の一いつ瞬しゆんの映像だけは記き憶おくした。

　口元から赤い血を流した少女の、とても哀かなしそうな、切ない顔を。




　消えゆく少女の表情に、自分は取り返しのつかない過あやまちを犯おかしたのだと──そのことだけが、胸の奥に強く刻まれたのであった。
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「……手のかかるヤツよね」

　倒れた馳郎を見て、蓮リヤン花フアは微笑ほほえみつつ立ち上がった。

　すでに口元は拭ぬぐっている。

　指に残ったかすかな血けつ痕こんを愛いとおしそうに見つめ、

「もう起きてるんでしょ、北斗」

「……う」

　ばつの悪そうな声が、横合いからあがった。

　ぎこちなく、横たわっていた男装の少女──空うつほ北斗が上半身を持ち上げたのである。

「ごめん。その……聞くつもりはなくて」

「いつから、とか言わないでよね。これでも恥はずかしいんだから」

　頰を赤らめ、ぷいと蓮リヤン花フアが視線をそらす。

「でも、都合がよかったわ。長老が近くにいるはずだから適当に拾って、この馬ば鹿かとリコと一いつ緒しよに逃にげちゃってちょうだい。あんたの変へん生じよう属性なら簡単でしょ」

「って、君は？」

　あわてて、北斗が尋たずねた。

　もちろんできる。北斗の〈おに〉としての異能は三つ角の隼はや人とにこそ大きく劣おとるものの、集団を風で運ぶぐらいは可能な範はん囲いだ。

　しかし、それなら蓮リヤン花フアを除外する理由は──

「あたしはダメよ。さっきから鬼き仙せんの氣チイが近づいてきてるもの」

　少女がやってきた方角を見下ろす。

「逃がすつもりはないみたいね。なんでもあきらめの早いお母様には珍めずらしいわ」

『──どうなさるおつもりです？』

　これは北斗ではなかった。

　馳郎が纏まとうジャケットからの、機械音声だった。

「あたしにも分からないわよ。どうしてこんなことしちゃったのかも分からないんだもの」

　ひとつため息をついて、すぐにっこり笑ってみせた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。これでも鬼仙じゃお姫ひめ様さまだし、お母様も少シヤオ影インもあたしに甘いもの。滅ほろぼしたりどうこうにはならないわ」

　──それは、滅ぼす以外の罰ばつならなんでもありえる、ということではないか。

「蓮リヤン花フア」

　北斗が言った。

　鬼仙の少女は、ただ照れくさそうに付け足した。

「女子会、楽しかったわね」

「あ……」

　鬼無里海岸でのことだった。

　リコと北斗、蓮リヤン花フアの三人で、パジャマやガウンに身を包み、チーズやお菓か子しをぱくつきながら他た愛わいない話題で盛り上がって。最後はナタと馳郎、黄こう坂さか高校生徒会の面々もかき集めて、同時八画面上映のマルチスクリーン半日上映会なんて落ちも待っていて……そんな悲鳴も含ふくめて、どうしようもなく楽しい時間だった。

　あれから、まだ一ヶ月かそこらだ。

　なんと遠い日のように思えることか。

「きっと、またしよう！」

　北斗が、学生服の胸に手をおいて叫んだ。

「また、女子会をしよう！　リコもナタさんも一緒に！」

「一緒に？」

「うん、約束だ！」

　唇くちびるを嚙んで、こくりと男装の少女がうなずく。

「きっと、きっと約束だ。破ったら、リコも怒おこるから」

「それは怖こわいわね。また、丸一日アニメーションづけにされちゃう」

　微び苦く笑しようして、ぶるりと蓮リヤン花フアが震えたふりをしてみせる。

　それから、足あし下もとの馳郎を抱だき上げた。

　倒れた馳郎を抱き上げつつ、そんなことを囁ささやいた。

　そっと、北斗の足下──リコの隣となりに横たえる。

「あんたも、まだとぼけた顔してたら怒るからね？」

　一度だけ横顔を撫でて、思い切るように息を吸い込む。

「じゃあ早く行って！　長老を拾うのも忘れないでね！」

「……分かった」

　北斗がうなずいた。

　少女の額に半はん透とう明めいの二本角が生え、風が巻く。たちまち北斗を中心に、少年少女たちの身体からだを旋せん風ぷうが持ち去っていった。

　その気配が十分遠ざかってから、蓮リヤン花フアはほうと息をついた。

「……美お味いしかったな、あいつの血」

　唇を押さえて、瞼まぶたを閉じる。

「困ったなあ。癖くせになっちゃいそう。好きな人の血ってあんなに美味しいんだ。あたし、ほかのものが食べられなくなっちゃうじゃない」

　とても、とても幸せそうだった。

　ほんの一分足らずの間、朱ジユウ蓮・リヤ花ンフアは世界の誰だれよりも幸せな少女であった。

「……蓮リヤン花フア」

　かけられた声も、けして険しいものではなかった。

「お母様」

　いつのまにか、夕日は完全に落ちていた。

　残照も早々と去りゆき、夜の気配に切り替かわるのと同時に、その美しい女は屋根の一いち隅ぐうに佇たたずんでいた。

「お母様本人が来るとは思ってなかったわ。この西中華街は好きに動けるようになったとしても、そういう仕事は部下にやらせるものだと」

「だって、あなたが面おも白しろいんだもの」

　くすくす、と西シー王ワン母ムーは笑った。

　そうすると、仲のよい母おや娘こに見えなくもなかった。

「まさか、こんなに思い切るとは考えもしなかったわ。地上で何を学んだのかしら。やっぱり、あの新しい白翁から？　もう少しお話ししたくなっちゃったわよ」

「…………」

　蓮リヤン花フアは答えなかった。

　代わりに、

「どうしても、お母様にも鬼仙にもこの土地が必要よね」

「そうよ。よく分かってるでしょう？　この数十年、鬼仙で生まれたのはあなたひとりなんだもの」

「うん。分かってるし、そのことはいいの。納なつ得とくしてる」

　硬かたい面おも持もちで、もうひとつのことを尋たずねる。

「……だけど、あの子を放ほうっておくわけにはいかない？」

「鬼仙兵器ナタのこと？」

　西中華街の天てん蓋がいで、ことりと西シー王ワン母ムーは首を傾かしげる。

「その結論なら出てるはずよ。あの娘こが鬼仙を無力化する力を持っていて、かつ私たちの十分な管理下にない以上、放置は不可能よ。あの娘が完全に破は壊かいされたとしても、その骸むくろだって持って行かせるわけにはいかない」

　それは、当然の帰結だった。

　ナタの体内には貴重な鬼宝がいくつも封ふう印いんされている。また、〈おに〉の異能──変生属性を研究してきた白はく鳳ほう六ろつ家けである。ナタの身体を研究すれば、似た不死属性をつくりあげないとも限らない。

「そうしたければ、あの若い白翁をたぶらかすなり殺すなりして、鬼仙兵器を取り上げておくしかなかったのよ。でも、あの白翁は〈おに〉とつきあいを深めていった。白鳳六家との緊きん張ちようも高まってる中、これ以上無視しつづけるのは無理だわね」

「……そうね」

　と、少女はため息をついた。

「お母様は正しいわ。いつもと同じように誰よりも正しい。あたしもお母様みたいになりたいって、いつも思っていたもの」

「分かってくれた？」

「うん。十分に分かった」

　間を置く。

　夜風に髪かみを押さえて、憂うれいを秘ひめた瞳ひとみで月を見つめた。月の光だけは大陸でもこの国でも変わらないかもしれない。

「分かったから、手向かいするわ」

「あなたが？」

　これは不思議そうに、西シー王ワン母ムーが訊きいた。

「あなたは利口な子だと思っていたのだけど」

「ええ。山から下りたときのあたしでは、どうやったってお母様に一いつ矢しも報むくいられない」

　母親の言葉を、蓮リヤン花フアは正面から迎むかえ撃うつ。

「──でも、これなら！」

　少女が露あらわにしたのは、手首に巻いた、蒼あおい宝石のはまった布だった。

　一見は美しいだけで変へん哲てつもないその装そう飾しよく品に、さしもの西シー王ワン母ムーが目を見張ったのである。

「……始祖鬼宝!?」




「朱す沙さの血をもって、朱ジユウ蓮・リヤ花ンフアが始祖たる鬼宝に願う！」




　その口こう訣けつに、宝石が光を宿す。

　途と端たん、夜風が凪ないだ。

　アスファルトやコンクリートから生えた雑草が、たちまち枯かれていく。

　氣チイが奪うばわれたのだ。

　始祖鬼宝が収しゆう奪だつする氣チイは、通常の鬼宝の数倍にも至る。同時に、この西中華街の一角が無人の廃はい墟きよとなっていることもすでに把は握あくしていた。西シー王ワン母ムーのはからいかどうかは分からぬが、だからこそ蓮リヤン花フアは微み塵じんの躊躇ためらいもなく全開で鬼宝を行使した。

　直接人間から吸えなくても、鬼仙は世界から氣チイを簒さん奪だつできる。──だからこそ、西シー王ワン母ムーはこの土地を奪うことを決めたのだから。

　火か眼がん金きん睛せいの魔ま性しようを露わにして、猛たけ々だけしく吼ほえた。




「根源の渦うずよ、混こん沌とんの始まりよ！　四し極きよく、四し荒こう、四し海かいのことごとく汝なんじより生起せん！　その腕かいなもて万ばん物ぶつを抱ほう擁ようせよ、盤ばん古こ幡はん！」




　始祖鬼き宝ほう・盤古幡。

　その権能は、磁力操作。

　凄すさまじいまでの磁力が、建物の屋根から鉄筋を引き剝はがし、無数の槍やりの雨となって女へと殺さつ到とうしたのである。

「あらあら」

　西シー王ワン母ムーが貴妃服の裾すそを躍おどらせて、次々と槍を避よけていく。

　あたかも優美な舞まいのごとく、長い袖そでが何度も夜に翻ひるがえった。くるくると夜よ闇やみに残像を残す白い衣い装しようは、鶴つるが翼つばさをもたげる水すい墨ぼく画がさえも思わせた。しかし、余よ裕ゆうをもって避けていく女が、不意に眉まゆをひそめたのだ。

　背後から、避けたはずの槍が突進してきたのだ。

　回かい避ひしたはずの槍が、西シー王ワン母ムーを追って旋せん回かいしたのである。

　磁力を操あやつるがゆえの、遠えん隔かく操作。

　西シー王ワン母ムーの避けた先から、槍が旋回してひとつの群れのごとく集つどい、ついには百本近い数で西シー王ワン母ムーの全周囲を覆おおう天蓋ドームのごとき形状を成した。

「なかなかやること」

　一いつ斉せいに、全角度からすべての槍が解放される。

　今度は避けず、西シー王ワン母ムーは貴妃服を振ふるった。

　ただの衣装としか思えぬ袖が、鬼き仙せんの氣チイを通されただけでどう変じたか。

　幻げん惑わくするかのような白い袖が、縦じゆう横おう無む尽じんに伸しん縮しゆくする。嵐あらしのごとく殺到した槍は、その袖にぴしりと打たれただけで、磁力に操られるのをやめたのである。西シー王ワン母ムーの魔ま力りよくが、磁性さえも変質させたのだった。

　迫せまり来る槍を次々に打ち、あるいは避けつつ、西シー王ワン母ムーは夜天を仰あおぎ見て、その笑えみを深くした。

「──お見事」

　鉄骨の槍は、ただの前座だった。

　周囲の建物から、大量の鉄骨が音を立てて引き抜ぬかれる。近くの車も電線も浮ふ遊ゆうし、強ごう引いんに圧縮され、ひとつのカタチをつくりだす。世界の始まりであったともいわれる盤古の名にふさわしい姿が、西中華街に顕けん現げんする。

　鉄筋と鉄骨が組み合わされた、身長数十メートルにもなろうかという巨きよ人じん。

　その巨人が、超ちよう重量の拳こぶしを振り落としたのである。

　一いち撃げきで、建物が突つき崩くずされた。

　屋根がひしゃげ、階層が粉ふん砕さいされた。コンクリートも鉄筋も鉄骨も家具も水道管もガス管もなにもかもを圧あつ壊かいし、そのまま地下まで巨きよ大だいな拳が粉砕する。壮そう絶ぜつな粉ふん塵じんが巻き上がり、夜空の星までも覆い尽つくす。

　無人の廃墟だと分かっていたからこそ、全力で放った一撃だった。

「……まだまだ！」

　巨人の一撃から避ひ難なんした空中で、蓮リヤン花フアが猛たける。

　この程度で、自らの母親が滅ほろびるとは思ってない。だが一いつ瞬しゆんでもたじろがせたならば、その隙すきを最大限につく。

　たとえ神代から存在する不老不ふ滅めつの大鬼仙であろうと、少しでも長く再生するまでの時間を稼かせぐ。

　右耳のイヤリングをもぎとる。




「朱沙の血をもって、朱ジユウ蓮・リヤ花ンフアが如によ意い金きん箍こ棒ぼうの八番目の娘むすめに命ず！」




　再びの口こう訣けつとともに、イヤリングへ破は砕さいされた構築物が殺到する。

　圧縮・凝ぎよう結けつされた構築物が、ひとつの黒球をつくりあげた。

「……つぉ」

　その超重黒球を手にしたまま、空中の少女は身体からだをねじ曲げる。




「──黒こく曜よう喰くらいて流れ落ちよ、彗すい星せい錘すい！」




　口こう訣けつが終わると同時に、その螺ら旋せんが解放された。

「りゃああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　巨大化した黒球を、鬼仙としての全身を稼か働どうさせて、全力で夜空へと放ほうり投げたのだ。




「彗星錘、変化の一──流星散さん華げ！」




　以前、ウーにも痛つう撃げきを与あたえた彗星錘の隠かくし技わざ。

　西中華街の中空で、黒球は自ら破は裂れつしたのだ。

　もはや軍用機の爆ばく撃げきにも匹ひつ敵てきしようかという凄まじい破壊が、すでに砕くだかれた廃はい墟きよ痕あとを蹂じゆう躙りんする。半はん端ぱなシェルターでも貫かん通つうする金属塊かいの雨は、ひたすら西中華街の一角を殲せん滅めつしつづける。

　ひとつの区画を跡あと形かたもなく粉砕するほどの、途と轍てつもない暴ぼう虐ぎやく。

「……どう？」

　着地した蓮リヤン花フアが、息を荒あららげた。

　さすがに、盤古幡による巨人は長く維い持じできず、もとの構築物の残ざん骸がいとなっている。アスファルトもコンクリートも鉄骨もすべてがないまぜとなって、地下まで続く破は壊かい孔こうばかりが無数に開いていた。

　ここまでの『力』を振るうのは、蓮リヤン花フアにとっても初めてのことだった。

　しかし、その耳は離はなれた建物からの声をも聞き取ってしまったのだ。

「悪くないわ」

　と、それは届いた。

「悪くないわ。ええ、まがりなりにも始祖鬼宝を使えるようになってるなんて思わなかったもの。少し目を離しただけで、成長するものね」

　猛もう烈れつな勢いで、蓮リヤン花フアが振り返る。

　思った以上に近くだった。

　数十メートルほど東の、増築に増築を繰くり返したと思おぼしい団地の屋上に、西シー王ワン母ムーは立っていたのである。

「どうして……」

「少し、私の座標をずらしただけ」

　微笑して、西シー王ワン母ムーが貴妃服の袖を翻す。

　その手から、巻物が現れたのだ。墨すみと筆で記されたと思しい、ひどく色あせた地図のような巻物だった。

　その正体を悟さとって、蓮リヤン花フアは戦せん慄りつした。

「お母様の……始祖鬼宝……」

「あなたに見せるのは、初めてだったわね」

　囁ささやいて、西シー王ワン母ムーは高らかに詠うたう。




「……崑こん崙ろんの血をもって、西シー王ワン母ムーが始祖たる鬼宝に願う」




　西シー王ワン母ムーの始祖鬼宝。

　その『力』はどのような結果をもたらすのか。

　しかし、続く口こう訣けつを言い放とうとした瞬しゆん間かん、女は思い切り飛び離れたのだ。

　元いた団地の屋根に、灰色の生物が激げき突とつしたのである。

　途端、凄まじい威い力りよくで爆ばく発はつした。その現象だけを見れば、爆ばく薬やくと生物をかけあわせたような飛ひ翔しよう体だったのだろうか。

「派手なこと」

　鬼仙の跳ちよう躍やく力をもって、別の建物に飛び移った西シー王ワン母ムーは、悠ゆう々ゆうと夜空を見上げた。

　すると、その夜空から、




「……残念。今ので……決まってくれれば……楽だったのに」




　軽く咳せき込んで、そんな声が降ってきた。

「え？」

　と、蓮リヤン花フアもまた空を見上げた。

「なんで、こんなところで、あんたらが──！」

「……ああ。本当に……」

　半信半疑だったように、やつれた青年がかぶりを振る。

　誰だれが、その乱入を想像したか。

　彼が乗っているのは、空を飛ぶ──目の無い深海魚のごとき生物であった。さきほどの爆ばく弾だん生物と同じく、まともな生態系ではありえず、そもそもこんな形状で空を飛ぶ事など不可能だ。

「……本当に……このタイミングで会えた……」

　ごほごほともう一度咳き込む青年の顔を、月光が露あらわにした。

　──青あお朽くち葉ば晃こう。

　無から生物を生み出す、白はく鳳ほう六ろつ家けにも四人だけの三つ角。

　いや。

　彼だけではない。

　夜空を飛ぶ深海魚たちの上には、もうひとり乗っていた。

　白ずくめの壮そう年ねんだった。持ち合わせた白はく杖じようはもちろん、細身のスーツもスラックスも純白で、唯ゆい一いつ中折れ帽ぼうだけが淡あわいベージュであった。

「自己紹しよう介かいはいらんな。西シー王ワン母ムーどの」

　瞼まぶたをつむったまま、壮年が口を開く。

　西シー王ワン母ムーに向かって、白鳳六家の第二位──月つき白しろ弦摩は堂々と宣戦布告したのである。

「親子の語らいには無ぶ粋すいだが、我らも参戦させていただこう。崑崙山の女王よ」







　第四章　女王の領域







　　　　１




　唐とう突とつな〈おに〉たちの来らい襲しゆうにも、西シー王ワン母ムーはけして狼ろう狽ばいしなかった。

　ただ、ふわ、と桃もものような唇くちびるに笑えみを浮うかべた。

「そう、ね」

　少し考えるようにして、

「どうして今……とか訊ききたいけれど、きっと教えてはくれないわよね。だから、ひとつだけ。ここで戦争を始めるつもり？」

「今いま更さらだろう」

　弦げん摩まの答えは明めい瞭りようだった。

「じゃあ、準備だけさせていただこうかしら」

　西シー王ワン母ムーが取り出したのは、さきほどの始祖鬼き宝ほうであった。




「森しん羅ら万ばん象しよう、蓬ほう萊らいの珠たま、三十六天ならびて晒さらせ」




　すでに起動した鬼宝へ、語りかける。

　誰も止める間もなく、西シー王ワン母ムーが高らかに詠う。




「五行にして両りよう儀ぎ、三元にして四し象しよう、色しきも空くうも融ゆう通ずう無む碍げなる汝なんじの描かれしままに塗ぬり替かえよ、太たい極きよく図ず！」




　刹せつ那な。

　世界は、変容した。




　　　　＊




　変化は急激だったか。

　いや、むしろ最初からそうだったかのように自然極きわまりなかった。

　銀の色が、西中華街を埋うめ尽つくしたのである。

　海であった。

　さきほどとは異なり、潮しお騒さいも潮の香かおりもない──あまりにも静かな銀色の海が、西中華街の通りを流れていくのだ。ともすれば水銀の海とも紛まがいながら、やはりそれは自然界にはありえぬ、異形の海であった。

　増築に増築を重ねて半ば融ゆう合ごうした建物の間を、音もなく何なん隻せきもの船が進んでいく。

　船には、幾いく多たの人々が乗り込んでいた。

　鬼き仙せんか。

　いいや、違ちがう。

　船に乗り込んだヒトガタは、曖あい昧まい模も糊ことした『影かげ』であった。

「影？」

　弦摩が眉まゆをひそめ、対する西シー王ワン母ムーが答えた。

「ええ、私ひとり連れてくるのにずいぶん苦労しちゃったもの。さすがにみんなをそのまま移動させるわけにはいかなかったわ。だから、影だけ。いつも、いつでも私に付き従ってくれる鬼仙たちの影」

　誇ほこらしげに、女が話す。

　彼女の言葉が確かならば、それは大陸の鬼仙が自らの氣チイをもって遠えん隔かく操作しているロボットのようなものとなるだろうか。

　その異様な光景を──しかし、その目にしているのは彼らだけだった。

　蓮リヤン花フアの途と轍てつもない破は壊かいも含ふくめ、その轟ごう音おんに誘さそわれる者も出てくるはずなのに、誰ひとりとして市民は街路に出てきたりしなかったのだ。

「……なるほど」

　盲もう目もくの瞳ひとみでもその状じよう況きようを捉とらえているのか、特に驚おどろく様子もなく、弦摩が口を開いた。

「すでに、西中華街全体が結界に包まれているか。抵てい抗こう力を持たない人間は違う位相に押しやったか？」

「ふふ。一応、一帯の市民は隔かく離りしておいたのだけど、蓮リヤン花フアが派手にやったものだから、そろそろその程度じゃすまなくなってきそうだもの。──ほかの組織につけ込まれる隙すきをつくってもいけないですし」

　以前、黄フアン長老が東中華街でやったような隔離を、西シー王ワン母ムーもやっていたらしい。もともと鬼仙の領域だという長老の証言からすれば、隔離はより容易であったろう。

　だが、今の太極図の効果は、さらに凄すさまじい。

　おそらく、馳はせ郎ろうが西シー王ワン母ムーと出会ったときの壺こ中ちゆう天てんとかいった現象もこの太極図を使ったものだったろうが、街ひとつを覆おおわんとする範はん囲いと選せん択たく性は圧あつ倒とう的てきすぎた。

　時空を操あやつるといっても過言ではない、その『力』。

　始祖鬼宝・太極図。

　大陸の伝説においても、最も名高き秘宝のひとつを、この西シー王ワン母ムーは使いこなすのであった。

「さあ」

　と、西シー王ワン母ムーが囁いたとき、砲ほう声せいが轟とどろいた。

　弦摩の近くを漂ただよっていた深海魚が、撃うち落とされたのだ。

　大砲だった。

　すでに幾いく十と浮かんでいる軍船たちは、その甲かん板ぱんにずらりと大砲を並べていた。

　外見こそ古こ色しよく蒼そう然ぜんとした骨こつ董とう品のごとき品だが、今の一いち撃げきで示した通り、その威力も誘ゆう導どう性も見た目通りではありえまい。

「まさか、この程度で降こう伏ふくすることはないわよね」

　弄もてあそぶような西シー王ワン母ムーの発言に答えたのは、しかし弦摩でも青あお朽くち葉ば晃こうでもなかった。




「……その通りだ」




　突とつ然ぜん、今度は竜たつ巻まきが船に襲おそいかかったのだ。

　鬼き宝ほうによってつくられた海とはいえ、同じ異能相手には逆らえぬものか、膨ぼう大だいな量の水が竜巻によって吸い上げられ、船までも空中へと巻き上げられていく。

　半数近くが藻も屑くずとなって消えていく中、嵐あらしを呼び出した魔ま人じんは、不服げに長いマフラーをなびかせて現れた。

「空うつほ隼人はやと。主あるじの命によって参戦する」

　静かに言って、空うつほの〈おに〉は西中華街を見下ろす。

　すでに、その額からは半はん透とう明めいの三本角が盛り上がっていた。臨戦態勢に入った青年の身体からだからは、猛たけ々だけしい氣チイが発散されている。

　西シー王ワン母ムーの動きに注視したまま、弦摩がよびかけた。

「ご苦労様。で、君が来たということは」

「ああ」

　と、隼人は肯こう定ていした。

「北ほく斗とたちは、すでに輸送機に収容した」




　　　　＊




　低く、エンジンの音が聞こえた。

　乗用車などとは決定的に違う、遥はるかに重々しい音であった。

「……こ、こは？」

　目覚めた馳郎が、頭を押さえた。

　かすかに、油の臭におい。

　硬かたい寝ね床どこから上半身をもたげ、周囲を見回す。

　金属でつくられた狭せま苦くるしい部屋で、すぐ近くから男装の少女が見守っていた。

「馳郎さん」

「北斗……」

　後こう輩はいであり、二本角の〈おに〉でもある北斗の無事に、ほっとして少年は肩かたを落とした。

「よかった。長老とリコも別室で休んでます」

「蓮リヤン花フアは……いや、そうか。蓮リヤン花フアが残ったんだな？」

　頭を押さえる。

　鈍にぶい痛みがあった。

　氣チイを吸われた直前直後のことは記き憶おくが曖あい昧まいだが、それでも大まかな流れだけは覚えていた。北斗が先に目覚めているのだから、おそらく彼女の変へん生じよう属性で逃にげ出したんだろう。

「分かりますか？」

「……そういうヤツだろ」

　ぎり、と奥歯を嚙かんだ。

　あの少女がやりそうなことだと、心底思った。

　なにより、蓮リヤン花フアの、泣き出しそうな顔を覚えていた。

「あいつ……っ」

　強い焦あせりが、胸を炙あぶった。

　ナタも、蓮リヤン花フアも、次々に自分のそばを離はなれていく。

　ひょっとすると──いや、もしかしなくても、馳郎がやってきたことの反動で。




　──『半はん端ぱに動いて、半端に上う手まくやっちゃってね。でも、どんなに上手くやったところで、結局は辻つじ褄つま合わせでしかないからいつか破は綻たんする。そういうものよ。受け売りだけどね』




　あの言葉が、再び少年の心を抉えぐった。

　だが、今はそれを思い悩なやむ時間ではない。

　振ふり払はらうようにかぶりを振って、馳郎が訊きく。

「じゃあ、ここはどこだ？」

『輸送機です』

　先んじて、ジャケットの機械音声が答えたのだ。

「〈カエアン〉？　輸送機ってどういうこった？」

『こちらは、リコ様が以前のティルトローターと並行して開発していた機体です。さきほどまで機内の人工知能による操縦でしたが、今は私の判断で操縦を請うけ負っています』

　機械音声の言葉を、北斗が補足する。

「……僕が君たちを連れ出したとき、隼人兄さんが迎むかえに来たんだ」

「隼人が？」

「ええ。それで、この輸送機まで案内してくれました」

　たどたどしい口調の北斗に、馳郎が眉まゆ根ねを寄せる。

　事実を話してもらっているというのは分かるのだが、その現象が少年の中でまったくつながらなかった。

「リコのつくった輸送機を、白はく鳳ほう六ろつ家けが準備していた？　いや、だったらどうして隼人が来る？　しかもこのタイミングで？　おかしくないか？」

　いくつも生じた矛む盾じゆん点に、馳郎が唸うなる。

　それから、

「……そもそも、お前とリコは、どうして西シー王ワン母ムーに捕つかまってたんだ？」

「…………」

　少しの間、北斗は黙だまっていた。

「……リコはまだ寝ねてるから、僕の判断で話してもいいかな」

　ぽつり、と呟つぶやいた。

　重く、自分たちの行動について、話し始める。

「……僕らは、少し前から月つき白しろ弦摩と協力態勢にあったんだ」

「弦摩と？」

「うん。僕にも全部の事情は知らされなかったけれど、リコは二週間ほど前から、弦摩との協調が不可欠だって話していた」

　北斗の言葉が、ますます状況をややこしくする。

　二週間前というと、弦摩が馳郎と直接接せつ触しよくしたあたりだ。薄うす墨ずみの行っていた人体実験を止めて、過去の清算を終える──そのために、馳郎はボディガードとして雇やとわれた。

「……それで？」

「うん。ある人と一いつ緒しよに西中華街に潜もぐり込んでいろいろ調べてたんだ。鬼き仙せんがどんな形でこちらに攻せめてくるつもりなのか。どんな風に準備をしているのかって。……結局、その途と中ちゆうで西シー王ワン母ムーに見つかっちゃったんだけど」

　そのために、リコとともに行ゆく方えをくらましていたのか。

　そして、西シー王ワン母ムーに見つかり、捕とらえられることとなった。

「ちょっと待て。じゃあ、やっぱり鬼仙が攻めてくるのは分かってたのか？」

「分かってた。鬼仙が遠からず──ううん、この日この時間に五ご岳がく三さん山ざんは崑こん崙ろん山さんの女王、西シー王ワン母ムーその人が現れるという情報を得ていたから」

「この日に？」

　おかしい。

　六家総会でエイジャが告白した内容は、あくまで鬼仙が機を窺うかがってくるというレベルに過ぎなかったはずだ。

　時系列も情報経路も何もかもすっとばして、結論だけが存在している。

　煩はん悶もんとともに、再び質問しようとしたところで、




「──それは、リコが話すよ」




　キャビンの扉とびらを開き、黄フアン長老に支えられながら、白衣の少女が現れたのだ。

　ポニーテールに触ふれたその仕草も今だけは愛いとしく、懐なつかしく、馳郎は涙なみだ目めになるのを堪こらえて、義妹いもうとの無事にぱっと顔を輝かがやかせた。

「リコ、大だい丈じよう夫ぶなのか！　長老も！」

「……どうしても、彼女が馳郎くんと話したいと言うのでね」

「……ごめんね。ちゃんと相談せずに行方をくらましちゃって」

　憔しよう悴すいした顔ではあったが、リコが少年へ頭を下げる。

「知っていて、黙っていて、ごめんなさい」

「知って……」

　その言葉に、馳郎が啞あ然ぜんとした。

「じゃあ、やっぱり西シー王ワン母ムーが来るのを知って……いや、どうして……」

「お兄ちゃんには分かるはずだよ」

　決意を秘ひめた表情で、リコは少年へと語りかける。

「お兄ちゃんも知ってるはずだもの。ありえない予測行動を可能にする存在。お兄ちゃんをこんな非日常に連れてきたきっかけ」

「予測行動……」

　その言葉が、とある推理に馳郎を至らせた。

　啞然と言葉を無くし、数秒遅おくれて少年はその答えを口にした。

「先代白はく翁おうの……予知……」

　そうだ。

　先代白翁は、現存の白鳳六家からは失われた変生属性──予知を可能にしていたという。

「リコも、三週間前、月白弦摩から初めて知らされたの」

　と、白衣の少女が前置きする。

「先代白翁の遺ゆい言ごんが入ったテープを、弦摩が持っていたの。テープはアナログだったし、情報改かい竄ざんが行われていないのは確かく認にんしたわ。その予知が──大戦を期した西シー王ワン母ムーがこの日に現れ、白鳳六家の誰かと出会うことだった」

「この日に……西シー王ワン母ムーが……」

　鸚おう鵡む返がえしに言って、びくんと馳郎は震ふるえた。

　その瞬しゆん間かん、さまざまな情報が馳郎の中でつながったからだった。

「だから、迎えに……」

「うん。戦争を仕し掛かけてくるというなら、鬼仙の方が〈おに〉よりも戦力的に優位である可能性が高い。だけど、異能者の戦争は量より質に左右されるわ。先んじて崑崙山の女王を落とせたなら、勝利できるかもしれない。……だから、白鳳六家は最大戦力をこの一いつ瞬しゆんに擲なげうつことで合意したの」

　リコの言葉に、いくつもの要素を馳郎は思い返す。




　──先代白翁の予知能力。

　──異様なほど、異能優先で構築された白鳳六家の仕し来きたり。

　──一度大戦が休止したにも拘かかわらず、急ピッチで進められていた人体実験。

　──そんな非道な実験に相反して、命がけで他人の馳郎を助けたことなど、二重人格を疑うほどの先代白翁の二面性。




　もしも。

　先代白翁の非情が、必要不可欠なものだったとしたら？

　すべてが、この日あるを期しての行動だったとしたら？

「じゃあ、俺は……」

　乾かわいた声が、輸送機の内側に響ひびいた。
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　銀色の海に、次々と船団は数を増やしていった。

　太極図の招くまま、女王の領域はその範はん囲いを広げていく。本来ならば、これほどの海も船団も西中華街には収まりそうもないのに、どうやら距きよ離りや面積といった概がい念ねんさえも太極図によって騙だまされているらしかった。

「大したものだ」

　と、弦摩も認めた。

「もとより西中華街は鬼仙の管かん轄かつ。氣チイが相あい性しように合う上に、今は夜。鬼仙は必ずしも陽光を苦手とするものではないが、その真価はやはり陰いん気き溢あふれる夜にこそ発揮されるものだからな」

「じゃあ……ここは……僕が……」

　ごほごほと咳せき込みながら、青朽葉晃が指コン揮ダク者ターのごとく手を持ち上げた。

　すると、西中華街の夜空に、灰色の生物が次々に浮うかび上がったのだ。

　たとえば、それはエイのような姿だった。

　たとえば、それはウミヘビのような姿だった。

　たとえば、それはサメのような姿だった。

　たとえば、それはクジラのような巨きよ体たいだった。

　かろうじて共通するのは海に関連することと目を持ってないことぐらいで、あまりに多種多様かつおびただしいまでの群れが、夜空を覆おおい尽つくしていた。

　野の槌づちを始まりとする、無から有を生み出す青朽葉の変へん生じよう属性。

　かつて、ウーも自らの血を使って大量の怪かい物ぶつをつくりだしたことがあったが、比ひ較かくにならないほどの段だん違ちがいの規模であった。

「あら。さすが元祖──というより元祖の末まつ裔えいは違ちがうわね」

　微笑する西シー王ワン母ムーをよそに、晃は乾いた唇くちびるを動かす。

「青朽葉の四式……六式……九式……十二式……十三式……同時展開……」

　一体、いくつの術式を重ねたのか。

　青年がゆるりと腕うでを振ふるのと同時に、一いつ斉せいに彼らは突とつ撃げきした。

　エイが粘ねん液えきによる爆ばく弾だんを投とう擲てきし、ウミヘビは電でん撃げきを放って、鬼仙の船を攻こう撃げきする。サメは片かた端はしから突撃して嚙かみ砕くだき、クジラは船を丸まる吞のみにしていった。

　鬼仙の船が乱射する大たい砲ほうも十分な効果をあげているのだが、それ以上に青朽葉が次々生み出す生物の方が多かった。

　さらに、

「十五式……闇やみ水月くらげ」

　とりわけ巨きよ大だいなクラゲに似た生物が現れ、複数の船へ触しよく手しゆを伸のばし、溶とかしていったのである。

　その攻こう勢せいに、

「あら、困ったわね」

　西シー王ワン母ムーもまた黙だまってはいなかった。




「──塗ぬり替かえよ、太極図」




　再び、西中華街が再構築されたのだ。

　建物の位置が変わり、船団の陣じん形けいが入れ替えられる。

　ほぼ瞬間移動した船団は怪物たちを取り囲むように陣じんを敷しき、火勢を集中して確実に大物から潰つぶしていく方策へ転向する。さしもの青朽葉の怪物たちも、これほど突とつ然ぜんな戦場の変化には適応できず、たちまち数を減らされていく。

　しかし、

「では、今度は私が受け持とう」

　と、杖つえつく音が響いた。

　その音が波は紋もんのように広がるや、周囲の鬼仙の船に異変が生じた。

　大砲の向きをぐるりと回転させ、同士討うちを始めたのである。

「どうやら、影かげとはいえそれなりの思考能力を持っているらしい。それなら私の変生属性も通じる道理だ」

　中折れ帽ぼうを押さえ、弦摩が囁ささやいた。

　その範はん囲い外がいから、ぐいと鬼仙の船の大砲が持ち上がる。

　妖よう怪かい・蜃しんにつらなる──精神を操あやつる変生属性に干かん渉しようされる前に、本体を仕留めてしまおうという腹だった。

「そちらはお任せしよう」

「おお！」

　叫さけびとともに、新たな風は巨大な刃やいばと化した。

　天てん狗ぐに属する、空うつほの変生属性。

　弦摩を狙ねらっていた船も含ふくめて、まとめて何なん隻せきもの船が断だん裂れつする。それに飽あきたらず、近くの建物を半ばから断たち切っては、岩落としのごとく撒まき散らす。

　三方それぞれで、鬼き仙せんたちを撃げき滅めつしながら、

（これが……三つ角の連係……！）

　ひそやかに、隼人は思った。

　ひとりずつでも、三つ角の〈おに〉が恐おそるべき魔ま人じんであることは、隼人自身が嫌いやというほど知っている。近代軍隊にすら匹ひつ敵てきする変生属性と、今の自分の人格が無関係であると思うほど、若者は愚おろかではない。実際そうでなかったなら、自分と妹の関係ももう少し違ったものとなっていただろう。

　しかし。

　その力の本質は、むしろ集団戦にあったのだ。

　彼らがひとつの目的に邁まい進しんしたとき、その『力』がこうも見事に組み合わさろうとは。

（戦争……！）

　かつて鬼仙との間におきたそれを、青年は今見つめ直す。

　いや。

　もはや、かつてではない。

　たった今、鬼仙との間で再開された戦争だった。

「……なら、こんなものじゃないだろう」

　隼人が、落ち着いた声で言う。

「もちろんよ」

　応じて西シー王ワン母ムーの太極図が振るわれるや、三度、空間が組み変わる。

　月下、銀色の海が波立った。

　それも一瞬。隼人に断ち切られた建物たちも──ばかりか、〈おに〉たちに蹂じゆう躙りんされたはずの鬼仙の船も影も、太極図によってたちまち再構築される。

「はい、振り出し」

　無む邪じや気きな顔で、西シー王ワン母ムーが笑う。

〈おに〉も鬼仙もその戦いもすべてを茶番にしかねない、恐るべき始祖鬼宝の力だった。

「でも、このままじゃちょっと退たい屈くつよね。この場の氣チイも無限じゃないし、いつかは押し切られるのが落ちよねえ」

　困ったように言って、美しい女はぽんと手を叩たたく。

「仕方ない。素す直なおに頼たよりましょう」




　　　　＊




「これが……戦争……？」

　蓮リヤン花フアは、やや離はなれた楼ろう閣かくの屋上からその戦いを見つめていた。

　単純な破は壊かい力だけであれば、さきほど自分が盤ばん古こ幡はんと彗すい星せい錘すいをもって成したそれも、大きく劣おとるとは思わない。

　しかし、問題は継けい続ぞく力だった。

　これほどの術式を、彼らはずっと使い続けているのだ。

　そのたびに、膨ぼう大だいな氣チイが大地から吸い上げられているのが分かる。

　鬼仙の船や影も、自然の氣チイによって組み立てられているのだ。始祖鬼宝たる太極図の維い持じだけでも途と轍てつもない量に至るのに、三つ角が仕し掛かける攻撃のたび新たな補ほ充じゆうを強しいられ、大地や天空から根こそぎ氣チイが奪うばい取られている。

　それだけの氣チイの操作を平然と行う西シー王ワン母ムーも凄すさまじいが、実際に簒さん奪だつされている氣チイの量はもっと恐ろしい。

　この戦いが数日も続けば、一帯はあらゆる生物が謎なぞの理由で倒たおれ伏ふす不毛の地となるのではないか。

「……これが……あたしたちの本性……？」

　嚙みしめるように、言う。

　世ワー界ルド喰イーらタいーたる、鬼仙の本質。

　そして、戦争という消費行こう為いの本質を、まざまざと少女はその目に焼き付けさせられていた。

　唇を嚙み、すぐ蓮リヤン花フアは目を凝こらす。

　西シー王ワン母ムーが新たな動きを始めたのだ。

　少女にとっては、けして見み逃のがせない動きだった。

「……あれは！」




　　　　＊




「すべては……先代白翁の予知通りだって……？」

　乾かわいた声が、機内に響ひびいた。

　あまりにも濃こく、絶望を孕はらんだ声だった。

「……じゃあ、俺がやってきたことは……全部……本当に……無む駄だに搔かき回しただけってわけか……？」

　馳郎が、茫ぼう然ぜんと呻うめく。

　この少年がいままで見せたことのない、虚うつろな表情だった。

　当然ではあった。最善を尽くして、最善であろうとして、ひとつでもマシな未来を摑つかみ取ろうとして、知ち恵えも体力も絞しぼり尽くして戦ったその結末が──すでに亡なくなった先代の手の平の上でしかなかったとなれば。

「……お兄ちゃん」

　と、リコが目を落とす。

　これ以上話すのは少女にとっても辛つらいことだった。

　それでも、自分には最後まで話す義務があると考えた。

「お兄ちゃんに言えなかったのは……先代白翁の予知には条件があるから」

「……条件？」

　もはや、続きを聞く気力など馳郎にはない。

　なのに問うたのは、ほとんど条件反射みたいなものだった。

「血族」

　と、義妹いもうとは口にした。

「先代白翁は血族に関する未来が見えたの。でも、お兄ちゃんはまったく〈おに〉に縁えんがない。だから、お兄ちゃんに白翁の予知を伝えてしまえば、未来がどう変わるか見えない」

　なんとなく、理解はできた。

　隼人にしろ弦摩にしろ青朽葉晃にしろ、その能力は無制限ではない。範はん囲いにしろ威い力りよくにしろ必然的な限界はある。白翁の予知にも同様の限界があったということだろう。

〈おに〉を統すべる王として、ふさわしい制約であったかもしれぬ。

　あらゆる〈おに〉の運命を紐ひも解とく、そんな『力』。

「先代白翁の予知が……万が一にも狂くるう可能性があったから……だから……こうなる可能性も見逃したって……？　ナタと蓮リヤン花フアもそれで……」

「…………」

　リコが、黙りこくった。

　馳郎も、それ以上は言わなかった。

　リコと北斗も捕つかまっていた以上、経過がどうなるかは白はく鳳ほう六ろつ家けの人間も分かっていなかったのだろう。予知という能力が示してくれるのは『結果』だけ。そしてその『結果』を利用しなければ、〈おに〉は鬼仙に勝てないと、そう考えた。

　ナタや蓮リヤン花フアを犠ぎ牲せいにしたわけではなく。

　それはやはり、不必要に動いてしまった馳郎の問題で──

「──馳郎」

　いままで黙だまっていた長老が、口を開いた。

「……黄フアン長老」

「……今の話を聞いて、私もやっといくつかのことに合が点てんがいったよ」

　馳郎を見み据すえ、長老が話す。

「私が知る限り、先代の白翁は冷れい酷こくな男だった。間ま違ちがえても、人を助けて死んだりするような男じゃなかった」

　過去を語る声こわ音ねは、どこか疲つかれていた。

　東中華街を統べるこの壮そう漢かんも、今回の事件で度たび重なったトラブルで、さすがに疲ひ労ろうしているらしかった。

「……それが、どうかしたんですか」

「あいつが変わったのは、死ぬ数ヶ月前のことだよ」

「？」

　意味が分からず、馳郎は眉まゆ根ねを寄せた。

　入力される情報が多すぎる。

　白翁が死ぬ寸前変化したことなど、いまさら何の意味がある？

　しかし、馳郎が理解しきるよりも先に、長老は自らの言葉を続けた。

「お前と、会ってからだ」

「俺と……？」

　ますます混乱が深くなる。

「でも、白翁と会ったのは、あのデパートが初めてで……」

「初めてじゃない」

　長老が断言した。

「お前は、白翁の孫のジンと遊んでいたろうが」

「あ……」

　と、馳郎は瞬まばたきした。

「だったら、お前とジンが遊んでる姿を、白翁が見ているのは自然なことだろう」

「…………」

　その通りだ。

　どうして、その可能性に思い至らなかったのだろう。

　先代の白翁があのときあのデパートにいたのは偶ぐう然ぜんじゃないと、そこまでは分かっていたのに、どうして白翁が自分のことを知らないと思っていたのか。

　当たり前すぎて、見落としていた事こと柄がらの大きさ。

「不思議なことにな、お前と会ってからあいつの目は優やさしくなっていた」

　秘ひめていた歴史を、長老が述じゆつ懐かいする。

　小刻みに振しん動どうする輸送機の機内で、ぽつりぽつりとこぼれる言葉を、まわりの人間たちが静かに受け止めている。

「今、リコさんの話を聞いて、やっと分かった」

　と、長老は言う。

「あいつは、お前に会ったことで、ジンの未来が分からなくなってきたんじゃないか」

「俺が……ジンに関かかわったから……？」

　馳郎の呻きに、長老がうなずく。

「白鳳六家は閉へい鎖さ社会だ。その内側にあって、白翁は全員の未来を見てしまうことで、その予知能力をどんどん研とぎ澄すましていったのだろう」

　血けつ縁えんの未来を見る変へん生じよう属性。

　その能力と白鳳六家の閉鎖社会は嚙かみ合いすぎる。まして白翁などという立場なら、それこそ〈おに〉以外の者と会うことなどほとんどなかったに違ちがいない。

「予知という異能は苦しいものだろう」

　と、長老は言う。

「これから何が起こるか知っている世界で生きるというのは、多分夢の中で生きるようなものだ。頻ひん度どにもよるだろう。だけど、考えてみればいい。私たちが新しん鮮せんさをもって迎むかえられるのは一度目だけなんだ」

「…………」

　長老の言葉を、馳郎は黙って聞いていた。

　想像してみた。

　これから起こることをすでに知っている──いや体験している状じよう況きようを、考えてみる。

「もしも、それなり以上の頻度で予知が発生してしまうなら──予知の方こそが現実だ」

　たとえば、五感がすべて没ぼつ入にゆうできるようなゲームだと考えてみればいい。

　頭では予知だと分かっている。現実とは別のものだときちんと切り分けられている。しかし、切り分けられるのは、それが現実と違うからだ。

　もしも、そのゲームの内容が、現実とまったく同じだとしたら？

　むしろ、ゲームでのイベントをなぞるように、現実が流れていったら？

　それは──現実の方こそが、ゲームのように思えてこないだろうか。

「だけど、お前はまったく〈おに〉に縁がない。だから、先代白翁をもってしても、未来がどう変わるか見えない」

　長老は言う。

　馳郎に、何かしらを訴うつたえかけるように。

「だから、あいつの目はお前に何かを見ていたのかもしれない」

　そして、もう一言を付け加える。




「あるいは……白紙という未来を、初めて見たのかもしれない」




　多分、それは。

　ひとりの人間にとっての、救済だ。

　ギリシャ神話のとある伝承では、パンドラの箱の底に残されていたものは予兆だという。それが飛び出さなかったからこそ、人は未来を知ることができず、希望を持ち続けられるのだと。

　先代白翁にとって、馳郎はまさにそういう存在だったのではないかと、長老は言っているのだった。

　しかし、

「……ごめん」

　と、馳郎は吐はき出した。

　力なく先の寝ね床どこに座り込み、四し肢しを投げ出した。

「……それでも、もう俺は……何もできない……」

「お兄ちゃん……」

　リコが口を開きかけ、自分にそんな資格などないと思い定めたように閉とざす。

　その前で、少年はくしゃくしゃと顔を歪ゆがめた。

「身体からだが……動かない……」

　震ふるえる手で、その顔を押さえる。

「動かなきゃいけないって分かってるのに動けない。身体中が鉛なまりに変わったみたいに、どうしようもなく重いんだ」

　それも当然であったろう。

　これまでのすべてが無む為いであったと──そう知らされた直後に、どうして何事かをなしえるだろう。戌いぬ見み馳郎にとって大切なものはすべて奪うばわれ、取り戻もどすことすらかえって事態を悪化させると、学ばされたばかりだというのに。

「馳郎。君は……」

　堪こらえかねた北斗が何かを言おうとしたときだった。

　突とつ然ぜん、がくがくと輸送機が揺ゆれだしたのだ。

「何!?」

『警告します』

　と、機械音声が流れた。

『すべての計器類が異常。戦せん闘とう区域よりの脱だつ出しゆつが不可能です』

「っ──！」

　長老が表情を険しくする。

　太極図の効果範囲が、この輸送機までも届いたことを、彼は悟さとったのだ。

　しかも、警告には続きがあった。

『さらに、敵性と思われる飛ひ翔しよう物体が複数近づいています』




　　　　＊




　西中華街の上空を飛ぶ輸送機に、ひどく場ば違ちがいなものが群がりつつあった。

　本来ならばそんな高度にいるはずもない、ましてや輸送機の速度に追いつけるはずもない、ケモノの影かげ。

　コウモリの影だった。

　弦摩たちが近くにいれば、それが今自分たちの戦っている──鬼き仙せんの影と同質のものだと見み抜ぬいたかもしれない。西シー王ワン母ムーが行使した太極図は目の前の戦いくさのみならず、逃にげる馳郎たちにも追っ手を放っていたのである。

　輸送機にも最低限の武装は積せき載さいされていたが、通常武装では鬼仙の影に逆らえない。機き銃じゆうの砲ほう弾だんはことごとくコウモリの影たちをすりぬけ、逆にコウモリたちの体当たりは鋼鉄をやすやすと突き破った。

　数十数百と群れ集つどい、コウモリの群れが片かた端はしから体当たりをかけてくる。

　たちまち、エンジンから煙けむりが噴ふき出た。

　何なん匹びきかのコウモリがその内側へ入り込んだ。

　飛翔角度を斜ななめに傾かしげ、墜つい落らく半ばで輸送機が爆ばく散さんする──！




　　　　３




「仕方ない。素す直なおに頼たよりましょう」

　そう言って。

　西シー王ワン母ムーの唇くちびるは、こう動いたのだ。

「来なさい、ナタ」

　瞬しゆん間かん、西中華街の廃はい墟きよの一角が破は裂れつした。

　そこから、とある人ひと影かげが飛び出し、西シー王ワン母ムーの隣となりに着地したのである。

　ナタだった。

　いくつもの鬼宝に身を包んだ状態は──紛まごうことなく解放状態。

　しかし、本来の調子でないことは、胸の傷が塞ふさがってないことからも分かる。鬼仙の超ちよう回復能力も及およばぬ傷を、ナタ自身の一いち撃げきは与あたえていたようだった。

「あーあ、残念。こんな状態で動かしたら、仙せん骨こつもおかしくなっちゃうかもしれないから、使いたくなかったのだけど」

　西シー王ワン母ムーが心底残念そうにため息をついた。

「でも、あなたたちが思ったより強かったのだから仕方ないわよね。──あら、ちょっと足りないかしら？」

　しげしげと見つめて、首を傾げる。

　しかし、疑ぎ問もん符ふを浮うかべたのも一いつ瞬しゆんのこと。

「まあ、別に問題ないわね。あれだけ使えればいいもの。さ、やっちゃって」

「させる、か！」

　空中から、隼人が仕掛けた。

　その手から放たれた風の刃やいばが、ことごとく少女の前で霧む散さんしたのだ。




「……古き七しち支し族ぞくの血を借りて、汝なんじの兵器は始祖たる鬼宝に乞こい願う」




　少女の唇より、口こう訣けつが発せられた。

　西シー王ワン母ムーの要よう請せいに応こたえて、ナタのすぐ近くでパズルにも似た球体が回転し出す。その球体が集め、凝ぎよう縮しゆくした氣チイが、結果的に〈おに〉の変生属性に対する防ぼう壁へきにもなっているのだった。

「まさか……！」

　隼人が、息を吞のむ。

　その現象が、いつかの再現であることを認にん識しきしたのである。

　全速で振ふり返り、ほかのふたりへと警告を促うながした。

「後ろに回れ！」

　叫さけんだ指が、すでに新たな術式を開始している。

　予感していたのは、かつて彼が敗北したナタの最終兵器。

　そこまで理解したからこそ、西シー王ワン母ムーがふわりと笑えみを浮かべた。

「そうそう。リコとか言う子から聞いたわよ。一度味わったのよね。大変だったわよねえ。生きてるだけで自じ慢まんしていいわよ？」

　子供みたいに、はしゃいで手を叩たたく。

「でも、たかが三竜程度で苦戦したあなたが、これをどうするの？」

　びし、と嫌いやな音がした。

　ナタの体内から発された──およそ人間からこぼれるとは思えないような音だった。

　それでいて、表情ひとつ変えずに、ナタは口こう訣けつを続ける。




「──神しん火かは悉ことごとく絶え、混こん沌とんすらついに枯かれ落ちぬ」




　ごおっ、と少女の周りへさらに鬼宝が展開される。

　火か尖せん槍そう。

　乾けん坤こん圏けん。

　風ふう火か輪りん。

　五ご火か神しん焰えん扇せん。

　現状少女が持ち合わせている鬼宝が、すべて始祖鬼宝に同調しだしたのだ。九きゆう竜りゆう神しん火か罩とうを中心として、鬼宝は曼まん荼だ羅らのごとき図形を描えがき出す。

　それにつれて、ナタの瞳ひとみも火か眼がん金きん睛せいに染まり、ついには黄おう金ごんの一色へと変じていく。




「四し凶きよう四し神しん残らず荼だ毘びに付し」




　ぐるぐると、九竜神火罩の回転速度が増す。

　パズル状の表面がどんどんその形を変えていき、回転しながらほどけて、内側に絡からみ合った何柱もの竜の姿を露あらわとする。

「…………」

　ナタの身体が、徐じよ々じよに軋きしみをあげだす。

　大きくなる軋みに、歯を食いしばることすらしない。

　自分も他者も崩ほう壊かいに任せるまま、少女は破は滅めつの鬼宝を押し開く。




「汝なんじの内に灼やき滅ほろぼされよ、九竜神火罩！」




　六柱の火竜が、飛び出した。




　　　　＊




　風が、凝ぎよう集しゆうした。

　いや凝集しているのは、単なる空気や酸素ではなかった。

　キセノンである。空気中に存在する最も重い分子を選せん択たくして、隼人は目の前に集めているのだった。迫せまる火竜よりも速く、途と轍てつもない勢いで集められたキセノンはドリルのごとく回転しだし、九竜神火罩を迎むかえ撃うつ。

　空うつほの二十五式改──荒あら魂だま穿うがち。

　しかし、

「くそ……！」

　最初の火竜を受け止めた瞬間、隼人は歯は嚙がみした。

　もともと荒魂穿ちは、ナタに敗北した隼人がその経験を糧かてにつくりあげた術式である。だからこそ、九竜神火罩と再び激げき突とつしたとしても、それなり以上に渡わたり合えるはずだと考えていた。

　それがまったく通じていない。

（これが……鬼仙兵器の本気か……！）

　おぞましいまでの威い力りよくに、青年は冷や汗あせさえも蒸発するのを感じた。

　悔くやしさよりも、安あん堵どが強かった。

　主あるじであるジンがこの場にいないことを、心のどこかで隼人は喜んでいたのだった。

（どうして……だろうな……）

　少しだけ、不思議に思う。

　忠誠を誓ちかった相手なのは間ま違ちがいない。彼の在り方に打たれて、これならばと思い定めた相手なのも確かだ。

　しかし、これほどに身命を賭とするほどの理由があったろうか。

（ああ、でも……）

　少なくとも、さきほど北斗と会ったとき、隼人は何のわだかまりもなかった。

　いつもあの妹と会ったとき、隼人は自分でも不明な焦しよう燥そうにかられていた。〈おに〉としての角の多た寡か、妾しよう腹ふくと正統の血の違ちがい。かつての暴ぼう虐ぎやくの言い訳になどならないが、隼人が妹にまともな精神状態で会うことなど一度としてかなわなかった。

　それが、初めて違った。

　ほんの数分足らずではあったが、隼人はごく普ふ通つうに──そうしたかったように、あの少女の前で振る舞まうことができた。

　それだけで、あの主に仕えたことが正しかったと思える。

　風を障しよう壁へきにしていても伝わってくる地じ獄ごくのような熱にだって、微笑しながら耐たえられるほどに。

「っ……！」

　一瞬、その眉まゆがひそめられた。

　六竜を抑おさえている魔ま風ふうに、わずかだが勢いが戻もどったのだ。

　背後から、囁ささやきが聞こえた。

「青朽葉の……二式……四式……五式……八式……十一式……同時展開……」

　咳せき込んだ晃の言葉とともに、灰色の生物が群れ集つどったのだ。

　荒魂穿ちの形に重なって、キセノンドリルを後押しするかのように、おびただしい数の生物が火竜へと突とつ撃げきしていく。熱と風と生物と──拮きつ抗こうし合う彼らの術式は、同じ氣チイによってくくられたものとして、物理法則とは別の次元で衝しよう突とつしているらしかった。

　それでも、未いまだ勢いは火竜に分があった。

　風も生物も、ことごとくが灼かれていく。徐々に炎ほのおがすべてを侵しん蝕しよくしていく。三つ角の変へん生じよう属性を、鬼き宝ほうの威力が侵蝕していく。

　そして、再び押し戻したのだ。

　自分たちの変生属性の威力が上じよう昇しようしていることを、隼人と晃は悟さとった。

「十七式──箍たが外し」

　弦摩が、白はく杖じようを片手に囁いたのだ。

　それは、人間の神経系に働きかけて、普ふ段だん以上の能力を引き出させる変生属性だったに違いない。

　脈打つほどの氣チイを感じながら、隼人は冷静にその効果を検証する。

（……いける……か？）

　しかし、ナタからの出力も衰おとろえない。

　鋭えい敏びんな隼人の感覚は、ナタが自分の身体からだを破は壊かいしながらも、ますます莫ばく大だいな量の氣チイを収しゆう奪だつしていることを察知している。

　自傷しているからこそ、一いつ切さいのリミッターをカットしているからこそできるのではないかと、そう思わせるほどの氣のエナジー収奪ドレインだった。

（だったら、今これで──）

　これでケリをつけなければ、おそらく次はない。

　もう一押し。

　もう一押しあれば。

　たとえば、この炎に匹ひつ敵てきするほどの変生属性を操あやつれる──そんな、女が。

　思わず、声がこぼれた。

「弦摩！　晃！　あいつはどうした！」

「…………」

　弦摩が、苦しそうにかぶりを振る。

「どうした！　いくらあいつが気まぐれでも、総会はさぼったとしてもこの状じよう況きようなら来るだろう！　戦いくさに駆かり出されてこその〈妖あやかし狩がり〉だろうが！」

「あれは……」

　押し殺すように、弦摩が口にしたときだった。

「──都合良く、もうひとりの三つ角が来ると思ってる？」

　不思議と、こんな状況にあってさえ、西シー王ワン母ムーの声こわ音ねは玲れい瓏ろうと届いた。




「残念ね」




　いつのまにか、その傍かたわらにもうひとりの鬼き仙せんが跪ひざまずいていた。

　少シヤオ影インである。かの青年鬼仙が腕うでの中に誰だれかを抱いだいていた。

「な……っ！」

　隼人だけではない。

　弦摩と青朽葉晃さえも、その相手に目を見張った。

　それは少女の遺い骸がいだった。十代前半と思おぼしい、まだ幼さが残る横顔は、あまりにも白く染まっていた。

　生者の顔色ではなかった。

「リコと北斗とか言いましたっけ。あのふたりと一いつ緒しよに西中華街へ潜せん入にゆうさせたのは、あなたたちの差し金じゃないの？」

　くすくす、と西シー王ワン母ムーが口元を押さえる。

　彼らの驚きよう愕がくを満足げに眺ながめ、冷ややかに宣告した。




「すでに、白鳳六家最強の三つ角──真朱真冬は、私が打ち倒しています」




　拮抗が、崩くずれる。

　彼らの絶望を、嘲あざ笑わらうように。

　鮮あざやかな銀月のもと、六柱の火か竜りゆうが、三つ角の〈おに〉たちへと牙きばを剝むいた。




　　　　４




　──ここに、ひとつの戦いが終わりを告げる。




　十年も前から仕し掛かけられていた謀ぼう略りやくも奇き策さくも何もかもが、少女という最終兵器によって薙なぎ払はらわれたという、それだけの結末。

　しかし。

　いま少しだけ、語りを続けよう。




　　　　５




　西中華街の一角。

　太極図の効果範はん囲いである。

　眼下に銀色の海が流れている、楼ろう閣かくの屋上だった。

　輸送機の翼つばさが屋根へ斜ななめに刺ささっていて、撒まき散らされた燃料が炎の渦うずをあげている。そのすぐ近くで、何人かの人間が倒れ伏ふしていた。

　咄とつ嗟さに、北斗が風の障壁を張り巡めぐらせたものだった。

　それでも輸送機が爆ばく散さんした際の衝しよう撃げきは完全に殺しきれず、男装の少女は額から血を流していた。

　長老もまた馳郎とリコを庇かばって、大きな破は片へんを背中から覗のぞかせている。

「北斗……！　長老……！」

「……ごめん」

　馳郎がかけた声に、北斗が弱々しく笑った。

「……僕も、もう無理だ」

　少女が倒れ伏す。

　天空では黒い雪のように、コウモリたちの影が揺ゆらめいている。

　舌なめずりして、獲え物ものが弱るのを待ち構えるような風ふ情ぜいだった。実際、北斗が倒れた今、もはや彼らから逃のがれる術すべはないものと思われた。

　そのとき、もうひとつの声が降り落ちたのだ。

「おうおう！　三つ角との戦の間に、本丸落とそうってか！　こら弦摩のヤツが予想した通りだったなあ！　一応俺らが待機してて正解だったってわけ!?」

　愉しげな台詞せりふとともに、口こう訣けつが夜空へ響ひびき渡った。




「その一飛びたるや十万と八千里。須しゆ臾ゆにて仏指の狭はざ間まを超こえん」

「──恒こう河が沙しやの雲うん霞かを制し、那な由ゆ他たの白はく霧むを統すべよ、筋きん斗と雲うん！」




　突とつ然ぜん出現した霧が、楼閣の周囲から弧こを描えがいたのだ。

　集っていたコウモリの影が、その霧によって一いち網もう打だ尽じんに圧あつ搾さくされる。巨きよ大だいな手に握にぎりつぶされたかのようでもあった。

　そして、雲に乗ってきた若者とふたりの少女が、とんと屋上に飛び降りたのだ。

「お疲つかれさん、愛妻！」

「うん！　あ、白パイもお疲れ様」

「わ、私は、何もしてないですから」

　慌あわてて白パイが振ふった手に、ウーとジンがぱあんと無む理り矢や理りハイタッチをかます。

　それから、ジンは道どう化けめいてくるりと振り向き、自らの旧友へと踏ふみ出す。

「いようハセ公！」

　と、声をかけた。

　その場にしゃがみこみ、少年を見やって唇くちびるを歪ゆがめたのである。

「あーあーあー！　まあ悲ひ惨さんな顔しちゃってよう！」

「…………」

　馳郎は応こたえない。

　倒れた北斗や長老たちに視線を落としたまま、ただ茫ぼう然ぜんとしている。

「お前さ。結局、ただの火種に使われたんだよ」

　にんまりと唇を歪め、ジンはさらに傷口を抉えぐる。

「白翁が鬼仙に襲おそわれた。だから、〈おに〉は鬼仙に反旗を翻ひるがえすって言い訳にな。しかも火種に使ったあげく、〈おに〉の方は相当形勢不利みたいだぜ！　ありゃもう負けちゃったんじゃねえの！」

「…………」

　馳郎は、やはり応えない。

　声をあげるどころか、呼吸をする気力さえも失われつつあるようだ。このまま放置しておくだけで、そのまま息を引き取ってしまうのではないかとさえ思われた。

　それほどに、少年の負った傷は深かった。

「なんだよ。ここで終わりか!?　言っておくけれど、俺は『お前を倒すのは俺だ』とか言って、助けたりしねえぞ!?　つかあの西シー王ワン母ムーに近づきすぎて、うっかり愛妻まで操られたりしたらたまんねえからな！」

　その可能性は十分にある。

　ナタが〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉によって制せい御ぎよされるのと同様に、鬼仙兵器であるウーは〈緊きん箍こ児じ〉によって束そく縛ばくされている。だからこそ弦摩は対西シー王ワン母ムー戦に、ジンたちを駆かり出そうとはしなかったのだ。

「つっまんねえ！」

　何度かけしかけた後、あっさりとジンは諦あきらめた。

「分かった分かった分かった！　じゃあな！　せいぜい良い死に方しろよ！　墓には行ってやらねえ！」

　立ち上がって、踵きびすを返す。

　再び、コウモリの影が集まってくる。

　いや、今度はコウモリたちだけではなかった。コウモリの影に招き寄せられ──あの船に乗っていた鬼仙の影たちもまた集つどいつつあった。

　もはや、ジンは何の興味も持っていない。

「…………」

　死ぬはずだった。

　もはや馳郎にはあらがう術すべがない。

　コウモリたちと同じなら、かの影たちには通常兵器が通じない。つまり〈カエアン〉に仕込まれた武装のほとんどが意味をなさない。

「……こんな終わりかよ」

「ジン……いいの？」

　思わず、ウーが尋たずねる。

　これまでの若者の表情の中で、今が一番つまらなそうな──一番口くち惜おしそうな表情だったからだ。

　それでも、自分の在り方を曲げることはしない。

　灰はい岡おかジンが、くだらないと思った人間を助けることはない。

「……助けて」

　と、小さい声が流れたのも、それが戌見リコのものだと分かっていても、ジンにとってはどうでもいいことだった。

「…………」

　鬼仙の影が、彼らを押し包む。

　すべての終わり。

　しかし、




「……四し宝ほう剣けんの六番目の双ふた子ごに乞こい願う」




　その口こう訣けつが、神しん韻いん縹ひよう渺びようと夜に響いた。

　ジンが猛もう然ぜんと振り返り、ウーと白パイが目を見開いた。




「其そは両りよう儀ぎなり四し象しようなり。八はつ卦けを連ね巡めぐり結びて阻はばみたまえ、陰いん陽よう剣けん！」




　覚えがある口こう訣けつだった。

　同時に、今現れるはずもない鬼宝であった。

　だが、次の瞬しゆん間かん、リコを襲った鬼き仙せんの影かげたちがことごとく倒れ伏したのだ。

　墓標のように突つき刺さった輸送機の翼のすぐそばで、戌見馳郎が自らの呼び出した陰陽剣を握りしめていた。

「まさか……」

　と、ジンが唸うなった。

　抑おさえきれぬ複雑な感情が、声にこもっていた。

「まさか、お前が──！　鬼宝を──!?」

　それは、奇き跡せきであった。

　同時に、奇跡とは呼ぶべきではない現象だった。

　いくつも、前提条件は整えられていた。

　これまで、何度も馳郎がナタに氣チイを提供し──鬼仙兵器という少女の特性故に、通常の鬼仙とは異なった『免めん疫えき』を獲かく得とくしていたこと。

　ナタの鬼宝のいくつかが少女に対して好意的であり、その好意は彼女の変化をもたらした馳郎にも及およんでいたこと。

　倒たおれた直後、ナタがそれらの鬼宝を、密ひそかに馳郎へ渡わたしていたこと。

　そして。

　蓮リヤン花フアの口づけが。




　──『その相手を、すべての存在をかけて、愛するときよ』




　鬼仙に血を吸われたからといって、鬼仙になるわけではない。

　しかし、これほどの条件が整えば──即そく座ざに鬼仙になってしまうわけではなくても、いくつかの素養を覚かく醒せいさせるには十分だった。

　たとえば、預けられた鬼宝を、不完全に行使する程度ならば。

　うつむいたまま立ち上がり、少年は囁ささやいた。

「〈カエアン〉」

『イエス、マスター。要リク請エス起ト・動ブート。攻こう性せいプログラム０３──〈リッパー〉！』

　火花と、銀光が散った。

　仕マニ掛ピユけレー腕タが伸のびて、少年から受け取った陰陽剣のかたわれを振るい、片かた端はしから鬼仙たちの影を薙なぎ倒していく。

「そう、だよね」

　と、リコが涙なみだながらに口を開いた。

　自分の胸むな元もとを握りしめ、嗚お咽えつしながら言う。

「……お兄、ちゃんは、ボディ、ガードだもんね」

　切れ切れに、謝罪するように。

「……リコがどんなにお兄ちゃんを裏切っても、自分のためには立ち上がれなくても、誰だれかを守るためだったら何度でも立ち上がっちゃうんだよね」

　戌見馳郎の在り方ルール。

　白翁になろうが、どれだけの権力を振るおうが、少年を律してきた夢。

　やがて、群がっていた鬼仙たちの影をすべて無へと帰し、

「……嬉うれしかったんだ」

　と、少年は呟つぶやいた。

　未いまだうつむいたまま、陰陽剣を握にぎりしめ、ぽつぽつと言葉を紡つむぐ。

「助けてもらうって、価値を認めてもらえるってことだ」

　それは、少年の始まり。

　あの燃えるデパートから命がけで助けてもらった──命をもらった事件。

「だから、自分をかばったおじさんが傷ついたのがとても辛つらくて、でも命を賭かけて守ってもらえたこと自体は、すごく誇ほこらしかった」

　呟きが、夜風に紛まぎれる。

　瞼まぶたを固く閉じて、自分の内側を、馳郎は掘ほり出していく。

「だから、そういう自分になりたかった」

　千円ボディガードなんて、荒こう唐とう無む稽けいで馬ば鹿かげた生き方。

　だけど、結局そこからしか戌見馳郎は始まらない。始められない。

　逆に、そこに立ち戻もどってしまえば……どれほど傷ついていても、どれほど追い詰つめられていても、馳郎は抗あらがってしまう。

　これまでの時間が、これまでの出会いが、少年の背中を押してしまう。

「──リコ。長老の治ち療りようを頼たのむ」

　そう言って、

「ジン」

　と、今度は旧友を見み据すえた。

　その瞳ひとみには、再び力が宿っていた。

「ナタを取り返す。力を貸せ」

「は!?　それが一体何の得になるってわけ!?」

「お前の部下──隼人も西シー王ワン母ムーと交戦してる最中だろう。ウーが西シー王ワン母ムーに近寄れない以上、お前には助けが必要なはずだ」

「ははあ！　だけど部下のために死ぬ主あるじはいないぜ！　んなことあのポチが願うとも思えないなあ！」

「〈緊箍児〉を渡す」

　さらに、言う。

「お前が言うとおり、西シー王ワン母ムーが〈緊箍児〉を持っているなら、喉のどから手がでるほど欲しいはずだ。もしも手に入ったなら、お前に渡すと約束する」

　触ふれれば切れそうなほど、鋭えい利りな言葉だった。

　少年の心が癒いえたわけではないのだ。自分が動くことでまた愛するものを傷つけてしまうかもしれないという、恐きよう怖ふを克こく服ふくできたわけではない。

　それでも進まねばならない者の、悲ひ壮そうなほどの覚かく悟ごがこもっていた。

「ははははははははははははははははは！」

　だから、ジンは笑った。

「そうだ！　そうだよお前は！」

　と、遠えん慮りよ無く人差し指を突きつける。

　実に愉たのしそうに、さきほどの不興を吹ふき飛ばすように笑い続けた。

「お前はそうじゃなきゃいけない！　俺の予想とか予測とかいちいち覆くつがえしてくれなくちゃあな！　いいぜいいぜ、しっぽりがっつり協力してやろうじゃねえの！　お前に使われてやるよ！　ウーも白パイもいいよな!?」

　ぐるりと、自らの家族を振ふり返る。

　だが、この時点では、戌見馳郎も灰岡ジンも続く事態を想像していなかった。

　このふたりですら考えがたい現象が、もうひとつ勃ぼつ発ぱつしたのだ。




「……ならば、妾わらわにも協力させてもらえぬか？」




　その声をあげた相手に、ウーが目を見開く。

「白パイ……ちゃん……？」

「違ちがう、てめえ……！」

　ウーを押しやり、若者が瞳を険しくする。

　半ば動物的な直感が、その事実に辿たどり着かせたのだ。

　今、白パイの中身が、自らの家族ではなくなっているということに。

「誰だてめえ！　なんで、うちの娘むすめの身体からだに取り憑ついてやがる！」

「おお、これは失敬」

　いままでとは打って変わった態度で、幼女が頭を下げた。

「なにしろ、一度死んでしまったものでな。薄墨が用意しておった器うつわが近くにあったものじゃから、これ幸いと憑いてしもうた。灰岡のとは知らぬ仲でなし。緊きん急きゆう事態のことゆえ、ひとつ許してはもらえぬか？」

　誰も、すぐには返せなかった。

　ただ、馳郎の脳のう裏りには、以前薄墨の研究所に乗り込んだときのことが蘇よみがえっていた。実験に使われて死んだはずの娘の幻まぼろしが、自分を誘ゆう導どうしてくれたあの不思議な感覚。

　同時に、ジンも思い出していた。




　──『真朱まそおの変へん生じよう属性は、火車がもとだそうだ』

[image: ]




　以前、隼人から聞いた言葉。

　もとは地じ獄ごくで罪人を苦しめるための拷ごう問もん具だったのが妖よう怪かいの伝承となり、各地で「死体を奪うばう」妖怪として名を馳はせることとなった。

　もしも。

　もしも、火車になぞらえられる変生属性が、単に炎ほのおを操あやつるものでなかったのなら──？

「白はく鳳ほう六ろつ家け──第一家・真朱まそおの当主、真朱真ま冬ふゆという」

　はたして、最前まで白パイだったはずの幼女は、自らをこう呼んだのであった。





〈続く〉









　あとがき




　今回は、ずいぶんお待たせしてしまいました。

『クロス×レガリア』第七巻となる『女王の領域』です。初期から名前の出ていたとあるふたりの登場巻であり、よかったこの話まで辿たどり着つけた、と僕自身書きながら胸むねを撫なで下おろしたものです。

　同時に、いくつかの関係にとっては決定的な巻でもありました。

　とりわけ蓮リヤン花フアの行動は、シリーズ初期の彼女ではけしてありえなかったものでしょう。




　　　　＊




　六家総会に始まり、今回の巻では一気にいくつもの事態が進行してしまいました。

　こちらもほのめかしてはいたつもりですが、いよいよ多くの関係が解かれ、結ばれ、新しいカタチを構築しています。




　それは鬼き仙せんと〈おに〉であり。

　それは五ご岳がく三さん山ざんと白はく鳳ほう六家であり。

　それはジンとウーと白パイによる疑ぎ似じ家族であり。

　それは馳はせ郎ろうとナタと蓮リヤン花フアのいまだ揺ゆれ動くカタチです。

　いつよりも激しい戦いは、否いや応おうなく彼らに選せん択たくを迫せまります。最も重要なものは何か、どうしても手放せないものは何か、と問いかけます。




　本当に重大な局面にあたれば、どのような行動をとろうと、人はいずれ後こう悔かいします。無限の可能性を限定してしまう行こう為いは、たとえ成功でも失敗でも、「あのときこうしなかったのなら……」という想像をさせずにおかないからです。

　それでも、決定しなければならない瞬しゆん間かんはあります。

　どれほど後悔でのたうちまわることになっても、はたまたどれほど無様に逃にげ続けたとしても、必ずそのときはやってきます。生きている限り、そこから完全に脱だつ却きやくすることはできません。

　つまり──これは、決断の物語です。




　　　　＊




　さて、こちらではご報告。

　途と中ちゆう二ヶ月ほどの休きゆう載さいがありましたが、「ファミ通コミッククリア」誌上での、成なり家いえ慎しん一いち郎ろうさんのコミカライズも順調に進んでいます。このあとがきを執しつ筆ぴつしてる段階ですと、いよいよ一巻の大おお詰づめですね。生徒会のメンツも大変個性豊かに楽しく描かいてくださっていて、僕自身もっとこいつらの話も書けばよかったか、と思わされたほどです。

　この巻の発売直後ならまだサイトですべて読めるかと思いますので、ぜひ『ファミ通コミッククリア』で検けん索さくしてくださいませ。




　　　　＊




　最後になりましたが、変則的なスケジュールを支えてくださった編集のＫさん、さまざまな企き画かくでご協力いただいている考証の三み輪わ清きよ宗むねさん、何かと細かいギミックまで描いてくださったゆーげんさんに感謝いたします。

　もちろん、この巻までついてきてくださってる読者あなたにも。




　次の巻は、秋頃ごろを予定しています。

　どうぞ、お付き合いくださいますよう。




　二○一四年三月


『Hearthstone』を遊びながら　


















カバー・本文イラスト／ゆーげん

カバー・本文デザイン／濱 祐斗










クロス×レガリア




女じよ王おうの領りよう域いき








三さん田だ 誠まこと
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